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デザイン・配線工法を一新、価格は据

一 一 一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可 能 に し ま し た

. 三 方 枠 と 臓 椋 が 、優 美 で 舗 や 腐 蝕 の な い ア ル ミ

形 材 製 品 に

クマ リ フト ( 小 型 昇 降機 ) の 積 下 ろ し 口 の 枠 及 び 謄

板 に ア ル ミ 成 形 材 ( 枠 見 込10伽 m 謄 板 巾 160 ・180 ・

21伽 mの 3 種 ) を 規 格 品 と し て 制 定 し 、 全機 種 に 採

用 し ま し た 。 扉 は メ ラ ミ ン 樹 脂 燦 付仕 上 げ の ボ ン

デ鋼 板 製で す 。

ご 希 望 に よ り、 特 殊 寸 法 の 鋼板・ ステ ン レス の も

の も 創 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生産 に よ る 独 特 の 短時 間 に 巧 拙 の な い 確実 な

配 線 工事 を 得 られる プ ラ グ イ ン配 線 方式 を 採 用 し

まし fニ。

. 他 に 別 価 格 で カ ゴ 到 着 と 同 時 に 扉 が 開 く 自 動 戸

開 き 装 置 も 用 意

カ コ' の 到 着 が ひ と 目 で わ か り 、 手 数 が 省 け る の で

きわ め て能 率 的 で す。 ( 用 済 み 後 は 手 で閉 め て く

ださ し、。 実 用 新案 出 願 中 )

- 用 途 に 応 じ た 鍾 富 な 機 種 を 用 意 し ま し た

1竺類小 物 用 、 料 理 問 、 小 荷 物 用 、 般 舶 用 そ の他 防

水 ・防 爆 型 な ど特 殊工 場 周 な ど。

L  - 5 . ・ー ーー 10kg干責

j  - 30 ・・ー. . 30kg干責

M - 50 ・・・ ・・・ 50kg干

M ー 100 ・. .. .. 100kg l

M - 2 0 0 ・... " 200kg積

M - 3 0 0 ・. . . " 300kg積

M - 5 0 0 ・・ ・・・ るOOkg 積

S - 1 5 0 ・・・・・ ・150kg 積

S  - 3 0 0 ・・・. .ヨOOkg積

M - H  . .. . . .  80kg積

( 高 速 型 )

そ の他 人 荷 用 エ レ ベ ー タ一、 荷 物 用 エ レベ ー ター

病 院用 エ レ ベ ー タ一 、 自 動 卓 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じて 製 造 い た し ま す。
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人気の秘密を分析すれぼ・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

置き場所や使う時間を考えて

蛍光灯を設置しました 。

1. 5mのコードイサきです 。

三面鏡

磨き込んだ自立式の三面鏡を

採用。鏡の裏面が侵されない

防湿性です。鏡の裏傾IJ に便利

な歯ブラシ立てをつけました。

います。化粧品などの

日用品がゆ ったり置ける設計。

便利 なコンセント付きで・す。

回亙E ヨ

本物の感触、陶製のカラー

洗面器です。水返しがついて

いますので 、衣服や

床をぬらす心配もまーったく

ありません。その上 、汚れが

つきにくく 、お手入れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて 、 ビス一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。
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高 層 集 合 住 宅 の 換 気 に つ い て

高 層 集 合 住 宅 の 換 公 を 大 別 す れ ば 、 居室 ( 台所、便所、浴室 を含む )

の 換 気 と 名 般 燃 焼 総J二Lの 給 排 気 と に 分 け ら れ る 。 こ こ で は 居室 の 換

気百十 l血lに| 浪り、その問題点を巧えてみよう 。

1  . 外 部 環 境 と 換 気 計 画

高層化にともない外音1¥1氏の )j(長特 は 大 き く な る 。普 通 の 換 気 扇 の 風iE

は壁面に生ずる ｬ Ａｬｬｾ圧によ っ て大きく変動し、逆圧をうけるときは Ｖ

- 7 ' o / s の風速でほとんど排気しなくなる 。

建物の外壁而に沿う気流の杉キｾｾもｾＡ寝中凡できない 。 例えは外壁而に直

角 な 風 向 の 場 合 、 高 l符建築では、その高さの約五fの高さ以下では、

ｾ益Ｂ、 ｬ 吹き下ろし風が生じて風上空間 ｬ に大きな渦流をっくり出す 。 そ

の 外 壁 面 か ら 強 制 的 に 排 気 を す る 場 合 、 汚 染 物 は 地 而 へ 送 ら れ 、 道

路 を 波 って 風 上 の 低 い 建 物 に 沿 っ て上昇し、，循 環 す る 。建 物 と 建 物

の! 日] の空間では、そこに放出された汚染物がイ引帯して比較的高い泌

j立となる 。 とくに 中庭 型 の 場 合 は 著 し い 。

垂 直 共 用 筒 を 使 用 し て 屋 上 へ 排 気 す る 場 合 は 、 汚 染 物 が 屋 上 全 体 に

拡散し、 二 次気流の作用で屋上の ｬ Ａｬｬｾ上部分の Ｑ 脱皮が高くなることも

ある 。屋 上 に 子 供 の 遊 び 場 な ど を 設 け る こ と は 不 適 当 で あ る 。

外 壁 面 に 設 け る 給 排 気 口 は 外 部 風 の 変 動 に よ り 強 い ド ラ フ ト を 生 じ

た り 、 換 気i立 を 変 化 さ せ る か ら 高 層 部 で は と く に こ れ ら の 対 策 が 必

要となる。

現 笑 に 建 物 を 設 計 す る 場 合 、 参 考 と な る 資 料 は 乏 し い 。予 測 の 方 法

と し て は 風 洞 、 模 型 実 験 が あ る が 、 こ れ で す べ て が 分 る わ け で は な

い 。 実物調査資料のお干 ￭ｾ が必要である 。

外部環境への力f I 害性については、とかく無視されがちである、現笑に、

共 用 筒 で 収 集 し た 燃 焼 ガ ス を 外 壁 而 の 一 昔1¥か ら 放 出 す る よ う な 方 式

があり、汚染のが長考［ｾｾｾを調査することもなく使用されていることは間

延i である 。

2 . 平 面 ・ 断 面 計 画 と 換 気 計 画

高 層 化 に と も な い 各 般 の 平 面 ・断 面 型 が 実 現 し た 。 大 別 す れ ば 片 廊

下型、中廊下型、中庭型、階段型、ポイント型、メゾネ ッ ト型である 。

片 廊 下 型 は 給 制 気 の 点 で 大 き な 障 害 は な い が 、 廊 下 側 が 一 般 に ユ ー

ティリティースペースに占められるので、廊下への排気が問題になる 。

廊 下天井: i l J : くに償引きダクトを用いて外壁近くまで導き、排気する

よ う な 方 式 が 望 ま し い 。

中 庭 型 は 廊 下 を 中 庭 側 に と ったf州 が 多 く 、 片 廊 下 型 の 変 型 と も み ら

れる 。 前 述 し た よ う に 中 庭 空 間 の 汚 染 が 問 題 に な る 。 一階 部 分 は ピ

ロ テ ィ ー と す る か 、 あ る い は ー 而 だ け で も 開 放 廊 下 で 述 絡 す る よ う

な方法で、中庭 ｾ ｉ ｕｊ の空気流動を促進することが必要である 。

中廊下型は高層化にともない実現したタイプで、住戸は束向き、また

は、西向き の ー而 の 外 壁 而 し か も た な い の で 、 日 照 、 通 風 の 点 か ら

みて1 I 1IJ 約 の 多 い 但 で あ る 。廊下からの給気は許されるが、排気は言午

されない 。 したが ってまE芭 共 用 筒 に よ る 集 中 排 気 方 式 を 係 用 し た 例

が 多 い 。仰 の 長 い 場 令 、 中 廊 下 は 両 端 で 外 気 に 開 放 す る だ け で な く 、

中間にも外気に而する部分を設けることが望ましし、 。
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階 段室 型 と ポ イ ン ト 型 は 機 能 的 に は 同 じ で あ る が 、 大 型 の ポ イ ン ト

型 は 外 壁 而 がflllJ 約 さ れ る 。 階 段 室 あ る い は エ レ ベ ー タ ー ロ ビ ー を 利

用 す る 給 排 気 は 望 ま し く な い 。 各 階 で 外気 に 開 放 し て い る 13日口があ

れ ば 、 給 気 は 可 能 で あ る が 、 音 響 伝 達 、 防 火 の 点 で 好 ま し く な い 。

断 面 型 を 大 別 す る と 床 下 空 間 だ け を も っ 一 般 型 、 地 下 室 を も っ 地 下

室 型、 1- 211皆 を 商 庖 、 事 務 所 な ど に 用 い る 下 駄 パ キ 型 、 お よ び ピ ロ

テ ィ ー 型 で あ る 。

床 下 室 1m、 地 下 室 は 給 気 用 ス ペ ー ス と し て 利 用 で き 、 そ の 空 間 の換

気 に も 役 立 つ。 下駄パキ型も非住居音1¥の 天 井 裏 空 間 を 給 気 用 ス ペ ー

スとして利用できるが、 lりJ 火 の 点 か ら み て 天 井 も コ ン ク リ ー ト ス ラ

ブ と し て 、 高 さ の 低 い 設 備 階 を 考 え た 方 が よ い 。

2011皆以上の高層の場合は 、中間階にピロティー式の開放設備階を設け、

適 当 な 区 画 を 設 け て 給 排 気 の ス ペ ー ス と し て 用 い る こ と が で き る 。

汚 染 物 の 拡 散 、 給 気 へ の 汚 染 物 の 混 合 な ど に つ い て 十 分 な 予 測1) を 必

要 と す る 。

3 . 換 気 に お け る 質 と 量

こ れ ま で 、 換 気 に お け る 量 の 問 題 は 、 か な り 検 討 さ れ 、 法 的 に も 最

低 換 気 誌 が 定 め ら れ て い る 。 しかし、 換 気 に お け る 質 的 な 検 討 と 対

策 は ま だ 不 十 分 で あ る 。 ここでいっ、、11" と は 空 気 の 消 浄J支 の 問 題

で は な く 、 換 気 径 路 の 機 保 、 ド ラ フ 卜 の 防 止 、 供 給 空 気 の + 分 な 拡

散( 短絡の防止) 、汚染空気の有効な収集、換気にともなう音響伝達 、

防 火 と の 関 連 性 な ど で あ る 。

設 計 換 気 量 が 実 際 に 確 保 さ れ た と し て も 、 以 上 の 質 的 問 題 の ど れ か

ひ と つ で も 、 う ま く ゆ か な い 場 合 に は ‘ 不 良 換 気 設 側ii" といわれて

もしカ‘ たカずない。

3 - 1 . 換 気径 路 の 確 保

ユーティリティ一部分に機械排気を設けた場合でも、どこから給気さ

れ 、 ど の よ う な 径 路 を 通 って く る か を 前 も って 検 討 し て い な い 例 が

す く な く な い 。

自 然 換 気 の 場 合 や 外 壁 面 か ら 給 気 さ れ る 場 合 は 、 風 向 、 j孔庄の変動

によ って 一 定 の 換 気 径 路 に は な ら な い が 風 向 別 に よ る 2- 3極 の 径

路 を 予 想 す る こ と は で き る 。 居 室 の す べ て を 含 め て 換 気 径 路 が 予 iW)

され、各空間の換気が量的、質的に満足て・きるものであることが確

認 さ れ ね ば な ら な い 。

原 則 と し て 各 居 室 に は 直 接 、 外 気 が 供 給 さ れ 、 j廊下、ホール、ある

い は 食 堂 な ど を 経 由 し て ユ ー テ ィ リ テ ィ 一 部 分 か ら 排 気 さ れ る こ と

が 望 ま し い 。

外 壁I*-J 口 を も っ:場 合 は 、 風 下1111) の 居 室 が ユ ー テ ィ リ テ ィ 一 部 分 と 同

じように排気空間となり、ときにはユーティリティー音1¥に 生 ず る 汚 染

空気の一昔1¥が 風 下 室 へ 流 入 し て く る こ と も あ る 。 この欠点を 1¥方ぐた

めには定 ｉ Ａￛ ｕ ｊｬ開口Ｈ風圧によって関口面積が変化し、定 Ｑ Ａￛ ｾｩ ｌｬＺを保つＩ

あ る い は 給 気 用 ダ ク ト ( 機 械 給 気 、 あ る い は 建 物 を 1立通する圧力ノ〈

ラ ン ス 型 の ダ ク ト ) を 採 用 す る 必 要 が あ る 。

3  - 2 .  ドラフトの防止

-¥Jl築 と社会/ 1973年 10月号



今 日 の 冷 暖房 設 備 においては、不感気 流 の状 態 で 快適 な 温J惑をあたえ

る よ う に 設 計 さ れ て い る か ら 、 J令 温 い ず れ の ド ラ フ トも 苦 情 の 原 因

となる 。と く に 暖房 時 に お け る 外気 の 供 給 に と も な う コ ー ル ド ド ラ フ

トの 防 止 対 策 は 重 要 で あ る 。 建 築 基 準 法 に お け る 無 窓 居室 、 あ る い

は 火 を 使 う 室 の 給 矢 口 の 位 置 は 、天 井 高 さ のX 以 下 と す る よ う 定 め

られ て い る が 、 冬 季 に は ド ラ フ ト を 生 ず る た め 、 実 際 に は 使 わ れ な

いであろう。 外 気 を 室 温 程度 ま で 上 易 さ せ て 流 入 さ せ る と か 、 ラ ジ

エ ー タ ← の背 後へ 流 入 さ せ る な ど の 対 策 が 必 裂 で あ る 。

外 気 を そ の ま ま 導 入す る 場 合 は居 住 持以 上の 向 さ に 水 平 ス リ ッ ト状

開口 を 設け 、 さ ら に 流 入 気 流 が 上向 き に な る よ う 偏 向 板 を 設 け る と

よ い。和 風 住 宅 の 長押 か ら 給 気 さ れ る よ う な 形 式 で あ る 。英 国 で も 最

近 は 、 専 用 の 給 気 口 が 居 住 者 に よ っ て 閉 じ ら れ て し ま う の で 、 居 住 者

に わ か ら な い よ う な ス リッ ト状開 口 を 設 け る こ と を す す め て い る 。

室 内 の 扉 な ど に 設 ける グ リルや ア ンダーカッ トな ど も 、 流 入 速 度 が

強 い と ド ラ フ ト を あ た え る か ら、十 分 な |井j 口 前加 を と る べ き で あ る 。

3  - 3 . 供 給 空 気 の 拡 散 と 汚 染 空気 の 収集

ル ー ム ク ー ラ 一 、ラジエータ一、フア ン コイル ユ ニ ッ トな ど の 冷1IE: b5

機 務は 外 Ｕｆ ｌ を導入することなく、ただ、 ｾ の空気を循泌させるだけで

あ る か ら 、 5.J IJ に 外 気 を 供 給 す る 必 要 性 が あ る 。 そ の 際 、 導 入 さ れ た

外 気 は 室 空 気 と 十 分 混 合 せ ず 、 機tt に よ る 循 環 流 は 独 立 し た ま ま で

あ る 例 が す く な く な い 。 こ れ ら の 機 株 は j京目IJ として 外 気 を 導 入 す る

よ う に 改 善 す る こ と が 必 嬰 で あ る 。 こ れ は 同 時 に ド ラ フ ト 防 止 に も

役 立 つ。

台 所 の 汚染 空 気 の収 集 に は 、 で き る だ け 大 き な フ ー ド を 設 け 、 瞬 間

的 に 発 生 す る 大 量 の'鹿 な どを 焔 ( とど) め る だ け の 容 量 が ほ し い。 そ

うす れ ば 、 台 所 排気 量 は 5 m' / mi n程 度 で ま に あ う。

ム所 使用 時に排気量は Ｓ Ｍ Ｔ ｾ 長 のｊ［ｉｦ 室 の必袈換気品 より はるかに多い

の で 、 そ の 差 は 冷 暖 房 時 の 過 剰 な 負 荷 と な る こ と が 多 い 。 超 過 空 気

立 だ け を 台 所 器 具 の 外 周 か ら 上 向 き に l吹 き 出 す よ う な プ ッ シ ュ プ ル

方 式 も 考 え ら れて いる 。 こ れ は 汚染 空 気 の 収 集 に も 有 効 で あ る 。

4. 換 気 方 式

給 排 気 径路 お よび 送風 機 の 配 位 の }j 式 に つ い て は 多 く の純 世!J i がA 号え

られるが、 現 笑 に は 十 分 検 討 さ れ な い ま ま 突 施 さ れ て い る 仔IJ が 多 い 。

垂 直 共 用 筒 に よ る 集 中 排気 方 式 は 汚 染さを 気 排 除 の 点 か ら み て 最 も i直

当 な 方 式 で あ る が 、 コ ン ク リー ト ダ ク ト か ら の 洩 ( も ) れ 、 台所; J i ' 使

用 11寺の過剰 換 気 、 排 気 口 に ダ ン パー を 用 い た 場 合 は 同 時 使 用 数 に と

もなう 排 気 i誌の 変 動 、 お よ び 騒7.T伝 迷 な ど の 欠 点 が あ っ た 。

こ れ に つ づ い て 、 各 住 戸 に 設 け た 例別 送 風 機 に よ る ダ ク ト l刈へ の れjI

込 み 換 気 方 式 ( 当 初 は 普 通 換 気 扇 を 用 い て 失 敗 し た 例 も あ る ) が あ ら

わ れ た が 、 ダ ク ト 内 が 正 圧 と な る た め 非 使 用 住 戸 へ の 逆 流、 ダクト

|域 間 か ら の 洩 出 な ど の 欠 点 は 当 然 て ¥ 経 済 性 の み に ウ エ イ ト を お い

た 非 常 識 な 方 法 で あ っ た 。

こ の 欠 点 を 改 め る た め 、 つ ぎ に 突 貌 し た 方 法 は 11百|別 送 風 機 の ほ か に

共 用 筒 頂 部 に も 屋 上 換 気 扇 を 設 け た 一 陣 の プ ッシュプル方式で弘あ った 。

石 原 正 雄 京 都 工 芸 繊 維大 学教 授 ( 環境 工 学 )

隙 聞 の 多 い 現 場施 工 の コ ン ク リー トダク トに 見切り をつ け た 現 笑 的

改 善 で は あ ろ う が 、 建 築 全 体 の 技術 レ ベ ル の ア ン バ ラ ン ス は 放 置 さ

れ た ま ま で あ り 、 技 術 的 進 歩 と は ど う も い い に く い 方 式 で あ る 。尖 国

の S E ダ ク ト に 用 い ら れ て い る ア ス ベ ス ト 、あ る い は P C の ユ ニ ッ ト

ダク トの よ う な 気 密 度 も 日 〈 、 施 工 も 容 易 な ダ ク トを 採 用 し 、 個別

の 送 風機 は 住 戸 へ の 給 気 用 に 用 い る 方 が ま しで あ る 。

共 用 ダク トに と も な う 欠 陥 に 対 し、各住 戸 専用 の水 平 ダ ク ト方 式 が

笑 施 さ れ て い る 。 小 ｾシ ロ ッ コファンを 用い てダ ク トで 外 壁 面 まで

導く方法は 、従 来から ［Ｏ ｉｾ ｦｬ 止 して い るが 、外 壁 面 に正圧が 作用す る 場

合 の 換 気 訟 の 低 下 は 、 さ ほ ど で な い に し て も 、汚 染 空 気 が 近 く の 窓

開 口 か ら 流 入 す る の は 欠 点 で あ る 。 この欠点をなくすため、 {主戸を

1主流して両 外 壁 面 に 関 口 を も っ 水 平 ダ ク ト を 設 け て 風 下lU1J へ 排 気 す

る 方 式 が 実 施 さ れ て い る 。 完 全 に 風 下 側 へ排 気 す る に は 両 外 壁 面 の

圧 力 差 を 検 知 し て 、 自 動 的 に 分 岐 部 の ダ ン パ ー を 切 り 換 え る よ う な

制 御が望ましいが、 未 だ 考 案 に 止 ( とどま) って い る 。

給 気 に つ いても J't 流 ダク トを用いれば風圧のバ ランス が 得 ら れ 、 一 定

の 換 気 i立が確 保 さ れ る 。 ま た 、 給排 気 の ダ ク トを二 重包ーに す る こ と

によ り、 冷 l暖房 11寺 の 顕 熱 交 換 が可 能 に な る 。

共用ダクトの欠陥を改普ーする方 向 で は さ ら に 、 プ ッ シ ュ プ ル 方 式 と

し て 各 住 戸 に は レ ンジ フ ー ド 、 あ る い は 天 井 埋 込検 気 M を 設 け 、 そ

の 同 時 使 用 数 に 応 じ て 、 筒 m昔11の 排 気 送 風 機 の 回 転 数 を 2 - 3 段 に

変 え る 方 式 が 製 品化 さ れ て い る 。 筒内の静圧は常にJ ' l . に保つことが

でき 、 台 所 を 佼 わ な い 場 合 の 過 剰 な 換 気 は な く な り、品世てf も 低 下 す

る。 現 実的 な 方 式 と し て は ii :I. ) J i ! . すべきものであるが、前述したよう

な批 判 は ま ぬ が れ な い 。 気 密 性 の 高 い ダ ク ト を 用 い 、 各 住 戸 は ダ ン

ノ ぞ ー 付排 気 口 のみとし、それらの 同 時 ｉ ｾｾｊ 放数に応じて送 風機 の 回 転

数 を 変 え る 方 式 も 製 品 化 さ れ て い る が 、 こ の 方 式 が こ れ か ら の 方 向

であろう 。 メー カ ー は ダ ク トや給気口など、換気に自主l述 す る す べ て

の部品を用意して、ｾ任施工の組織までも っ てゆくことが必要であ

ろう 。換 気 に つ い て は 技 術 以 前 の トラ ブ ル が 余 り に も 多 い よ う で あ る 。

5 . 今 後 の 方 向

基本的には台所制思器具却の ￭ ｬｉ 化 であろう 。 ｾ Ｑｉ 気レンジに代えれば、

台 所 の 必 要排 気 i止は 段 低 l OOm'/h脱 皮 に tl Jl えられる 。 こ れ と 浴室 .

悦 所 の 最 低 排 気 iil を60m' / h と す れ ば 合 計 160m'/h とな り、 こ れ は 3

- 4 室 の 居室 へ の 供 給 外 釘Cid: と バ ラ ン ス す る 註 で あ る 。スウェーデン

のアノ マ ートではこの方式が用いられ、 ｾｉｉ 気レンジを使用する台所の

排 気 ill は 80 m'/hで 、 苦 情 は な い と い うこ と で あ る 。 こ の 方 式 ( バ ラ

ン ス ド ベ ンチ レ ー シ ョ ン という ) で は 、 台 所 の 同 H寺使用にともなう

換 気i立のfI，lll 飼!の 必 袈 も な く な り、 汚 染 物 の 発 生 も 戦 滅 さ れ る 。

( いしはら まきお )

[ 文献] 著者 「向 IMJ 晶子半住宅の侠気計画 J

Ｈ 雑 誌 ｆ 処築 ｾ 1970. 10  }'I号 p. 131- 136 )

若者 「ヨー ロ ソパの i 担宅設備に つ いて 」

( 雑 lt. ｲ 処ｾ ｾ 1970.  9 }! サ p. 131- 139 )
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風量 自動制御式〈屋上集合排気システム 〉の運転系路

換 気mグ ン パ ー が 聞 く と

制御機t を通して電子 信 号

が屋上換主U蒜に伝わり運

転 開 始。 ダ ン パ ー の 開 放

個 数 に 従ってJ 風 [ J カ紘3小

切 i・停止と自動的に切換わ

ります。

F 7芳7 胃 害 事 有 害v' 1芳 司闇
松 下 雷 喜 .闘資料肘を遭組量 . (庁干酬瀞制叩日別1井州F村阿怖刊市帽li沼庫献来胴町m 丸の州内柑刷11 松肝下輔粧工工. 換気拙送風鵬級偏附部@邸醐酬個側(何8創 川l
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松 下 精 工 {剛健11 京都 {お1)回 日 大阪 ( 抑 制 大 阪(蜘 } 聞 神 戸 ( 鈎1)7821 広島 (43) 7711 広島( 柑) 問岡山( お) 1311 制 位1)1121 高松何1) おお北九州 {印 刷 楠 岡 仰) 11羽 福 岡 ( 43) 1101
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実務に直結した建築工事別説明会 ( 第 1 回)

.... 1最近の建築用板硝子製品と工法」

1尚子は近代建築には欠かせない材料の一つであり ，昨今の建築技術の

高度の発展の中で着実に研究開発も進められていながら，建築技術者の

巾では余りにも身近かなものであるためか ，案外その材料特質を正しく

理解されていない憾みがないとは申せません。

特 IC政近の組高層建築などにおける[ 消 jこの光，熱，音などについての

特性および耐圧，耐風上の材質，工法などの問題は極めて重要であり ，

またインテリアにおける硝子の新しい分野など畿多の正しい知識の必嬰

性を痛感するものであります。

乙のたび幸いに京都大学 ・石崎教授のど指導をいただき ，乙れらの問

題について下記婆領により ，設J I. ・施工実務にたずさわれる方々を対象

として説明会を開催いたしたいと存じます。会員，m氏のふるってのど参

加をお待ちします。

日 時 10月19日( 金) 13目∞→17. ∞

A  

=  

A  

ココに

定

申

場 大阪市西区籾 1- 118 ( 屯話 06- 443- 5321)  

大阪科学技術センタ ー ・4 階 401号室

費 無料( ただし参加証持参の方 lζ|浪ります)

員 1ω名

込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚 IC 1名| 坂りとし，氏名

・勤務先名及役職 ・所在地 ・述絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号 ・ 「長近の建築用板硝子製品と工法説明会」と明記の

上 10月15 日( 月) までに事業総へ。ただし定員を超過したと

きは仙せん (Cて決定し ，参加l ，aEをお送りいたします。

フ。ログラ iλ

開会のJ炎拶

1村| 悶仏人 U4- - 処叢協 会 lド川t叫』、J 長臥会 [ 川訓" 川' 1I' lk 凶民 三 J川h

1:窓窓 ガラスと外j刈JιJ ，;(向郎，人午午e 教伎 工引唖上 ゐ石. 自陥品 f治j允il k雄i丘t 氏

J説必必lり別リ別j品組量dれy乃，.  説明 白

1. I1話庖ビ、 J レと似カラス」

旭硝チ株式会u . rvl :兆J9i 上 斡 甲 山 員 三 好 俊 二 氏

2. 1板ガラスの断熱性について( 熱吸収，熱反射ガラスを中心 I C) J

日 本 紙 硝 子 縁 式 会 社 商 品 技 術 部 主 任 技 師 都 甲 英 俊 氏

3. 1加工硝子製品について」

セ ン ト ラ ル 硝 子 妹 式 会 社 硝 子 研 究 所 技 術 怠 事 工 学 博 士 毛 利 良 雄 氏

閉会の挨拶

社 団 法 人 日 本 辿 策 協 会、Jf 来 安 員 会 幹 事 上 松 定 行 氏

説 明 要

園窓ガラスと外力

ヒ己

目

lt i . 近，大) f 1 の窓ガ、ラスか広 く)11いられるよ うにはり ，ての安全ぷロ|・の

問題が，にわか ｬζ ｩｬｩＺ梨とな ってきた。 ｾ ｪｊ 、ラスを火全 ｉ ｃ cf: つために は，

乙れκ} J II わ る外) J と，板ガ ラスの ) J 学的性状が切らかでなければなりな

い。外) J は主として地以) ] と風) J であるが，: 容のような局自信的 lζ 加わる

乙れらの力については ，建築物の構造体に }J 日わる力とは異なった性質が

問題となる。また板ガラスの材料力学的性質，とくにその強度および変

形の性質・について知っておく乙とも重要である。板ガラスがおj れやすい

もので ， 強度にバラツキの多い乙とはよく知られているが，そのl政峻ま

日 本 建 築 協 会 会 告 一一一一一

での性質は ，ほぼ安全弾性体 lζ 近いにもかかわらず，荷量が作用してい

ると疲労を起乙すという問題もある。乙のようなガラスの性質からも窓

ガラスの安全設計ーには ，他の構造材料 lζ 対するのとは，迷った考え方が

必要である。

・高層ビルと板ガラス

戦前はビ・ J レの窓カ‘ ラスは大部分がj手さ 3 m mであった。 Uf!和30年代に

入り ，アルミサッシの普及とともにガラスが大型化，厚物化し ，乙の傾

向はカーテンウオール構法の普及とフロートガラス製法の開発による厚

物大板の量産化によって促進され，さらに超高居| 時代となって， その) (

きな設計風圧に対し尿さ Ｑ Ｒｾ Ｑ Ｙｭｭ の特厚フロートガ 、ラスの ｉｊ 日発によ っ

て応えてきた。

ガラスの破壊強さには非常に大きなパラツキがあるため ，数百枚のガ、

ラスの破峻試験による統計的なi n I ' J風圧計算式の研究が必要であった。ま

た工法面では ，大きな風圧に対して安全にカ。ラスを支え，しかも大きな

居間変位に追随し，さらに風圧および周閥変位による目地変形 IC耐えて

水密性を確保するシー J レ材とグレー ジング工法 lζ 関する技術の開発が必

要であった。乙れらは実際の超高層ビルのカーテンウオ ーJ レの実大試験

のデータの蓄積によって逐次進歩しつつある。

- 板ガラスの断熱性について ( 熱吸収，熱反射ガラス

を中心に〉

最 近，居住空間の向上，建物の高周化にともなうカーテンウオー J レ工

法の採用などにより，建物外壁に占めるガラス面積は増大する傾向にあ

る。乙れにともなって，窓ガラスを透過する熱取得五tや熱損失虫は建物

の冷暖房負荷の30%以上にもなると言われている。乙れらの窓からもt人

してくる熱を防ぐ乙とによって，室内空気の温度上昇を防ぎ，さらに空

説経常貨の節減告はかる乙とが五銭である。

乙のような窓ガラスの断熱性会良く d る必i; IWI ( . ! . 5いて|片11色占れたの

が. ; I : { ¥i 以J ¥) ( ，熱反射ガラスである。

熱吸収ガラスは普通板ガラス ｬζ 酸化 ￦ Ｍ ｾＨ ， ニッケルコパ ｊ レ卜，セレ

ンなどを加えて太陽光線 l いの熱線部分の吸収率をi[Gくしたがラ スであ

る。また熱反射ガラスはガラス表面につけた特殊な薄膜で太陽う日泉を反

射させて室内へ透過してくる日射を防ぐ性質をもったガラスである。

乙れらのガラスを中心に断熱性能，使用上の問題や施工例などについ

て述べたい。

- 加工硝子製品について

加工硝子製品の随時に属する商品は多極多機で、あり，主たる供給先は

建築，自動車 ，産業分野である。その需要は顧客のニーズに対応して逐

年急伸しつつある。ー方政近の建築物の高庖化，デザインの多機化ある

いは建物IJ 日口郎の拡大化傾向に伴う建築技術の忽述な発展は，当然の乙

とながら関述佳築材料， 施工技術 l国lζ 対して対応商、lι 対応技術の開発

を強く安求してきた。

われわれ{ 尚子メーカーは，かかる悠築業界のニース・ lζ 対処すべ く，当

d 商品の開発に鋭怠努) J している。

今回 ， 建築分野を対象とした加工fili 子製品すなわち強化ドア主主庖硝

子 ，合せ硝子，一般強化1 i J -i子 ，防犯附子，外装材，内装材および鋭，ア

ンチ ークの各商品についてその製法，性 質，用途 ，価格ならびに工法の

概要について若干欧米の動向をも含めて説明したい。

処策と社会/ 1973i l' 1O月目白5  



一一一一一 日 本 建 築 協 会 会 告

昭和48年度茶室見学会 ( 第 2 回)

4 洛西、妙心寺の茶室見学会

妙心寺は ，臨済宗妙心寺派のみ; 山で ，花園上皇の再! [ ' :岳ーを禅寺にあらた

め，閉山国締を開祖とします。 jよい境内の縦横につづく敷石と阿側にな

らぶ伽藍の美しさ ，築地をつらねた数多くの子院塔頭がみどとに備って

残され，大徳寺ととも K 京の代表的な禅宗寺院といえます。

今回は前回同様 ，木会名谷正会員岡山孝男先生のと案内により ，1' 1頃

みる機会の少ない茶室を見学いたします。多数ど参加下さい。

日 時 11月10日( 土) 13. 30 ( 集合) → 17 ∞ ( 解散)

集合場所 京都市北区花園妙心寺 ・北門付近 ・目標会主主( 南I'Ljlζ 非ず)

( ただし，京福電車北野線，北野白梅田I から乗車→妙心寺駅

下車 ，東南 l∞m。 京阪三条から市パス⑬宇多野行乗車→妙

心寺北門前下車すぐ。)

. 交通貨は各自負mのとと。

見学場所 (1)佳春院の既白中干

藤村庸軒好みと伝える。 3 帖，台回切り ，下!':lE1ぷの茶室。

妙心寺は大徳寺と i畠って ，茶は修業の妨げになるとして禁

じられていたから外から見て茶室らしくないように作られ

ている。

(2) 天球院の蓬j奄

委託内竹狩の好み。江戸末期。 Ｓｾ 占台目 ， 下座床 ， 相伴 ｪ 市付

の茶室で薮内家の燕j奄系統の席で・ある。

(3) ヰ雲院の書院

室町末期の 5 帖半の小さい書院。重要文化財 ，後奈良天皇

のl;aJ幸の聞という。

案内の筑師帝塚山学院大学教綬工学| 卓上岡凶芋男先生

定 員 30名

A .  

ココE

申

費 7∞ド j ( 件鋭料，材、糸 f U 、U11 1いたた さまよ。

込往復はがさに| 製りま -;1 0 はかさは l 枚に l 名限りとし，

「第 Ｒ 副妙心寺の茶室見学会」と明記し，氏名 ・ 勤ｾ先包

Ｎ 所在地 ・ 役職 ・ ｩｬｩ 絡 ｉｇ 話番号 ・ 返信 ＱＱＱ Ｕｔ［名 ・ 郵便於 ｾｊ を

記入の上10J:l 30 i: 1 ( 火) までに本会事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定し ，参加古Eをお送りいた

します。参加者で欠席された方は会貨をど負担願います 0

. 申込多数で抽せんの時は第 1固で怠加された方にはご遠慮願う場合もあり

ます。

第 7 回若い会員の集い

4 解体修理中の古建築見学会

一法隆寺境内大湯屋・大垣 ( 重要文化財〉

関西には数多くの文化財 lζ 指定されている古建築があります。現在修

理が行われているもののうち ，今回とくに法隆寺並びに奈良県文化財保

存事務所のと尿意により ，普段見学級会の少ない解体修理中の文化財を

見学できることになりました。

占建築を修理し ， 後世 ｋ 伝える文化財保護の仕事を認識する忌ｾ 1球にお

いても ， またわれわれの迷い先的たちの仕 Ｎ ｾＮｊＫのあとをたどる怠 ＱＱ 主におい

ても格好の機会と忠われます。多数の会員諸氏の参加をお待ちいたしま

す。

日 時 11片17日( 土) 13. 30 ( 集合) →17.∞ ( 解散)

集合場所 法隆寺 ・南太門前 ・目標会旗

〔星S)SJ 交通貨は各自負111 の乙と。

(1) 国鉄関西線，天王寺発奈良行快速乗車

12. 50 発→13. 07 王寺務( 片道100円)

(2) 奈良交通パス，王寺駅前発奈良行乗車

定 員 25名

会 費 5∞円

13. 10発→法隆寺iiiJ 下車 (501司) いい所要 13分

見学場所 法隆寺境内 ，大湯屋 ・大湯屋表門 ，南大門大垣その他

. 見学会終了後，奈良県文化財保存 !li 務所の方をお招きして懇談会を慌します。

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1名| 根りとし， i 法

隆寺見学会」と明記し，氏名 ・勤務先 ・所在地 ・役職 ・巡絡

1U話器号 ・返信用宛名 ・郵便器号を記入の上11!J 2 上1 ( 金)

までに :jis主主I ! へ。ただし定員を組過したH年は仙せん l乙てi :R: i l :

し，参加証をお iきりします。

III U・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I111111UIIII III1I1I1II It1l1 ll l l1 ll1 ll l1 lt“1111111'1111111111

4 第14回関西都市・住宅会議開催 ご案内

と き 111-叩]48年10月2911 ( 月) 13:  30- 16: ∞ (I JIoj)必 13 ・∞)

と こ ろ 大阪 rl i東区高麗橋筋 5 - 5 0

申ylll 1 : 命ホー j レ8 階 T E L  202 1371  

( 御堂筋 ・j 也トー欽淀屋焔111，側)

テ ー マ 郎rliI環境

，llI3旨 : 市民が健康で ，文化的な 1[: .16をiきるための dベ ι の郎

rli 環境は如{uJ fζ 保全されるべきかを考えてみる乙とに

しました。

講 師 大 阪 大 学 助 教 授 大久保昌一氏

人 阪 rli 立大 '''f. 助教授 大 紋 寿 ・ 氏

毎 11 jjr IliJ tl : . t命必委u 近勝隆之市IliL¥";

司 会地域. 11凶iili 築I;)f 究jijiL _ : _ 愉泰 rdj 五

参加乙，( fj 望の )J は， J143のl.lll 本へ rLt IJ-; ! i またはノ、ガキドてお申

込みド δ し、 。ただし満員( 定員3701 ' ，) になれば締切りま dυ

共催団体 ＱＱ ＴＺ鐙築学会近畿文郎・ｌＱＴＺｾ築材料協会 ・ 大ｼ以

Ib街地再開発促進協議会 ・大阪府組築上会 ・日本

ｩｬｩ 築協会 ・ 大阪 ｩｬｩＺＦｊｾ 協会 ・ 日本建築家協会ｼ苅凶

文郎

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111日1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ＷＹ［［ｉｾＺＱ ード

マスチッヲヲJ : 1 - 9: J ヲ“

耐 久 性 のすぐれ た防湿 床材

特 長

1  耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すベり抵; 杭; 性: すべり抵; 抗.，性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間 に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリー卜、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく 、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で‘各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

、ｾ

フ リ ン ト コ ー ト に つ い て の お 問 合 せ は 下 記へ

。
j限式会ffii シェル厄;IX版発売所

' - 7 -..1 ｾＮＮＮＮＮＮＺｾ＠ L - - . I..... 施工販売部

大 阪 ⑮532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  f t ( 06)  303 ー 713 1

東 京 ⑤104 東京都中央区宝町2丁目 4番 地 ( 第Eぬ η 彦 ビル抑制 n ( 03) 562 - 4646 

名 古 屋 ⑮4 6 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ビ ル4 階 ) f t ( 052) 931 - 8537 

広 島. m. 730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 帯 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) n ( 0822) 21 ー 1224

楠 岡 ⑮8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ビノレ 3 階 ) n ( 092)  77 ー 1961

11川川11川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川11川|川川11川川11川|川川l川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川11川11川11川川|川川11川川|川川|川川11川川|川川11川11川|川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川|川川11川11川11川l川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川|川川11川11川11川111川川11川川11川11川川|川川|川川11川川11川川11川川11川11川川|川川11川11川川11川川l川川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川|川川11川|川川11川川11川川11川川l川川|川川11川川11川川11川川11川川|川川|川川11川川11川11川11川11川|川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川|川川|川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川|川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川|川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川|川川11川川|川11川川|川川11川川l川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川|川川11川川11川川|川川11川川11川川|川川11川川11川川11山川11川川11川川11川川|川川11川1111川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川|川川|川11川川11川川11川川11川川11川11 l  
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( アスフアルト防水の材料と工事は|

ト 同 業 会J レ

( 745)  5121 干578

( 53)  5761 干810

T E L  

T E L  

本 ア ス フ ァ

東京都中央区八重洲 1 丁目 2- 2

向 上

大 阪 府 東 大 阪 市 新 庄 1 1 4

福岡市南区那の川 1丁目 4 - 1  

社 団 ロ

法 人 H  

本 部

関東支部

関西支部

九州支部

員 (業別五十音順)

h 、

"z>:  
昔日支西関

干 550(441) 5223 

回 商 庖

大阪市西区土佐堀通 5 - 64 

前業 一 一

、tI:.

1<司

アオイ化学工業株式会社

広島県安佐郡安古町下相田

一 一 製

干 544(757)  1725 

村 井 工 業 所

大阪市生野区生野田島 町 4 - 94 

(08287)7  -1341 干731-01

協和建材工業株式会社

大阪市東淀川区田 川通 5 - 9  1  

干 550

業

山文商事株式会社

大阪市西区土佐堀通 1 - 13 

干 532( 301)  6437 

事

青盛建材株式会社

広島市舟入幸町19- 10

一一一 工
干 557(661)  8861 

株 式 会 社 工 英 社

大阪市西成区橘通 9 - 2 4

干 7333200 ( 92)  

麻田建材株式会社

大阪市天王寺区逸阪上之町16- 4  

〒 536(961)  4460 

株 式 会 社 工 盛 社

大阪市城東区西鴫野 6 - 4 3

干 543(771) 6470 

干 530

昭和石油アスフアルト制 大阪営業所

大阪市北区梅田町27 産経ビル (341)  6395 

旭化建工業株式会社

大阪市北区茶屋町 3 8  干 530( 371)  6555 

干 5921788 (61)  

新関西化工株式会社

堺市浜寺船尾町東 4 - 2  7  0  

干 7905590 (43)  

イケダ注業株式会社

松山市久万の台 1 8 9
田島応用化工側 大阪営業所

大阪市西区京町堀 1 - 7 4 干 550(441) 5951 

干 558(699)  5757 

池田涯青工業株式会社

阪市住吉区長居町東 3 - 22 
東E 工業株式会社

八尾市南太子堂 6 - 4  - 2 7  

干 7701812 (25)  

伊東工業所株式会社

徳島市昭和町 1 - 11

干 5813921 (23)  

七王工業株式会社

善通寺市金蔵寺町 1 8 0

干 550(441)  8531 

株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 后

大阪市西区江戸堀 1 - 1  0  1  

干 7650951 (  2  )  

日涯化学工業側大阪支庖

大阪市東淀川区西中島 3丁目犬飼ピル

干 530( 371) 0865 

栄進化建工業所

阪市黒崎町49

株式会社
〒 532( 303)  0161 

日涯化学工業側 名古屋支底

名古屋市港区南11 - 2 - 6

干 7004868 (  25)  

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

岡山市内山下 3 0 - 1 0

干 455(661) 8251 

日 新 工 業 側 大 阪 支 庖

大阪市東淀川区瑞光通 4 - 30- 2  

干 530( 371) 1333 

大阪耐酸工業所

大阪市北区浮田 町 8 2  

干 533( 329)  7737 

三島工業株式会社

伊予三 島市常 川 1 - 8  - 25 

〒649- 41古座局88

大芝建材株式会社

和歌山県東牟楼郡古座町西向841

〒799- 04( 3)  4420 

〒 578(782)  4171 

大島応用化学工業株式会社

東大阪市新庄 1 1 4

業 一 一

アサヒ j歴 青 糊 大 阪 支 庖

大阪市西区北堀江通5- 55原因ビル

=企=

7 c  一 一 販

干 5100531 (45)  

太田建材株式会社

四日市市追分 1 - 8  - 16 

干 550( 538)  2731 

梅本石油株式会社

大阪市西区新町北通1- 17 (イサオピル)

干 451( 571)  7461 

岡田建材株式会社

名古屋市西区桜木町 3 - 8

干 550(531)  9064 

大阪丸油株式会社

大阪市福島区間洲本通 1 - 48 

干 530( 352)  3412 

株式会社 カナヱ商会

阪市北区空心町 1 - 4  0  

干 553(451) 7601 

新川崎物産株式会社

神戸市生田区江戸 町 9 8  

干 570(993)  1413  

神 原 商 庖

守口市大庭町 2 - 3  1  

株式会社
( 391) 6511干651- 01

大丸石油株式会社

大阪市東区安土町10新トヤマビル

干 550(443)  0115 

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸堀 5 - 5
干 541(262)  1421 

中西j歴 青 制 大 阪 営 業 所

大阪市東淀川区西中島 3- 26 南極ビル
干 540(941)  5561 

共栄; 歴青工業株式会社

大阪市東区船越町 2 - 3 4
〒 532( 303)  0201 

干671- 22

干 615

(66) 1606 

( 311 )  2044 

協和工業株式会社

姫路市西夢前台 1 - 7  1  

下 商 庖

京都市右京区西院春栄町23

久

〒 460

干 550

(211 )  5011 

(441)  5195 

中西; 歴青側名古屋営業所

名古屋市中区錦 1 - 20- 6  

富士ア又フアルト販売株式会社

大阪市j 1Ej 区京町堀 3 - 20 



アスフアル卜防水の材料と工事は|

株 式 会 社 久 保 商 庖

大阪市北区真砂町 5 (364)  0206 干 530

内外工業株式会社

大阪市東住吉区桑津町3- 16 (714)  0281 干 546

有 限 会 社 高 知 防 水 セ ン タ ー

高知市天神町10一18 (73)  7324 〒 780

株 式 会 社 中 出 商 会

神戸市兵庫区上沢通 6 - 9  (511)  4501 〒 652

興亜建材株式会社

京都市南区西九条南 田町56 (691)  6883 〒 601

中村涯青工業株式会社

神戸市生田区海岸通 4 - 1  6  (341)  5884 干 650

奥洋産業株式会社

和歌山県海草郡下津町1422 (" 22)  3705 干649-02

日建涯青工業株式会社

神戸市兵庫区水木通 8 - 5  (561) 0851 干 652

株 式 会 社 佐 々 木 商 庖

大阪市東淀川区三 国町 2 -141 (392)  4618 〒 532

日 新 建 工 制 大 阪 出 張 所

大阪市西区新町 北通 1 - 1  8  (541) 1607 干 550

坂口興業株式会社

大阪市北区神山町 2 6.  (312)  1118 干 530

日新工材株式会社

大阪市西区新町北通 1 - 1  7  (541) 3785 干 550

一 信 工 業 所

神戸市兵庫区神田町 4 3  9  (361)  1071 〒 652

日東物産株式会社

名古屋市 中区東瓦町 3 9  (261) 2501 干 460

三和防水工業株式会社

広島市東雲本町 2 - 4  - 21 (83)  3366 干 734

日本涯青工業側 大阪支底

大阪市東淀川区元今里北通5-16 (309)  4701 干 541

山陽建材工事株式会社

神戸市灘区高羽町 2 - 9 - 6 (851)  9451 干 657

日本涯青工業側 名古屋支庖

名古屋市東区矢 田町10- 36 (711)  3321 干 461

島 崎 興 業 所

大阪市北区西扇町扇町ビル (313)  3776 干 530

西川アスフアルト工業株式会社

大阪市住吉区苅田町 1 1  - 1  1  (699)  2727 干 558

清水興業株式会社

大阪市北区鶴野町 3 4  (372)  0250 〒 530

有 限 会 社 浜 中 工 業 所

大阪市福島区吉野町 1 - 70 (461)  4508 干 553

正和商事株式会社

松山市一番 町 3 - 3  - 5  (2)  8161 干 790

株 式 会 社 浜 原 豊 商 庖

尾道市新浜 1 - 3  - 4  (23)  2760 干 722

神光建材工業株式会社 東中国防水工業株式会社

大阪市城東区今福中 4 一 7 (939)  0351 干 532 岡山市原尾鳥 5 8  0  - 1  (23)  1181 〒 700

園 建 材 工 業

京都市下京区猪熊木津屋橋下ル (361)  5311 干 600

フタパ興業株式会社

吹田市南金田 1 - 10- 18 (385)  2781 〒 564

高山工業側 大阪営業所

大阪市北区老松町2-19 昭栄ビル (364)  7135 干 530

株 式 会 社 双 葉 商 会

大阪市東淀川区木川西ノ町ト10-14 (301)  3855 干 532

谷中建材工業株式会社

京都市下京区西七条掛越町54 (313)  5401 干 600

株 式 会 社 不 藤 商 庖

西宮市甲子園 9 番 町 4 - 5  (47)  3033 干 662

大三工業株式会社

高松市本町 2 - 1  7  (51)  6811 干 730

古市断熱工業株式会社

高松市宵脇町 2 - 30- 5  (61) 5034 干 760

大成株式会社

尼崎rli 久々知西町 2 - 2  - 4  (427)  3726 干 661

マ サ ル 涯 青 工 業 側 大 阪 営 業 所

大阪市東淀川区 木川西ノ町 4 - 4 (303)  0241 干 532

大日本アスフアルト株式会社 マルヱ工業有限会社

神戸市兵庫区塚本通 2 - 3  - 2  (551)  5814 干 652 高松市福岡町 2 - 1  3  - 2  2  (21)  8410 干 760

大目特殊建材工業株式会社

大阪市城東区今稿中 2 - 3  2  (939)  0156 干 536

マルエス工業株式会社

大阪市楠島区上栴島南 1 - 152 (458)  4841 干 553

株 式 会 社 大 和 商 会

大阪市南区宵津町 4 番 丁73 (631)  6221 干 542

丸福建材工業株式会社

広島市舟入町 7 - 9  (32)  6155 干 733

大和防水株式会社

岡山市 矢 板2376- 10 (52)  2642 〒 700

丸 藤 商 庖

大阪市北区天神橋筋 2 - 1  (351)  0308 干 530

高 橋 建 材 庖

名古屋市中区丸ノ内 1 - 15- 24 (231) 3295 干 460

三星産業側 大阪出張所

大阪市西区江戸堀1-126 大栄ビル (443)  9721 干 550

株式会社 タテパヤシ商底

京都市南区西九条大国町37 (681)  7221 干 601

箕 輪 商 会

松原市柴垣 2 - 7  - 1  9  (31)  5419 干 580

棚田建材有限会社

神戸市灘区友田町 3 - 2  (841) 3551 干 657
山崎防水興業株式会社

大阪市東淀川区西三 国町5-83-1 (939)  0351 干 536

千代田建材株式会社

姫路市神屋町 6 - 2 0 3 (82)  0001 干 670

中央建材工業株式会社

名古尾市千種区若水町 3 - 26 (761) 6181 干 464

有限会社 中条防水工業所

広島市末広 5 - 3  - 36 (23)  2564 〒 770

東洋建材株式会社

京都市下京区丙酢犀町 1 0  (371) 6080 〒 600

株 式 会 社 富 田 工 業

大阪市IE町 1 一 7 (261)  3894 〒 542

山田善次郎商庖

大阪市旭区生江町 1 - 4  (922)  0495 干 535

横 井 商 庖

西日市今津l曙町 1 3 - 1 0 (33)  5613 干 662

横 井 工 業 所

貝塚市小瀬 1 5  3  - 1  (22)  7712 干 597

横 山 商 会

阪市大淀区大淀町中 1 - 1  (451)  4905 干 531

一 一 維 持 会 員

友田工業株式会社
丸善石油株式会社

大阪市都市区都市 ，1
1
通3-3- 6  (921)  0331 〒 534 大阪市南区長堀橋筋 1 - 3  (271) 1251 干 542
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ｶＧ 泊 ぢ合合 ｊｏｏ つｃＨｊ∞Ｇￜｴｊ ｾ

当よ法弘法当止地と当よと出〉仕出D仕

/// /// ;I，グ / / / 必

1. 露出防水のフクレを完全に防止します2

2. 下地挙動を緩和し 、イ憂れた耐亀裂性を

発 揮 し ま す 。

3.従 来の絶縁工法にない接着力で、 j瓜に

よ る 剥 離 を 防 止 し ま す 。

⑥ 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

. 東京都足立区千住東2丁目 21 番28号 T E  L 東京 (882) 2424 (代表)

・大阪市東淀川区瑞光通り 4 丁 目30の 2 T E L 大阪 (329)7737(代表)

日 新 工 業 株 式 会 社

本社営業所 . 東京都足立区千住東2丁目 21 番28号 T E L 東京 (882)2424 (代表)

大阪支庖. 大阪市東淀川区磁光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740 

出張所. 名古屋 (741 )4257- 8・広島 (21 ) 1010・1061 ・福岡 (74)3461- 3 

. 札 幌 (51 ) 5659 ・6885. 山形 (23)0437- 9 工場. 東京・1奇玉・山形
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質疑などの投稿をお待ちしております.

73 

床 面 積 の 算 定 に つ い て ( その 1 )  

ｎ ｾ＠ 名 勃t

ピロティー

2  I  公共用歩廊

3  

4  

5  

6  

屋 内 貫 通

通 路

スカイ

ガ ー デ ン

ノ〈ルコ ニー

開放式

片廊下

型 式

f二1 h司戸寸l
F 一日 i  L f三J とｾＭｊｊｾ

国 11 11 11 

に了一一

! 首十

ｬ ｾ 上一

ロ了一「

; |!ロi 1  

ピ上 I

L . b 

! 。 。 。 司

:  スカイ カ' ーデ ン 1  

1 0  0  y- 一ー守 4

10  
。 ・写L

一一-4!

」ーーーーーーーーーーーー・

口

十

仁モョー
下

しーい -

屋 外

a  

| 屋 内 E

ド= 1 ーー ， ｾ＠

ケ f 開放式片廊下 d  

』ーーーーーーーーーーーーーー JI

屋 外

H  
h;'; H/  2  ｾ＠
自 I .OM 上

t - 上
国 2.0 M 壁A EP  

｡ｾ 量 ｢ 膜

|| 

腰 壁 "  川 |

h孟;
11こユ

し

床而ＭＮｦ￬Ｇ ・ Ｑ のＺｬＧＩＺ定万法は政令 ｭ Ｒ 条首ｾ l J10 号 に 規

定 さ れ て い ま す が 、 従 来 実 例 に 当 っ て は し ば し

ば疑義を' 主じていました。 ill 設 省 通 達 ( 11召 39 .

2  .24.  l i ' . 桁発羽ii 26号 ) r床而秘の. t ) : 定方法につい

て 」 に 必 づ き 今 回l主1' ; 築物の一 部 で あ っ て も 屋 外

と一 体 と な っ て い る と 認 め ら れ る も の は 屋 外 部

分 と し 床 而 絞 に 算 入 し な い と い う 主 旨 か ら 、 大

阪 市 に お い て は 、 つ ぎ の よ う に 定 め て い ま す。

な お 刷 版 式 片 il11i 下 に つ い て は 挫 設 約 に お い て 検

討 中 で あ り 、 こ れ に |期 す る 通 迷 が 出 れ ば そ れ に

よ る こ と に な り ま す 。 そ の 1 、 そ の 2 の 2 回 に

わ け ま す。

床面積に | 床面積に

算入しないもの| 算入するもの

明E且

怠匠のみの目的で I! 駐車場1) J i i正m目的| ・m床型式的場合孟 1. 5

設けられた場合 | が明確な場合

通行リI l m的場合

ｪｊＡｊ行 ｾＱ ｦＮＡＱｬ町場合 I  Nn 1 町通り

i血行専用的場合 |※ ・7 ーケ y トの

中通路町場合

- 両端に y ヤ ツ

タ一等の区画

がある場合

M の空tmは算入しない

・外l聞にシャッター( パ

イプシゎッターはのぞ

<  ) を訟けた場合は、ピ

ロティーとみなさない。

Nn2 、Nn 3 も問様とす

る

Ｍ 道路等に按し同ＭｾｬＺｉ Ｑ

を形成するもの

※ 通路に而した居室等の

利用状況により判断す

る

防災iい に |

設けた場合

一一- l - g中 さ> 31M<7J 建築摘の

!日l階に設けた場合

通行の 目的

Ｈ替 約 ｪｾＧ 添付 Ｉ

Ｎ ｦ 主戸又は ｊｾｦ Ｚｦｩ等の専用

のもので外部と一体と

なったもの

( 大阪市建築指導部審査篠 井 原 篤)
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Somet hi ng different 

fro円l anγot her hotels 

is Zond8 

12 

このヒラレは火災から

はじめてコンヒ与ータで、

人を守るホテ ｊｾ ，ノ

“卜ラペ・ロッジ" この、成田新国際空港に

建設される、国際的なチェーン ・ホテルに、

Z OND 8 が設置されることになりました。

Z OND 8 は、コンピュータによる“ 自動

避難誘導" システム/ コンヒ与ータの革命児

といわれるトポロジー型フ。口セッサによって

避難誘導など火災時の人命救助に画期的

な働きをします。

たとえばあなたが、このホテルにお客様と

してチェックインさ れる 11寺は、きっ とフロン卜

でひとこと、こう 言われるで、しよう…・・。

r.::: こにはZ OND 8 が設置されています。

ですから、万一、火災が発生したときには、

Z OND 8 がすかさず的確にあなたを避難

誘導いたします止・

それは、“ 安心" とし、う、何にもまば大切

な、そして、他のホテルでは提供できない、

価値あるサービスなのです。

トポロジー型コンビュータによる

緊急避難誘導・総合防災システム

同令官廿J : j

Z OND 8 は、あらゆる用途・スケールの

建物に設置することができますL

λ 三菱商事株式会社

汎用機器部開発チーム

防犯・防災システム開発担当( 冨田)

東京都千代田区丸の内2丁目6番3号( 〒100)

資料!l市求はハガキに紡求券を

鮎付して上記係へ

資料

請 求 券

! 建築と社会 j

⑬ 



読者の頁

「防災避難緑道と広場の庄内住環境整備構想」

の特色と問題点について

辰 巳拘 ニ 盟 中 市 市 街 地 開 発 課 長

は じ め に 基 本 計 画の要 旨

「庄 内 地 域」は12'ドi Il の商品1に位泣し、 I(jj h'1400ha 、 計 画 作 成 の フ レ ー ム

人口約 9 万人の地域である 。 このJ也域は物価が

安〈、若年勤労者の効率的な住宅地となっている

が 、 か つ て 府 下 で も 最 も 初 期 に ス プ ロ ー ル 現 象

を呈 した地域である 。 急 激 に 膨 張 発 展 し た 市 街

地 の常 と して 、ここ で も土地利用は il Ui L し、公共

投 資 は た ちお くれ、 IlVt 'tな 狭 小 住 宅がや み くも

に建ち並び、人間の生活空間は極度に圧迫きれて

いる 。そのうえ、西風に乗って速ばれてくる汚染

され た 大気 が 地 域の上に沈澱し、また、大阪空 港

に間断な く離活| 控する大型ジエ y ト旅客機がま

き欣らす級? ? は 90WE C P NL を越え、さ らに 木 造

住 宅 の 筆 集 は 大 規 娘 火 災 の 危 険 性 を 内 臓 し 、 住

民は 二重、 三重 に 生 命 や 健 康 上 の 危 機 に さ ら さ

れ て いる 。

この よ うな 地 械の 住 環 境 整 備の た め に 立 中 市 は

大 阪 府の 協 力 と 住 民の 参加l を 得 て 、 椋 記 の よ う

な椛ｾ 、の 成笑を得たので、ここにその要旨を紹介

し諸賢のご指導をいただきたい所存である。

図 - 1 聾備計画図

図 - 2 計画作成組織

(1) 大阪都市圏における地域の役割を維持し、

地域のもつ「住み易さ」を守り育てる。

(2) 現 状 に そ っ た 土地 利用の考え方を基礎に、

居住地としての整備を目指す。

(3) 地域の人口を現在以上に増やさない。

(4 ) 都 市 計 画 道 路 、 鉄 軌 道 等 の 既 定 計 画 を 尊

霊する。

(5) 公 害 に 対 し て は 、 都 市 計 画 的 な 面 で の 手

段に重点をおいた市街地の墜備を目指す。

(6)  災害対策を主軸とした計画とする。

重 点 笑 地 対 策

(1)  防 災 緑 逃 と 多 目 的 広 場の 主主1ii1i

地 域 住 民の 生命 の 保 全 を 第ー の 目的と 三

して、災害発生時には地域周辺の| 坊災 三

拠 点 に い ち は や く 脱 出 で き る よ う 幅 員 三

6  - 10 mの 防災退問峠，ki 立を学校・公幽・ 三

広 場 な ど を結 ん で200 - 400mメ ッシュ 三

でネ y 卜する 。 三

この 緑 道 は 広 場 や 耐 火 建 築 物 等 に よ っ 三

一 て 火 熱 か ら 保 穫 さ れ る よ う 配 慮 す る こ 三

とはもち ろ ん であ る が 、 地 域 に 緑 を 確 三

保 す る た め 組 樹 密 度 を ひ き あ げ 、 ヰ1 を 三

排 除 し て 歩 行 者 の 安 全 を 図 り 、 平 常 時 三

ー には j聞 い の あ る 生 活 道 路 と し て 役 立 て 三

る。 三

また、こ の地 域 は 公 闘 が 極 度 に 不 足 し 三

一 て い る 現 状 で あ り 、 住 民 1 人当リ 2 凶 三

一 ( 全 体 て' 18ha) の 公 図 、 広 場 の 確 保 を 当 三

蘭の 目標と す る。 三

公 闘 は ど の 地 点 か ら も 250 m 以 内 の 到 三

遥 距 離 を も つ よ う に し 、 防 災 緑i芭とセ 三

ッ ト さ れ た 配 置 と し 、 地 区 に 適 合 し た 三

機 能 を あ た え 、 そ れ ぞ れ 特色 あ る 盤 備 三

ー を行 い 全体 として緑化 を推 進 す る。

(2) 街 路の 箆備

地 域 に 数 本 計 画 さ れ て い る 都 市 計 画 道 三

路 の 一 部 を 、 早 期 に 完 成 さ せ る こ と に 三

よって幅只 6 m以 上 の 既 存 街 路 と ネ y 三

トを組み、地 域 内 交 通 の 円 滑化 を図る。 三

(3) 住 宅 地 の 整 備

公営住宅の主主替えと住宅地 区 改 良 事 業 三

の 推進 を図り 、公 共 空地 を創 出 しつつ、 三

その他 民 間 住 宅 に 対 す る 規制 と助 成の 三

システム化 を 輸 に 住 宅 の 質 的 改 善 と 環 三

一 境の整備を図る。 三

(4)  コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 の 艶備

住 民 の 意 向 を 基 に 一 般 市 街 地 並 み の 施 三

一 貫主主主制i J を獄 fQ. に行う 。 こ れ ら の 施 設 は 三

一 原I ! I J として防災避総紘道沿いに配置し、 喜

一 施 設 の 絞 合 化 ・立 体 化 を 図 る 。( 図ー 1 ) 三

計 画の特 色と 問 題 点

この 計四は、 主 と し て 都 市 計 画 的 手 法 を も って

比 較 的 早 期 に 庄 内 地 械 の 生 前 I;'! 岐を 一 般 市 街 地

の 水 i l' !に IJ Iき あ げ よ う と す る も の で あ り 、 そ の

特 色 は 地 域 住 民 の 参 加 を 得 て 笑 現 の 可 能 性 を 追

求 し た 修 復 的 な 再 開 発 計 画 で あ る 。

こ の 計 画 作 成 の た め に 昭 和47年 1月、山中市長を

委 u長とし、学識経験者、および府 、市の但1当者

よりなる 「庄 内地域再開発必本計画作成委只会」

が i役立 さ れ 、 同 時 に こ れ か ら の 都 市 計 図 は 住 民

が 住民 全体 の 立場 か ら 考 え 、 っ く り 、 そ し て 推

進する計闘でなければならないとの観点から、

「庄 内地域主主仰のための住民悠談会」が組織され

た。 ( 図 ー 2 )  

計 画 案 作 成の 経 過 を た ど れ ば 、 こ の 越 本 構 想 は

住 民 の 服 と 肌 に よ っ て I也械の問縫j 点 が あ き ら か

にされ、その解決策が住民の主主 f{'J を法に学官官経

験 者の頭脳を通して理論的な張付けがなされ、

「住 民ｾ｜談会 」 の席上て ・ 討議を重ねながら形成さ

れ て き た も の で あ る と い え る 。

従 って こ の 計 画 は 単 な る 住 民 の 思 い つ き だ け で

はな く、また、行政的発想で小ぎれいにまとまっ

た 計 画 で も な い。 現 実 に 痛 み を 感 じ て い る 身 近

かな問題の今目的な解決を図ろうとしたもので、

将 来 に 対 す る 遠 大 な ビ ジ ョ ン は 表 現 し て い な い 。

近い将来にこの地域に多大の首長特をおよぽすで

あ ろ う と 思 わ れ る い く つ か の要 素 もある が、それ

らに対するある程度の見通しはふまえているが秘

儀 的 に 対 処 す る 計 画 に は な って お ら ず 、 そ れ ら

の 要3艇が具 体 化 し て き た 時 点 で は そ の つ ど 計 画

の 見 直 し が 必 姿 で あ る 。

ま た 、 住 民 の 大 半 が こ の 街 と そ こ に く り ひ ろ げ

ら れ る 人 聞 く さ い 生 活 に 大 き な 愛うむを感じてお

り 、 こ の 街 の 雰 閤 気 の 保 全 と 効 率 的 な 事 業 投 資

の而から、大鋭校な全部建替え Ｑｾ ではなく部分

的 な 修 復 型 の 計 画 と し た 。

この事 業 を 遂 行 す る た め に は 約45haの 公 共 用 地

と資金 的 に は 用 地 質 を 含 め て 540億 円 の 公 共 投

資 が 必 要 で あ る と 見 積 ら れ て い る 。 これは 12中

市 の年間予算に匹敵し、 国 お よ び 府 の 本 格 的 な

ｴｨｨ 力なしにはま均 、 なし、 ｦＣ ない ｾｒ てＧある 。

つ ぎ に 問 題 と な る の は一 定地械の住環境強引iij に

あた っ て 大 き な 網 を 打 つ一 本 化 さ れ た 手 法 が な

く 、 現 況 で は 個 々 の 事 業 に 分 解 し て 考 え ざ る を

科なし、。 このことは事業の判長進上辛干しく非効率

的 で あ る ば か り で は な く 、 計 画 そ の も の の 達 成

が あ やぶ まれる 。

その他 、 現 行 法 の 中 に も こ の よ う な 新 し い 試 み

に 対 し て 秘 々 の 問 題 点 が 存 在 し て お り 、 住 環 境

重iHHii の た め の 新 規 立 法 な い し は 現 行 法 の 改 正 が

盟まれる 。 そ れ と 同 時 に 行 政 体 に お い て も 事 業

推 進 体 制 の 確 立 が 必 要 で あ る 。

最 後 に く り 返 し た い の は こ の 計 画 に 対 す る 例 4

の 住 民 の 理 解 と 協 力 の 問 題 で あ る 。 これが緋ら

れ な け れ ば 、 こ の 計 画 は 一 歩 も 実 施 化 に ふ み 出

せないことを明記して、今後は より 詳 細 に 、よ り

具 体 的 に 住 民 と の 対 話 を く り 返 し つ つ で き る と

こ ろ か ら 、 で き る 種 類 の 事 業 か ら 順 次 治 手 し て

ゆ く 所 存 で あ る 。 ( たつみ じゅんじ)

< I l 築と社会/ 1973年 10 )1 'i 
13  



形影相同

影の曲直は、形の曲直によってきまるが如く、

住む人の心根をそのまま映し出すインテリア、

そこに、トータルインテリアく松山 〉の創造

のしがいが・ ・・ ・

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京
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関

西

棉

.
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世

線

・

商
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線

・

地
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怯

御

堂
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嶋

田

y

檎

綿

子

目

前

向事

- 本l吉 / 大 阪 四 ッ 橋筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06 ) 531 - 6451 (代 表 )
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建 築 と 社 会

コ.

-・田・圃-

ニュース原稿をお送り ください.

口新刊紹介

『建 築 設 備 施 工 シ リ ー ズ 』

〈全 10巻 ・ 別 巻 1 )  

監 修建築訟村ji 施工シリーズ刊行委只会

( 篠原隆政 ・八巻口雄 ・伊藤浩 ー徳| 珂実)

発 行 所 側 山 海 堂

4ナ イ ズ B 5  'I'l l  

ペ ー ジ 数 各 巻 平t勾 250P

定 1i 聞( 子11由) 1 ー10巻 ￥ 2000- ￥2800. )j IJ 巻 "' 4800

配 本 毎 干1]( 48年12月完結予定)

本 シ リ ー ズ は 年 々 複 雑 に な り 細 分 化 さ れ て ゆ

く傾向にある設備分野の施工法の標準化、技術

の レ ベ J レアソプを図り、また、建築設備界の客

観 的 状 況 を 洞察 し 、建 築 設 備 の 指 針 と し て 企

画 さ れ た 建 築 設 備 ・施 工 技 術 者 養 成 守 で あ る 。

「私たちの都市づくりプラン」

懸 賞 論 文 募 集

社 団 法 人 鋼 材 倶 楽 部 は 、 笠 か で 住 み よ い 国 土

を 築 く た め に 、 い わ ゆ る 人 間 社 会 形 成 の 立 場

か ら 、 人 間 尊 重 、 自 然 環 境 を 霊 視 し た 、 実 現t主

のあるユニークな「者日市づくり」プランを募集

している 。 こ れ に は 都 市 建 築 工学 の 分 野 以 外

に 、 自 然 科 学 、 社 会 科 学 の 観 点 か ら の 作 品 も 含

まれる 。入 選 分 に は 300万円( 1 1常1編) と、 100万

円 ( 2席 2編) 、佳作には 50万円 ( 3編 ) が 、 そ れ ぞ

れ 贈 ら れ る 。 締 切 は 12月 10 目。 入 選 発 表 は 昭

和 ＴＹ 年 Ｓ 月 ＲＰ 日 Ｈ 日本経 Ｑ 酔 ｾ ｉ ｬ 日紙上Ｉ 。 なお、応

募 規 定 ・務 査 只 氏 名 な ど 詳 し い 資 料 ご 希 望 の

方 は ホ 建 築 と 社 会 で 見 た 。 旨 ご 明 記 の う え 、 下

記まで「募集要綱」をご請求下さし、。

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 3 - 16 干 103

社団法人鋼材倶楽部懸 ｴｴ ｾ 命文募集係

T  E  L  ( 03)  669 - 4811 

日本建築協会の展示窓紹介

本 年 度 第 3 回 の 展 示写 其 は 「 大 阪 府 立 羽 曳 !If}

病 院 」 を ご 紹 介 し て お り ま す。当 初、結核療養

病 院 と し て 出 発 し た 病 院 を 今 回 、 呼 吸 保 疾 患

やアレノレギー疾患も治療できる近代 (I(J 設 備 を

伴う病棟に明改築され、 m閑 な 羽 曳 野 丘 陵 で

マスチック、訴追施工協会設立

内 外 装 工 事 の 仕 上 の な か で 、 新 し い 省 力 化

法 のーっと し て 注 目 を あ つ め て い る 「 マ ス チ

ック塗材 ロ ー ラ ー 工 法」について、 かねてよ

り発注lH1Jの 日 本 住 宅 公 同 よ り 専 門 的 な 施 工 体

制 の 確 立 に つ い て の 要 祈 が あ っ た。

このほど本工法の責任施工、ならびに技術、技

能 の 研 修 お よ び こ れ ら の 応 用 改 良 に と も な う

研 究 開 発 を 目 的 と し て 、 社 団 法 人 日 本 塗 装

工 業 会 、 日 本 建 設l次イ寸協会を母体として、マ

スチック塗材協議会( 恒和化学工業株式会社、

111' 東 塗料株式会社、| 弘11!.9ペイント株式会社、東

亜 ペ イ ン ト 株 式 会 社 、 日 本 ペ イ ン ト 株 式 会 社 )

の 支 持 の も と に 、 本 工 法 の 施 工 業 者 の 専 門 団

体としてマスチ ック塗材 地 工 協 会 が 設 立 さ れ た。

都 市 環 境 保 全 講 習 会 開 催

一一一一一学 会近 畿支 部

9月29 日 午 後 、 大 阪 市 北 区 中 の 島 の 関 電 ホ ー ル

に お い て 、日本建築学 会 近 畿 支 部 主 催 、 朝 日 新

聞 社 後 援 に よ る 、 者11市 環 境 保全 部 習 会 が 催 さ

れた。講演テーマおよび講演者はつぎのとおり。

1)  史 的 環 境 保 全 の 問 題 点

神 戸 大 学 教 授 ・工 学 博 士 国 家 弘

2)  中の向の建物の歴史的主主義

近 畿 大 学 教 援 ・工 学 博 士 滝 沢 瓦 弓

(3) 都 市 に お け る 保 存 と 開 発

近 畿 都 市 学 会 公 長 ・工 学 博 士 中 沢 誠一 郎

司 会 : 京 都 府 立 大 学 教 授 ・工 学 博 士 林 野 全 孝

大 阪 大 学 助 教 授 大 久 子 旦 ー

安 静 に 療 養 で き る 病 院 が 生 ま れ ま し た。 特 に

高 層 完 全 プ レ ハ ブ ( キ 型 ) s  P  C 工 法 の ご 紹 介

も力日えました。

( 展示Jl;fIlHl 9 丹、 10月 の 2 ヶ 月 間 ・展 示 場 所

京 阪 t志 向 怖 と 北 浜 問 の 地 下 道 の 南 側11の シ ョ ー

ケース )

新型電子式エアクリーナを発売

山 武 ハ ネ ウ エ ル 株

式 会 社 は 、 こ の ほ

ど リ タ ー ン グ リル

( I! 及気口 ) 取付用の

「屯子式エアクリ

ー ナ F 52型 」 を 新

発 売 し た 。 このエ

ア ク リ ー ナ は 、室

内 の 浮 遊するゴミ、

電 子式エアクリーナ F52形. F50形

ほこりなどに Ｇ 箭ＮｾＱＱＮ 手にしているのはスーパーセル

させ、 j'J浄' I l L 気の作用を利用して築11Eす る も の

で、温風暖房機、パッケージ型ｾ［ｻＱ Ｑ ｾＱ 機な どの

袋 也 専 用 に 設 計 さ れ て い る 。 ま た 、 リ タ ー ン

グリノレ形式( 戻り lH1Iダ ク ト の l吸 気 口 に 取 付 け

るもの ) を 採 用 、 大 き な ほ こ り か ら 0. 01 μ の

微 粒 子 に い た る ま で 煤 陸 を 除 去 し 、空気を汗f

itt に す る 機 能 を 持 っ て い る 。

特長 ・各部がユニット化されているので、音11

品点数が少なく、取扱い 、取付け、苦11

品交換が容易。

・スーパーセノレは軽量であり、持運びと

洗浄が容易。

・出力m力は米国の U L規格に合致した

5  mA以下であり、感氾しない。

・五I f 転経費は 5 0 W以下 の屯気代ですみ、

車圭 i斉自ワ。

・ェアクリーナの機能の確認が簡単にお

こなえるためのテストボタン、ランプ

が設けられている 。

・ リターングリル形は、温 ｬ Ａｩｾ暖房機など

が新設て' も既設でも取付可能で子、応用

範闘が広い。

" .1 ' ¥ピペ国際カプセルショウに

出展

東 洋 紡 紋 株 式

会社は、、ノマピ仰

の手号本かで、 プ

レハフ' 式小室U

r.tf告iJ i 、なら u'

にレジャーーノ、

ウスの| 升:m を パピ S - A 型

す す め て き た が 、 新 大 阪 駅 前 で 開 催 中 { 昭 和

49年 6 月 ま で ) の 日 本 経 済 新 聞 社 主 般 の 国 際

カプセルショウに、カプセノレショ ッ プ お よ び

レジャーハウスを出展している。

このカプセルショップは、スチーノレと特殊樹股

を 合 法 さ せ た ダ ン ボ ー l レに、 F R P をオーバー

レ イ し た パ ネ ル を 使 用 し た も の で 、 会 場 期 限

の あ る 仮 設1苫告i I i やバザーノレ、駅前スタンドや

簡単なシヨ y プ ・イ ン・シ ョ ッ プ な ど の用 途 が

あり、軽〈、断熱 ・遮 音 ・耐水性にすぐれ、プ

レハブ化率のきわめて高い構造なので五I f 搬 ・

組 立 が 芥 易 で あ る 、 な ど の 特 長 を 備 え て い る 。

也ｾと ｈ 会 ＱＹＷ ＳＧ ＱＧＱ ＰＱＱ 1; 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
。

軽量気泡コンクリート

-

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而七k

法 定 耐 火 材 料

宮

＼Ｑｩ・ ｐｏｒｅｾ

近 鉄上 本 町 駐 車 場上 部 ポ ー リ ン グ 場

設 計 綱 大 林 組

施 工 働 大 林 組

使 用 個所 ヨ コ カ ベ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期短 縮 を 要 す る す べ て の 建物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住宅 等

3  鉄 骨 大 張 閉 め 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量 化 を 要 す る 高層 建 築物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨 耐 火 構 造 の 建 物

長ポレ111ワ ス 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 1苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 J苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 富士 ピ ル )

話 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 j苫 名 古 屋 甫 中 村 区 広 小 路 商通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



口 写 真 と 慨婆をどしどしお送り ください.

凡例 : a 所在地 b  敷地面的 c  建築而的 d  延而ft' ! e  構造規 Ii.i: f  工JUI

919.  大 阪 市 立 あ す か 保 育 所 I 920.  

設計: 大阪市建築局営繕部設計課

根 津 建 築 事 務 所

施 工 吉 村 組

a  大阪市東淀川区山口町 8 4 7  

b.  2，537. 040m

2  

C  • 775.  249m
2  

d .  945.174m
2  

e.  S 造 1 F 及び 2 F

f  昭和47年 3 月ー昭和47年 9 月

大 阪 市 立 矢 田 中 保 育 所 I 921. 

設計 大阪市建築局営繕部設計諜

側 i羊 建 築 事 務 所

施工 佐和 大 洋 建 設

a  . 東 住 吉 区 矢 田 日 田 町 5 0  

b .  1，641. 21m
2  

595. 57m
2  

649.  22m
2  

R C 、 2 F  

昭 和47年 3 月一昭和47年 8 月

カ日 茂 幼 稚 園

設 計 高 石 市 役 所 建 築 課

施工 嶋 田 土 木 産業株式会社

a  布石市西取: r i 3 - 2 8 1

b.  3，681. 90m
2  

C .  539. 27m
2  

d  853. 60m
2  

e.  R  C 造 2 F 、 l 部 5 泣

f  昭和47年 10月ー昭和48年 3 月

叫

醐

制

翻

日

J
V

J

V

H

H

H

H
川

刊

旬

fm
山

川

¥

922. 小 音H 幼 稚 園 I 923 池田市立第二児童文化センター I  924.  近鉄上本町ターミナルビル増築

設計. 神 戸 市 住 宅 局

施工 側 酉 松 建 設

a . 神戸市兵庫区鈴蘭台北町3- 卜 19

b.  1，715. 2I m

2  

C .  336. 37m
2  

d  .  693. 74m
2  

e .  R  C 造 2 F  

f . 昭和47年 10月ー昭和48年 3 月

設計 悌ベニA A ? ヂオ軍軍設計事務所

施 工 側 富 士 工 西日本支社

a  . 池田市綾羽町 2 丁目 2 1  9  1  

b .  2，323.81m

2  

C  • 591. 23m
2  

d  .  1. 061. 526m
2  

e.  R  C 、 4 F  

f . 昭和471J' 1I 月~昭和48年 5 月

設計. 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

施 工 : 鮒大林組大日本土木綿共同企量体

a  大阪市天王寺区上本町6丁目 111)地

C .  今回3，985. 62m
2

d  今回話，249.16m' 都l 朗共 12，512.47m'

e.  S  R  C; 立 B4/12 F P H 3 F  

f .  昭和46年 3 月~昭利48年 6 月

925.  宝 塚 市 農 協 会 館 I 926. 大 阪 府 立 修 徳 学 院 本 館 I 927 .  久保田鉄工株式会社羽衣独身寮

設計: 悌買童基設計事務所 京都事務所

施工 働 問 組

a  兵I!Il V，¥宝塚市小浜 3 - 12- 23 

C  • 497 .546m
2  

d.  1，580.033m
2  

e.  R  C 、3 F 、P H I F

f . 昭和47年 11月~昭和148年 6 月

設計・大阪府建築部営繕 工事課

K K 大 建 設 計

施工: 松 安 組

a  大阪府柏原市高井悶 8 1  3  

b .  138，540. 16m
2  

c.  1. 048. 87m
2  

d.  1，345. 58m
2  

e.  R  C 近 、 3 階建、一部平屋

f  昭和47年 9 月~昭和48年 4 月

設計 K K 大 建 設 計

施 工 . 熊 谷 組

a. 大 阪 府 高 石 市 羽 衣 4 丁目

b .  2，642.  28m

2  

C .  935. 31m

2  

d  .  3，078.  76m

2  

e .  R  C 泣4 階主II 及び 5 階 建

f  昭和47年 9 月~昭和48年 3 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，卜ヲイトコ〉グリート ーび ｾｊｪ Ｗ
111岬 aE"屯- =Q二三二

一一:;L岡田 岡 岡 田 岡 田

園 副 片 岡 剛 同 四 回 圃

石 田 岡 田 岡 田 岡 田 園 田 園 田 園 田 一一

一__ 0 0 i i i i i i 一一一一一一一一一圃園町一ー一一

屋 上 ア ス フ ア ル ト防 水層 的 保 穫 、 断 熱、 軽 量 に 東 邦 J ぐーライ トコ ン ク リー卜

p  C - O 工 法 採 用 の 大 津 法 務 合 同 I宇 舎

級官十 近 畿 地 方 建 般 局 施 工 K K 伊 臓 組、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

ー防 水 層 の 押 え に 使 用 し 仕 上 モ ル タ J レの要らない金ゴテー

パ ツ 仕 上工 法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 経 主 主 化 ゃ 露 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノレ の 要 ら な い 金 ゴ テー パツ 仕 上 工 法

畳 下 地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 温 、 軽 量 化 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各 階 の タ タ ミ 下 地 に 東 邦 〆 ぐー ラ イ ト モ ル タ ル P M - C 工 法 採 用 の

大 宮高 層介 腺 住 宅

股置十 大 阪 甫 住 宅 供 給 公社 施 工 K K 間 組、 K K 熊 谷 組

本オIf-'... .xキS4

化 粧 、 吸 音 、 防 湿 、 断 熱 ( 結露 防止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト下地 ( 天井及びかべ) に直接 吹

付 し て最IJ 再佐の心、酉己がない

・ か ベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 衆 浴 壁 タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ パ ー ル ス キ

ンの特徴)

・ー コ2穏 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 頬 、 石 料1板、モノレタ J レなど何んで

もよい

。包

PM- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め 吸 也 、 i虚

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気泡 の 東 邦 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、 湿 気 を 全 〈 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 :  3  

( 比重0 . 85kg/ t 、 熱伝 導 寧 0. 14kca l / mhc)

か べ面 に ヰ オ J ぐ- ) レス キ ン 1 F  K  ( 吹 付 後 金 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村 野 、 森 建 築事 務 所

般 骨 十 村 野 ・ 森 建 築 事 務所 施 工 鹿島 建 設 K K

畿|

東邦バーヲ[ T . ー株式会組

18 

大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の 町 5 9 4 T E L 代 表 06 - 941 _. 9243 - 7・
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建

築

の

眼

片 倉 健 雄

大阪大牢助敏授工牢都建簸工学敬重

キ 門 座 正 偉

大 阪 府 企 ・ 局 宅 地 聞 発 郡 長

太 田 隆 信

板 倉 盤 鍍 研 究 所

浅 田 孝 夫

大 林 組 撞 続 本 郵 工 務 部 銭 術 隈 長

7 月 . よ り ほ 月 号 車 で 上2 4 氏 で 姐 溢

口 わずらわしいアルミサッシ

住 宅 用 の ア ル ミ サ ッ シ の 普 及 に つ い て は 、 今 さ ら 言 及 す る ま で も な い こ と の よ う で あ る 。 性 能 面 や 、 メ イ ン

テ ナ ン ス が ほ と ん ど 不 要 で あ る こ と な ど 、 住 宅 用 の 建 具 と し て は 相 当 満 足 度 の 高 い 部 品 と い え る 。 ま た 、 大

手のメーカー品にみられるディティー J レ の 確 か き や 、 網 戸 ・ 雨 戸 な ど の 装 備 の 組 合 せ の 巧 み さ 、 木 造 住 宅 の ロ ー

カ ル ・モ デ ュ ー ル へ の 対 応 等 々 、 至 れ り 尽 せ り の 感 が あ る 。

し か し 、 一 度 て も 設 計 に と り 入 れ た ひ と な ら 誌 で も 感 じ た で あ ろ う 重 大 な 欠 陥 を 持 っ て い る 。 そ れ は あ の 複

雑 き わ ま り な い 寸 法 で あ る 。 こ の 寸 法 は ま ぎ れ も な く 、 在 来 の 京 IHl ・江 戸 間 を 軸 と し た 木 造 住 宅 の 一 般 的 な 寸

法 と の 関 連 で 決 定 さ れ た も の で あ り 、 そ の 考 え 方 の 背 景 に は 、 単 純 明 快 で 小 さ い 現 場 の レ ベ J レの仕事に即応

で き る こ と が 意 図 さ れ て い る は ず で あ る 。 と こ ろ が 、 ア ル ミ 部 材 と そ の 取 付 の デ ィ テ ィ ー J レを追求している

附1に 、 妙 な 結 果 に は ま り 込 ん で し ま っ た よ う で あ る 。 関 口 昔 日 は 、 建 具 枠 内 法 で 寸 法 を 決 定 し 表 示 す る 、 と い

う 設 計 の ル ー ル が 、 住 宅 用 の ア ル ミ 建 具 で だ け 破 ら れ 、 お さ え ど こ ろ の な い 寸 法 基 準 面 が 設 計 者 を わ ず ら わ

せ て い る 。 鴨z以 下 の 部 分 寸 法 の 解 消 も 含 め て 何 と か 整 理 し て ほ し い も の で あ る 。 目 地 と も100"弘の 100角 タ イ ル

は 単 純 な 材 料 で は あ る が 、 そ の 合 理 性 は 設 も が 評 価 し て い る と 思 う 。 ( K a)

口 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン

中 秋の 明 月 の 翌 朝 、 お は よ う パ ー ソ ナ リ テ ィ で中 村 鋭一 氏 が 「 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン 内 の 池 の 傍 で す す き 越 し の

月 見 に 絶 好 の 場 所 と し て 前 か ら 考 え て い た と こ ろ に 当 夜 行 っ て 見 る と す す き が 全 部 抜 か れ て し ま っ て い た。」

と 嘆 い て い た 、 と い う こ と で あ る 。 そ の 他 、 公 園 の 植 樹 を 堂 々 と 自 宅 の 庭 に 持J号る住民が多いともきく。

マ チ

宅 地 造 成 や 住 宅 建 設 を 技 術 的 に 高 度 に 駆 使 し て 街 を 造 り あ げ て も 、 住 民 の 人 格 形 成 に は マ イ ナ ス と な る よ う

な 失 敗 を わ れ わ れ 建 築 関 係 者 が や っ て き た の で は な か ろ う か と 反 省 さ せ ら れ る こ の ご ろ で あ る 。

一 方 、 千 里 の 住 民 も 、 母 都 市 に 何 事 も 依 存 す る ベ ッ ド タ ウ ン 、 ニ ュ ー タ ウ ン で は な く 、 一 人 前 の 市 街 地 を 造

マチ

り た い と い う 希 望 が 生 れ 始 め て き た。そ の 一 例 が 医 療 問 題 で あ ろ う 。そ の 意 味 で 街 づ く り と し て の 千 里 の 街 の

仕 上 は こ れ か ら 始 ま る の だ と い え よ う 。 ( K u)

口 理 論 と 実 行

今 年 に な っ て か ら ル ・コJ レ ピ ジ ュ エ の 作 品 集 を ひ も ど く 機 会 が 多 い。 最 初 は 仕 事 の た め だ っ た の だ が 、 最 近

では J レ・コJ レ ビ ジ ュ エ 再 発 見 と い う 感 じ で 、 面 白 き に ひ か れ て ひ も ど く こ と が 多 い 。 今 さ ら こ ん な こ と を 舎

か な く て も よ い と い わ れ る か も し れ な い が 、 な ん と な く j レ ・コルビジュエが志、れられた存在になりつつある

の は 残 念 な こ と で す。 本 当 は 、 わ が 国 で も こ れ か ら や っ と 彼 の 其 価 が 理 解 さ れ る 土 壊 が で き つ つ あ る と い う

グ) ，こ・ ・ 。

J レ・コ ノ レ ピ ジ ュ エ の 真 価 は 、 な ん と い っ て も 近 代 建 築 の セ オ リ ー を 具 体 化 す る た め の 手 法 を 現 実 化 し た と こ

ろ に あ る の で は な い で し ょ う か 。 彼 の 提 案 に は 、 常 に お ど ろ く べ 〈 細 部 に い た る ま で 、 具 体 的 な 方 法 が 暗示

さ れ て い ま し た 。 も ち ろ ん 、 こ う い っ た い い 方 は 、 私 の 15が 彼 の 一 面 を 拡 大 し て 云 々 し て い る の か も し れ ま

せ ん が 、 理 論 と 実 行 は ど う も 一 致 し が た い も の で す。 今 日 の よ う に あ る 曲 が り 角 に 立 っ た 場 合 、 両 者 を 一 致

させること、一致とまでいかなくとも、両者の筋をとおすことがとくに強〈要求されます。ノレ・コノレピジュエの

そ こ ら の 姿 勢 の み ご と き 、 と い う よ り は き ち ん と し た 人 間 性 を 作 品 集 の 中 か ら く み と っ て い た だ き た い と 恩

つ。 ( 0  )  

口 捨 て な い 工 夫

最ー近、ゴミ戦争なる言葉が流行している 。 こ の よ う な 言 葉 が 生 ま れ た 背 景 に は 、 「 ゴ ミ は 処 理 し て ほ し い が 、

自 分 の 近 く で 処 理 さ れ た の で は 困 る と い う エ ゴJ r大 量 生 産 す れ ば 物 は 安 く な る 。 修 理 す る よ り 新 品 を 買 う

方 が 安 い 、 流 行 遅 れ の も の は ま だ 使 え て も 使 わ な い 、 廃 物 利 用 を 考 え な い な ど の 使 い 捨 て 論 理 の 誕 生J r 人

や 組 織 が 専 門 化 し た よ う に 物 に つ い て も 機 能 分 化 し 、 物 が 多 様 化 し た こ と J r腐 ら な い プ ラ ス チ y ク や 自 動

車 ・テ レ ビ な ど の 巨 大 ゴ ミ の 発 生 J etc. ・ー・が考え られる 。こ れ に 住 居 の 狭 い こ と が 拍 車 を か け る 。住 居 が い く

ら 倉 庫 化 し で も 追 い つ か な い ほ ど の 物 の 氾 濫 。

建 物 も い つ か は 超 巨 大 ゴ ミ に な る 運 命 に あ り 、 と く に 地 下 室 や 杭 は 土 地 の ゴ ミ 化 に も つ な が る 。 流 行 の 峠 を こ

し た ポ ー リ ン グ 場 か ら の 転 業 が 多 い と い う 現 象 な ど を 考 え る と き 、 少 し の 改 装 で 別 の 用 途 に 使 え る よ う 構 造

や 設 備 に ユ ト リ が 必 要 な の で は な か ろ う か。 このことは、 G N P と い う フ ロ ー は 大 き く と も ス ト ッ ク の 少 な

い わ が 固 め 現 状 と も 関 連 が あ η そ う に 思 え る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト の 砂 利 ガ ラ を コ ン ク リ ー 卜 の 骨 材 に 使 う

と い う 研 究 も 進 め ら れ て い る 。 資 源 や 捨 て 場 の な い お り か ら 、 物 に 融 通 性 を も た せ て 転 用 し た り 、 廃 物 利 用

を 考 え る な ど 、 物 を 「 捨 て な い 工 夫 」 が 今 後 ま す ま す 必 要 と な ろ う 。 無 価 値 な も の が タ ダ で 捨 て ら れ た 時 代 は

終 っ た わ け で あ る 。 ( A )  

遮 築 と 社 会/ 1973年 10月号
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トレドは城壁の築かれている北側以外は深〈切り込ん

で流れるタホ川に固まれた町で、スペインの他の町と

同じような歴史をもっている 。紀元前に起源をもっこ

の町は、 6 世紀から 7世紀にかけてゴート族の、 8世

紀からムーア人の支配下にあって、 11世紀にスベイン

のカスチール人に征服されるまで、おおいに栄えたと

いわれる 。 キリスト教徒であったカスチール人達は、

先住民が築いた町を破壊することなく、そのままのか

たちで引継いだ。

現在この町の多くの建物、特有の道、そして小 さな広

場などはムーア時代の姿ぞのままに残 されて い る。小

石が敷つめられた幅 2 m程の、多くの袋小路 をもっ道

が縦機十文字に交差し 、ぞれらは小 さな広喝 を通り抜

けながら曲りくねって続 いて い る。 しか し、住宅のス

ベースは最少限に切りつめられ、ほとん どの家は人間

の住まいというよりは 鳥審査に近いようにみえる 、 とい

われるように、思い思いの意匠のなかに重 なりあ って

L 、る 。



[ ニュータウン保育園泉北園 i

設計監理 側 三 座 建 築事 務 所
敷地面積 3，592m

2  

建築面積 849 .6m'  

施 エ 大 日 本 土 木側

延床面積 695m
2  

所 在 地 堺市茶山台 3 丁目 23- 1  構造規模 R C 造平屋 、 渡 り廊下鉄骨造

工 期 S47. 10- S48.4  

こ の 保 育 所 は 120 名 定 員 。 将 来 、 保 育 幼 児 数 を 拡 大 す る 設 定 で 置 か れ て い る 。

保 育 所 の 最 適 規 模 に つ い て 種 々 の 論 議 が あ る が、 施 設 内 容 も さ る こ と な が ら、

保 母 な と' 教育過 程 に お け る 人 的 要 因 が 大 き い と 恩 わ れ る 。

乳 幼 児 の 生 活 空 間 に 対 し て は 、 年 令 ご と の グ ル ー プ 別 保 育 の 形 態 に 沿 う 園 舎 の

配 置 を 考 え 、 年 令 ご と の い わ ば 専 有 空 間 の 確 保 と そ の 連 結 を 考 え た 。 1 - 2 オ

児 は そ の 生 活 廃 ・体 力 な ど に お い て 、 3 ・4 ・5 オ と 同 等 に 設 定 す る こ と は で き

な い 。 し た が っ て そ れ ぞ れ の 行 動 閤 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し 、 し か し 、 そ れ ぞ れ 隔

絶 す る こ と の な い 行 動 圏 を 設 定 し た 。 園 舎 に か こ ま れ る 中 庭 を 遊 戯 用 運 動 場 と

ほ ぽ 同ー の 単 位 面 積 で 大 き さ を 確 定 し 、 主 と し て 、 1 - 2 オ 児 の 屋 外 活 動 の 場

と し て 設 定 し て い る 。 遊 ぴ の 中 心 に 楠 を 配 し 、 砂 場 、 芝 生 を 配 し て い る 。 3 ・

4  .  5 オ は 開 か れ た 運 動 場 で 、 精 一 杯 の エ ネ ノ レ ギ ー を 発 揮 さ せ て い る 。

全 園 舎 空 調 設 備 は 保 母 の 労 働 に 対 し 、 良 好 な 環 境 を あ る 程 度 確 保 す る で あ ろ う 。

乳 幼 児 施 設 を 強 調 す る あ ま り 、 そ の 教 育 の 労 働 に 当 る 人 的 構 成 を 忘 れ て の 施 設

で あ っ て は な ら ぬ だ ろ う 。

ニ ュ ー タ ウ ン と い う 、 い わ ゆ る 、 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 生 れ る 街 。 に 設 け ら

れ る 保 育 所 は 、 そ の 街 を 構 成 す る 人 々 の 単 な る 避 難 所 で な い こ と を 、 わ れ わ れ

は 考 え て ゆ か ね ば な ら ぬ と 思 う 。 ( 倉 田赫彦)

配置図

平面図

'L 5  lp  m 
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}"WJ Ji'，イ1:機件に準じて地工を行った。

平而的に説明してみると、 1 階に保Tr 宅がとれないので

2 階に保育室等を多〈取り入れ、 311l ' i には、会議室、機

械室を設け、また、屋上には、人は出られないよう設計

した。避難に対しては、 2 階に保育室が多い放バルコニ

ーを過して避難できるよう、避錐用スロープを設置、安

全に考慮した。

この保育所は、 120人収容の保育所であるが、この敷地

而 ｕＡ が広ければよいのであるが、 ｩｬｬ 物而 干 ｩｾ に対して小さ

い故運動場が広くとれない点については残念なことであ

る。 また、この主I ! 物は建築、電気、給排水ni 生、空調工

事等は最高のものを取り入れている保育所といえましょ

う。建物上空は航空機の騒守がひどいので、サッシュは

エアータイトサ ッシュを設け、内部内装は、運輸省航空

豊 中 市 建 築 部

株 式 会 社 協 和 設 計 事 務 所

株 式 会 社 浜 国 組

豊 中 市 服 部 西 町3- 126- 3

計

施 工

所 在 地

設

(

3

階

略

)

敷地而税 1，840. 64m
2  

建築而積 656.25m
2  

延床而積 1  ，401. 86m
2  

fi ' l i 造規模 R C造 3 階往

工 期 547. 7- 548.3  

ー

階

平

面

図



l芦屋市立精道保育所[

設 計

監 理

施 工

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

山 崎 泰 孝 環 境 計 画 研 究 所

芦 屋 市 建 築 課

側 竹中 工 務 底

芦 屋 市 精 道 町59番 地

1，489. 55m
2  

590. 66m
2  

694. 87m
2  

R C進 2 階 ill

S47. 12- S48. 7 

@北

1 階平面図

この敷地 は古い住宅の跡地である。 そこにはこの地方特有のモダンな土塀

と古いお蔵と盟かな緑が主主っていた。私にとっては前商のザ必小学校に通

っていた頃からの見慣れた風景であった。

ここに新しい子供述の「家J をつくるにあたって、私達のこの財産を子供

述にうけつぎ、愛してもらいたいと思いながら計画を illi めた。 そして、そ

こに我々の設計した「家J を加えて新しい芦屋らしさとして、そこで育つ

芦屋市民の心の財産になってほしいと願 っている。

今や都市計画とは、そこに住む個人側人の執務やその小さな街角からつく

ることを、もう 一度考えなおさなければならないのではなかろうか. 予$):

がない、時間がないといいながら、その土地、その地方の文化を無視した、

マ ッチ箱の量産はやめてほしいものだ。

こんなf j : 味で芦屋市民にとっては、ライトの設計の 旧山 邑邸とその風景は

なんとしても残したいもの。

埋立地の高層住宅案は、ちょうどわが家に土足でふみ込まれたような違和

感をもつものです.

2 階平面図
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11 保育毛

12 f虫 所

13 介f i l i .

14 遊戯室

15 プール

大阪市建築局

側企画設計社

側宏建社設備設計事務所

側 西 本 組

大阪市東淀川区山口町203

6  乳児宅

7  受 渡 コ ー ナ -

8  休浴窓

9  食司王コーナー

10 午睡宅

玄関ホール

事 務 室

医務コーナ一

面談・図書室
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設この保育所の特徴は、 0 オから 5 オまて' の乳幼児の心身の発達段階に対応した{ 弘行がおこな

われるように、年令構成による各ゾーンを分離独立させてその絞化を図 。、各 ゾーン傍にそ

の保育内容にあわせ、細部にわたるまで地設内手干の充実を追求したことにあるといえます。

Oお よ び 1 オ児各ゾーンは、登図時の検診などのための受渡しコーナーと休浴・乳児便所を

中心に 2 室の乳児室を配し、 0 オ児撃にはほふくコーナ一、食事コーナ一、ベ ッ ドルーム、

l オ 児宅には食事 コーナーと午経笠を設けて機能に対応したスペースの確保を試みています。

また、 2 オ児以上の各ゾーンは、幼児1近所を中心に 2 ｦ 呆Ｇｦ￬ｾを配した形式をとっています 。

さらに、 0 オ児ゾーンはひろいバルコニ一、 1 オ児ゾーンは前庭、 2 .  3 オ児ゾーンは中庭

4・5 オ児ゾーンは落合板などを設けたテラスを設け、作ゾーン毎に土足の屋外保育の坊を確

{ 呆しております。

その結J荘、平面形態がかなり絞雑にな ったため、庇の形で全体の統ーを図 り、落ちついた、乳

幼児にしたしみやすい雰囲気をも った保行所となるよう考慮をはらいました。( 平塚哲朗)

幼児通用門プール、屋外便所、砂場



設 計

施 工

所 在 地

建築面積

延 床 而 税

構 造 規 模

工 期

玄関

2  事務室

3  保健室

4  倉 庫

5  。才児室

6  1  :才児室

7  便所

B  保母室

堺市建築部

側三座建築事務所

横並工務底側

堺市大仙西町 1 丁目

1，075.4m'  

1. 1l 0.  17m'  

R C 壁式 2 階一部地階

547. 4- 548. 7 

15 高層アパート

16 広場一 1

17 広場一 2

18 プール

19 運動場

20 築山

21 砂場

22 フーリングタワー

9  2 才児室ー 1 23 鳥小屋

10 2 才児室- 2 24 5 才児室

11 3 才児室 1  25 4 才児室

12 3 才児室- 2 26 遊戯室

13 厨 房 27 会議室

14 用務員室 28 広場大屋根

| 堺市立ちぬが丘保育園|

この施設は、堺市同和対策事業 ・協和町総合開発計固め一環と

して計画された保育所( 対象人貝 120名) の一つです。住宅群

の中庭的な位置という敷地に設定されたが、与えられた条件は、

東西に高層アパートがそびえ、南面に高速道路が近接した谷間

という厳しいものであった。このような条件の下で、設計の主

眼としたことは、まず、高層住宅および、高速道路から隔絶し

た、楽しい子供の城のような保育空間と、良好な日照を確保す

るということであり、つぎに従来の無機的な部屋を室内部から

抱え直し、室内から半外部空間 ・外部空間へと流れるように連

続し、融け合った保育空間をどのように椛成するかということ

であった。

具体的な進め方としては、各保育室を 0 - 1オ、 2 - 3オ、 4

- 5 オというグループに7 J IJけて、迎動場を取り図むように配置

o  5  10 1 階平面図

し、各々レベル釜をつけるとともに、その問に屋根のある屋外プ

レイ ・スペースを設け、できるだけ、 外音JIと楼しながら、独自

性を保たせるようにした。室内は、幼児スケールを充分に取り

入れ、極力、住宅の居間的な雰閤気を持たせ、関口部を多〈取

り、柔らかで開放的な空間となるように配慮した。高速道路の

騒音対策としては、防音建具を使い、道路lQJJ に高い築山を設け、

子供の遊び場を兼ねた。

その他、保育児の安全については、細心の注意を払い、地域の

保育関係者および、 地区住民との意見交換も充分に行った。

今後、当箱設が、地区利用者からどんな反応がよせられるか注

目するとともに、子供遠の健やかな育成の場となることを 期待し

て お り ま す 。 ( 林 秀樹)



l 豊中市立北丘保育所

千里の主主然と都市計画された中層住宅音11の一回に位置する

当保育所は、建物の性格からしてまさに最適の敷地を選ん

でおり、当初の敷地視察の際の i男き起る設計意欲が懐しさ

と一般の寂客感と共に思い起される。ただこの最終配置平

国は当敷地の西隣の少し 小高い敷地に計画されたり、また、

小高い敷地と当敷地に跨って計画されたりしての 2 転 3 転

のf去のものであるが、今から振り返ってみると高低差のつ

いた岡敷地に跨がる案が、今の敷地の窮屈さから見ると良

かったように思える。設計に当り常に感じることだが保育

所という性格からその設計者は幼児 ・乳児の世界に"':"' J支逗

ワ込み純粋無垢に設計態度なるものの方向づけをし、 一瞬

ある満足感に自信が湧くのだが、やがて大人の都合でその

平画計画を放楽し、手機、屋根の形まで変えてしまう 。 な

ぜか欠席裁判の感がしてならない。 原地盤の傾斜を利用し

たアプローチの飽 5のこない単純さと玄関の整理のついた

自由き、管理スペースからの死角のない保育室と遊戯室の

配置、遊戯室のテラスから直接結ばれる内 J! i . ¥呂感覚のプー

ル、保育室、遊戯室の| 羽放感、採光性、組紛の! 昌広さ ( 理

想にはまだ 31青は必要) など、保育所として必嬰条{ 牛だがー

応満足はしている .

はたして乳児、幼児、保母さんの何人が満足してくれるだ

ろうか。最後に運動場の来lli1Jに並ぶ遊具ーなども既知品を利

用せず時↑ : 1J と経費さえ許せば全て設計してやりたいものだ

が、政{ 氏今の種類と例数は必裂なようにig. う。

特に築山はス ペースの許す限りなるだけ大きなものを加え

たいものの 一つである。 ( 松井、前尾詣li )

、J

町"・・・-
司、宅豆町

- r-

2 階平面図

n首平面図 1  :  1000 

設 計 隻 中 市 建 築 部

カナメ建築設計事務所

施 工 株 木 建 設 橡 式 会 社

戸斤在地 盟中市新千里北町1-18-3  

敷地面積 4，066.9m'  

建築面積 990.8m'  

延床面積 1，174.7m'  

機造規模 R C 造、 2 F 、一昔11平屋

工 期 548. 1- 548. 7
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この{ 民ffl 羽は、池III 市の市街地で、しかも 竺 }j を道路にか

こまれ た"1' にあり 、込.1，1. 、切って古11) 長を道 路 II! IJ に・11;，べ、桟

された '1'厄に| 品川正的にして通胤やは光を考え、また、安心

できる ｪ 些ぴ ｪｾｪ にもすると ｌ 、うプランカ ＨｾＮＧｩ 色です 。

南北の 2 ヶ所に入r I があり、それを結ぶ制I，j(!j( J 二に波 ') Ｑｩ ｾ ｬｬ＠

下、 スロープ、 |祈段を円4f在し、中 l廷をかこもヅz小 二つの

輪にな った 8 の' j< Ｊｴ ｾの廊下がそ れに桜 して 、 ｾＱ Ｇ Ｇｩ［Ｇ［Ｑｉ与 の ｊ 出

現uの J レートとして L 有効 なように計 Illij されて います。

見 Ｎ ｾ II!I Jの小 さ主 巾妊はイ? 成fJtJ 1tt1i 主料の I- t : で孫i1r- コーナ一、

plifl!IJ の大きい 中経は ピロティとつなげて雨天でもi l l : べる

土 のままの五 ｉｩ 動場です 。 その ｾｴｪ ｬＡｬ ｊ は遊戯ホールの前足と

してタイルl!占 にし、お遊戯や集会のときに L E十，件! の延長

として使えるように考えました。

{ 弘行本は先 IEJ j' の }j 針 lニ!ι じて自 111な仰 い }J ができるよ

う絡 動家 具 で11:切り、ガ ラス 貼のサンルームめような廊

下も附111なベニヤのカーテンを |井l くと 、保育室の延長と

して 一 体に使 えるようにしてあ ります 。 部} 長のなかだけ

でなく 、i凶路から外部 スペーえまで、あらゆ る場所が安

全と楽しさを共存させて 似 fi の刻') * をあげるようにとい

うのが、設 計 の ｾＦ本 ｽｪ 針 であったといえるでしょう 。

(京 本 光)
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プレイグランド

設 計 監 理

施 工

東 孝 光 建 築 研 究 所

浪速施設興業側 (第 11胡)

鮒 富士工西日 本支社( 第 2 期)

大 阪 府 池田 市城 南 2 - 4  - 20 

鉄筋 コンクリー卜造 2 階建

敷地而積

怨* 而税

延床ifiifi '1

工 ｊｾｉ所 在 地

構造規模



倉敷市民会館・ 7 ルキャスト の庇，プレコンの壁の リプ，万成石の腰，とくに万成石には曜かさを出すための細心の注意を払っている 。 織彰 ・二川幸夫

特 集 ・ 仕 上 と 材 料

仕上げ材料の考え方 一一仕上げにおける東西文化比較論/ 山田幸一

仕上と材料のかかわり / 浦辺鎮太郎 ・辻野純徳

今後の天井仕上のあり方 ー一一複合天井システ ムについて/ 育川孝禰

内部間仕切壁のプ レハ ブ化とその将来について/ 上村幸之 ・植松啓治

床仕上材料としてのカ ーペッ トについて/ 原尚弘

防水工事と材料/ 岩井孝次

外壁塗装材の設計要領/ 鈴木正慶

建築と社会/ 1973年10月号 31 



32 建築と社会/ 1973年10月号

仕 上 げ 材 料 の 考 え 方

仕上げにおける東西文化比較論

山 田 宣 告 ー

此等の家は塀および塔と共に今日までキリスト教国において見たることなき甚だ白く光沢ある壁を

塗りたり 。壁のかくの如く白きは石灰に砂を混ぜず，甚だ白き特製の紙を混ずる故なり ( 中略)。 こ

の別荘地 ( この称を附するを得ぺし) に入りて街路を歩行すればその清潔にして白きこと，あたかも

当日落成せしものの如く，天国に入りたるの感あり 。外よりこの城を見れば甚だ心地よく ，世界の大

部分にかくの如き美麗なるものありと思われず (図 1参照)。

( 村上直次郎駅「耶蘇会士日本通信J . 1565年10月25日付，イルマ ン ル イ ス ダルメイダの書簡より引用)

図 1 A  姫路域全景 B  部分

外観は屋根瓦と石恒を除きほとんど白一色，白鷺減の異称をとる所以である 。慶長12年 ( 1607) 頃の建段で，宣教師書簡の年代より

約半世紀降るが，信貴山織の白霊も これと問機に美しかったはずである。

1. は し が き

冒頭の一文は ，安土桃山時代( 永禄年間) ，わが国を訪れたキリスト教宣教師が大和信

貴山城( 城主 ・松永久秀〉において見聞したととがらを母国へ書き送った報告書の一節で

ある。彼はそのなかで ，わが国と西欧諸国との聞に介在する左官工事の重要な技術的相違

を見事に指摘している。すなわち，わが国の壁が白く美しい原因として石灰に砂( 骨材〉

を混ぜず ，その代りに白い紙( 萌〕を混ぜるゆえだと述べているが，とのととを裏返してみ

れば，彼の母国では石灰を用いる乙とは同じであっても ，骨材を混入して窃を使用せず，

壁面は全体としてそれほど自く仕上らなかった ζ とを言外にほのめかしている。そして壁

面を「白く美しく」仕上げる技術に関しては ，当時の西ヨ ー ロッパよりも ，また宣教師達

が通過してきた南蛮航路沿いの諸国よりも ，すなわち ，およそ当時知られていた文明世界

のいずれのととろよりも ，わが国の方が抜群 lζ 優れていた ζ とを証明している。

しかしながら乙のととは ，当時のわが左官技術ない し建築技術が， 全体と して西欧諸国

などに比し高水準にあった乙とを意味するものではない。それよりも彼我の聞の建築その

ものに関する考え方の相違が，以上のような差をもたらしたものと思われる。それはすで

に区々たる材料や工法の違いではなく ， もっと基本的につぎに見るような建築構造の根元

にまで遡って考察しなければならない問題である。



2. I壁体」と「壁面」の相魁 一一壁におけるヨーロッパ的発想と日本的発想

家屋発生の始源はいざ知らず，現実に見るヨ ー ロッパの歴史的建築物には石 ・煉瓦によ

る組積造が圧倒的に多く ，乙の点は木造架構式( 椙式) Iζ 終始したわが国と建築的土壌が

まったく異なる。その組積造にもいろいろの技法があるが，要するに塊状の比較的小さい

材料を積み上げて厚く大きい壁体を築き ，それを組合せて建築物を構成しようとするもの

で，乙の場合 ，壁体の崩壊はすなわち建築物の崩壊を意味する。したがってその壁体はあ

くまで厚く強しかっ耐久性をもたせる乙とに重点がおかれる。そしてもしそ乙に左官工

事が施される場合は ，そのような壁体 lζ 対する保護 ・維持が一義的に考えられるのも当然

であろう。英語で益三一般を指す "st ucco" という用語は語源的に「固い外皮」を意味す

るといわれるが，乙のととは右の事情をいみじくも物語るものといわなければならない。

ともあれ，左官工事を用いるにせよ用いないにせよ ，組積造の場合は壁体全体の強さや耐

久性がまず問題となるのであって ，その表面の美しさは無視されるとはいわないまでも ，

彰なくとも強さを犠牲叫てまでそれが求められることはない。さきに宣教師がほのめか

した彼の母国の左官工事は ，まさにそのような考えに基づいた建築に附随したものであっ

た。すなわち石灰と砂を混和したその材料は石灰モルタノレと呼ばれるもので ，もしそのう

ちの石灰をポノレトランドセメン卜に置き換えれば，それは現行のセメントモルタ J レとまっ

たく同じものになる。セメントモルタノレは後に詳しく述べるように，あらゆる左官材料中

強度面で最も信頼をおき得るもので，いわば st ucco の性格を最も濃厚にそなえた材料で

ある。しかしその反面 ，日本の磨壁のような平滑な表面仕上げをするにはきわめて不適当

なもので ，とのような事情はおそらく石灰モルタノレの場合でも同じであったはずである。

いずれにせよ ，組積造的考え方に立つ限り ，美しい仕上げを得ょうとすればその材料自身

にとれを求める乙とはむつかしく ，いきおい別途に仕上げ専門の工程を組む乙とが必要と

なってくる。ヨ ーロッパ諸国において，古来，塗装 ・壁画 ・壁紙・タイ J レ・モザイクタ イJ レなど

がとくに発達したのは，一つにはいま見たような材料的 ・構造的背景があったからである。

ζ れに対し木造架構式では，構造の主役は柱 ・架 ・束などの部材で，壁は単にその聞をふさ

ぐカ ーテンとしての役割しかもたず， したがって組積造の場合と異なり壁の崩壊が必ずし

も建築物の崩壊につながらない。そのために壁は強度よりもむしろ視覚的な美しさが重視

されるし ，さら lと進んで良好な表面仕上げを得るために壁の内部構造 lζ 手の加えられる乙

とすらある( 図 2参照) 。いわば組積造の壁は常に厚さを有する「壁体」として意識されてい

たのに対し ，とれはむしろ「壁面J を重視していたといえる 。と乙ろで，石灰を主材料とし

て乙れに萌を加え骨材を用いない方法は ，現在の漆喰または大津壁の上塗にあたるもので，

と くに萌として紙を使用するのは磨き仕上げすら可能な高級工事である。石灰を用いた左

官工事で乙のよう K 優れた仕上げを目撃した宣教師が，母国のそれに比して ，i天国に入り

たるの感」を抱いたのも無理はないが， 乙乙のと乙ろはむしろ建築専門家にもあらざる彼

が，技術的な材料構成にまで立入ってその原因を喝破した乙とに敬意を表すべきであろう。

以上，建築構造と表面仕上げとの関連について，ヨ ー ロッパ的発想と日本的発想、の相違

を左官工事に例をとって述べた。前者では仕上げ工程が壁体構成から独立して行われる乙

とが多く ，後者ではそれらが一体となるというよりも，むしろ仕上げに都合のよいような

壁体が造られる。そして乙のような相違を生じた原因を ，組積造と架橋式構造におけるそ

れぞれの壁に対する考え方の差に求めたのであるが，それとほぼ似たような関係はなお木

造建築物そのものの構成についても見る乙とができる 。

わが国在来の木造建築の構造形式は通常は真壁造で ，柱その他の主要部材は構造材であ

ると同時に仕上( 化粧) 材であった。したがってその材料は強度の大きいものであると同

時に美しいものでもなければならない。同じ木材でも，たとえば「尾州絵」とか「糸柾」

図 2 木舞下地真壁鋭明図

貫伏せ ・ち りまわり ( のれん打ちまたはひげこ打ち) などは

表面仕上げの精度を保ち故障を避けるための手段で， 昼休の

強度を上昇させるためのものではない。
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A. 全景

B  部分

図 3 ハーフティンパーの家屋

イギリス ，チベナムの民家。 17世紀の建築といわれる 。

A  

B  

図 4 西欧型木造真壁の例， 2 種

F  

( N. デヴィー著，山田駅「建築材料の歴史 J より引用)

柱幅い っぱいに土壁 をつりている。 これでは「ちり」 を揃え

よう というよ うな考えは起こらない。 図 2 の日本の木舞下地

壁と対照されたい。
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などと著名な産地や珍 しい木理のものが重視されるのもそのゆえであるし ，また工作面で

精巧な仕口 ・継手が考案され，あるいは工具で「長台」と呼ぶ長さ約40cm ( 通常のものは

27cm) にもわたる 台鈎が用いられるのも同じ理由による。と乙ろがヨ ーロッパの一般形式

である大壁造では ，構造材は化粧にはならないから以上のような配慮はまったく必要 とせ

ず，材料はひたすら丈夫なものであればよく ，また仕口なども体裁をかまわず鉄物で充分

に補強すればよい。そして仕上 げはそのようにして組立てられた構造体の上に ，化粧専用

の材料を覆えばよいわけである。すなわち，乙乙 lζ も前述の組積造壁体と仕上げ工程との

関係が同じように成立している乙とを知るであろう。もっともヨ ーロッパでもハ ーフティ

ンパ ーと呼ぶ真壁式の木造建築がイ ギリスを中心に存在して い る ( 図 3参照) 。 しかし乙

れとて柱 ・梁などの架構材に固まれた壁は，わが国の木舞下地真壁 lζ 比すれば比較になら

ないくらい厚く ，塗ったというよりもむしろ詰め込んだという感じで ，柱面や壁面仕上げ

の平滑さはもちろん ，ちり廻り の不揃いなどは全然問題にしていないようで ，乙 れまたわ

が木造建築の仕上げと同日に論じられるものでない( 図 4参照) 。

3. i 矛盾」の仕上げ ー一一 セメントモルタル鍾押えについて

前節では建築物を構造体と仕上 げ材には っきり分離しようとするのがヨ ーロッパ的発想

で，乙れを分離せず一体のものと考えようとするのが日本的特徴であるとい うこと を述べ

た。ととろが明治になってヨ ーロッパの技術が日本に紹介されたとき ，日本的常識をもっ

て ζ れを受け入れた ため，仕上げの扱い方! といささか混乱が生じたのではないか と思われ

る。乙の点を再び左官材料 lζ 例をとって説明しよう。

セメントモノレタj レは強力な国結材であるポノレト ランドセメン トと竪硬な骨材である 川砂

とを一定比率 lζ 配合 して水繰りした材料であって ，さきにも触れたとおり左官材料のなか

では強度や耐久性の点で最も信頼をおき得るものであり，組積造 K 限らず壁体を被覆し ζ

れを安全に保護する stucco 的材料として最適のもの とされている 。とζ ろがその反面，乙

の材料は大量の骨材を含むがゆえに平滑な仕上げが困難で ，また固結材が粘性 iζ 乏しく比

較的速く固化するので作業時聞が制約され，したがってていねいな仕上げをする乙とがよ

る

りむつかしくなる。すなわち綾説のとおりセメントモルタ J レはあくまで強度 lζ 主眼をおい

た材料であって，彰なくともつぎはる日本の磨壁的な美しさを期待し得るものではない。

乙れに対しわが国在来の左官工事は ，竹を編んだ木舞の両面から山土を幾重にも塗付け

ただけのものである。乙の種の壁が構造的にも材料的 lζ も建築物の強さに直接関係しない

乙とはすでに述べたとおりで，また単なるパーティションとして視線を遮り雨露を防ぐだ

けのもの で，もしその使用目的を強いて理由づけるとすればせいぜい防火性能くらいであ

ろう。しかし視線・雨露の遮断 lとせよ防火性能にせよ ，それらは土自身にそなわった物性で

土さえ使用していれば自動的晩成し得 る機能であって，と くK 技巧を要する問題でもな

ければ，もとより日本壁特有のものでもない。にもかかわらず土壁が日本の左官工事 として

特徴づけられるのは実にその仕上げの美しさにあり ，その代表的なものが漆喰壁または大

津皇室の「磨き仕上げ」であって ，そのよく仕上げられたものは鏡面のどとく平滑で輝くよう

な光沢をもっ。技法の詳細は省略するが，材料は精選された石灰または色土と ，糊 ・窃で，

工具は金銭のほかに布きれを用いるだけで ，左官工事のみをもって乙の仕事が完了する。

以上の材料構成では強度的 ICはセメントモルタ J レと比すべくもないが， しかし糊 ・窃など

作業性の向上に役立つ材料( 結合材) を含んでい るので時聞をか けたていねいな仕上げが

施しやすいのである。さきの宣教師が信貴山城で・見た左官工事は，その使用材料から推し

て，まさに乙のようなものであ ったはずで ある 。 しかし乙の種の仕上げは ，その素地とし

て木舞下地壁のようなある程度 の土の厚 さを必要とし ，固い組積造壁体を下地 とし その上

lζ 「固い外皮」を被覆するだけでは技術的に施工が不可能なものである。磨壁 lζ 限らず ，



表楽壁 lζ 代表される土物砂壁につい て も同じようなととがいえ ，乙のような伝統的な日本

皇室仕上げは実に木舞下地土壁の存在を前提としてはじめて可能であったのである。逆にい

えば，そのような美しい仕上げを得るために長も都合のよい形1 [ ，わが木舞下地土壁が構

成されていたといえよう。

しかるに以上のような東西材料の性格の相違 lζ 限をおおい， st ucco 的強度と「磨壁」的

美しさを同時に求めようとしたものが，現在よく用いられる「セメントモルタ J レ銀押え」

なる仕様である。しかし乙れがいかに無理な注文であるかは ，いままで述べたと乙ろから

明らかで・あろう。それもポ J レトランドセメントの強度が低く固化も緩慢であった時代には

エれほど弊害が目立たなかったので= あるが，最近のようにその品質が向上し早期高強度を

発現するものが現れてくるとさきの仕様はますます困難となり，もしとれを敢えて行うと

きは表面の鍾押え時間が不足する乙とはもちろん ，集中也裂の発生をも不可避とするので

あって ，事実 ，われわれの周囲にそのような例は枚挙にいとまない。そ してそれらの失敗

は，繰返すようであるがすべてヨ ーロッパ的材料を用いて日本的に施工しようとした乙と

‘ 佳

lと起因する。信貴山城の壁が宣教師を驚倒せしめたのは，まさに日本的材料をもって日本

的施工を行っていたと乙ろにあった乙とを改めて想起すべきであろう。

4.  外来技術への反省 一一 コンクリート打放し仕上げについて

いままでに見てきた仕上げの日本的発想は ，左官工事にせよ真壁造の木造建築にせよ ，

索材の美しさを生かした造型といえない乙とはない。と乙ろがヨ ーロッパの近代建築にお

いてもとれと非常によく似た考え方が発生 した。いうまでもなく コンクリ ー トの打放し仕

上げである。乙れは ヨー ロッパにおい ておそらく鉄筋コンクリ ー ト造開発の当初から存在

したであろうし ，わが国でも土木工事には早くから使用されていた。 しかし乙れが建築物

lζ 使用され我々の自の前に現れたのは昭和30年代の初めで，そのときの鮮烈な印象はなお

我々の記憶に新しい。従来 ，コンクリ ート は材料的 Iとは石や煉瓦 lとちかく，したがってそ

れにはセメントモルタノレ塗やタイル貼などの仕上げが必要と考えられていたのであるが，

乙乙では コンクリ ー卜 の肌そのものを仕上げにしようというのであるから ，さきのヨ ー ロ

ッパ的発想からすれば，乙れはまさに画期的な転換といわな ければならない。

しかしぺレ ー (A. Perret ) が ζ の工法を創始し ， コJ レビジェ (L e Corbusi er ) など

が好んでとれを用いたのは ， コンク リート の肌あい( テクスチュアー) !ζ 乙だわったのでは

なく，マッシヴな量感をとれによって表現しようとしたもので，その意味ではコンクリ ー

トという新しい素材を用いながら組積造的なヨ ー ロッパの伝統 lζ 忠実であったといわなけ

ればならない。そしてわが国においても乙の工法が導入された当初は，もちろんそのよう

に理解されていたと思われる。と乙ろが乙れが普及するにともない ，いささか異なった方

向に展開しはじめたようである。すなわち ，別途に仕上げ工事を行わないのであるから ，

表面仕上 げの精度をあげるため普通の コンク リー ト工事よりも厚手のパネルで入念な型枠

作成をするのは当然としても ，脱型後の コンクリ ー ト肌 lζ 残る木理模様まで考慮 lζ 入れて

パネノレ材が選ばれるに至った。つまり打放し コンクリ ー トをして厚みのある「壁体J 的なも

のから ，表面の美しさを意識する「壁面」的なものへの転化を起乙させたわけで ，乙乙に

もヨーロッパの材料をもって日本式の仕上げを行うという前述のセメントモルタル銀押え

と似た混清が認められる。その結果乙の工法は ，タイ J レ貼のような比較的高級な仕上げと

目されているものに較べてすら ，価格面ではなお高級な工事とされるに至ったのである。

もっともあれほど脚光をあびて登場した コンクリ ー卜 打放し仕上げも，導入後10余年を

経てようやく反省期に入ろうとしている。それは主として技術的側面からの提起である。

いうまでもないととであるが，打放し面が汚染したり物理的な損傷を受 けた場合，その修

復は通常の仕上げをもつものに比し非常に困難であるし，また鉄筋コンクリ ー トの耐久度
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を測る指標となる中性化の進行も通常のものに比し著 しく速い。もちろん ，修復の技術も

開発されているし ，中性化 lζ 対しては鉄筋のいわゆる「かぶり」を大きくするような考慮

がされているのであるが， しかし通常の仕上げをもつものに比しとれらの点で不利である

ととは否めまい。しかもとれらの問題では ，雨量が非常に多く ，かつ地震などの水平力を

大きく見込まなければならない日本κ おいて，コ ンクリ ー ト発祥の地 ヨー ロッパより迄か

に厳しい環境におかれているといってよい。すなわち ，ととにも外来技術の無批判な導入

の弊が垣間見られるのではなかろうか。

なお最近は金属型枠や合板型枠の普及が著しい。 ζ れは比較的低旅な コストで平滑な コ

ンクリ ー ト肌を得るが，し かし乙れで打放し仕上げをし ているものは建築工事の場合きわ

めて稀である。それはさきに述べた木理模様が ζ の種の型枠ではまったく整えられないか

らであって， したがってその表面に吹付けや最近ではマスチック仕上げなどを施すのが普

通である。それでも コンクリ ー卜 面が平坦なだけに ，従来，技術面でも工期面でもとかく

問題の多かったモ J レタノレ塗を省略して一挙に仕上げ工事に持込むととが可能である。わが

固におけるコンクリ ー トの使用法としては ，やはり乙の方が本筋であろう。

5. む す び

仕上げ工程は単に建築物の内外装をととのえるだけでなく ，たとえば防火 ・防水 ・防音

あるいは場合によって適度の吸湿などの機能が要求され，その良否はただに視覚的な美し

さを左右するだけでなく ，建築物そのものの機能や寿命にも影響するものである。したが

って仕上げ材料は外見が優れているばかりでなく ，建築物の立地条件や使用目的に応じて

上記諸機能を適宜充足するものでなければならないが， しかしいままで見てきたように ，

もっと根本的に材料の性格に適合した使い方をしなければならない。再三，例にあげるセ

メントモ J レタノレは ，強度のほかに耐火性や耐水性にも優れ，またそのような諸機能を具備

しているわりに安価に使用できるので，乙のもの自身非常に優れた仕上げ材料という乙と

ができる。しかしその材料索成からとれに日本在来の磨壁的美しさを求めようとすれば，

そ乙に亀裂を生じるととは火を見るより明らかで ，現にそのような失敗例をわれわれの身

近かに数多く見出す乙とができる。もし壁面 lζ 亀裂がひ とたび発生すれば，モノレタ J レその

ものの物性がいかに耐水的であっても ，建築物の防水には何の意味ももたなくなるし ，ま

た亀裂が進行しつづけて剥落に及ぶようなととになれば， st ucco としての役割は消滅し

てせっかくのモルタノレ自身の耐火性もまったく意味を失ってしまう。すなわち ，材料の使

い方を誤った場合はその個々の機能の優秀さにもかかわらず，仕上げ工程全体として意味

をなさなくなるととを認識すべきである。

つぎに，いうまでもない乙とであるが，建築物の仕上げはその工程だけが遊離している

のではなく ，常 lζ 建築そのものとの有機的関連において存在するものである。ヨ ー ロッパ

において塗装 ・壁画 ・タイ J レなどの仕上げ専門の工種や コンクリ ート 打放し仕上げが発達

したのにはそれだけの理由があり ，一方，わが国において尾州桧や糸柾といった木肌が珍

重され，あるいは磨壁や衆楽墜に代表される土壁に優れたものが生れたのにもまたそれだ

けの理由があり ，いずれも建築そのものと密着して発展 ・育成されたものである。その関

連を無視して仕上げ工程だけを底意的に採用すれば， 視覚上の不調和はともかくとして

も，いたずらにコス トばかり高くなって実効の伴わない乙とはさきにコンクリ ー 卜打放し

仕上げについて見たとおりである。

いずれにせよ ，仕上げ工程といえども「建築」の範ちゅう外に出るものではない。建築

が世界各地においてそれぞれの民族性や風土にしたがって固有の発震をとげてきたととは

建築史の教えるととろであるが，仕上げ材料の選択にあたっても ，その根底 lζ 常lと乙の乙

とのあるととを銘記しておかなければならない。 ( ゃまだ とういち 関西大学教授 ・工 i専〉



仕 上 と 材 料 の か か わ り

浦 辺 鎮太郎 ( 談一一主として総論 1) + 辻 野 純 徳

総論 1 建築の永続性と仕上材

建築はその完成の時点から ，確実に老化と ，破滅と ，崩壊への道を歩みはじめる 。いか

に全知全能を傾けて創作されても ，いかに豊富に資金を注ぎ込まれても ，決して自己生長

はあり得ないし ，増殖もしない。建築は時を刻むとともに ，陽にやかれ，雨 lζ 打たれ，風

にさらされ，人間 lζ 傷つけられ使いふるされていく 。 しかもなお ，その限りはある。ライ

フの建築に永続性を求めつづける乙とは建築家の基本理念であり，使い捨てしない建築を

私どもは心がけてきた。

作品集く村野藤吾 ＱＹＳＱ ｾ ＱＹＶＳ ＾ (1965年新建築社版) に用いられた建築写真は，作家の

主張により ，竣工当時の美しい写真が数多く残されていたにもかかわらず ，現時点で撮り

直され用いられた。すでに滅び入った建物は ，それが名作であっても切り捨てられ，今生

命あるものを ，永続性を保ちつづけるものを中心に編集された。 これは建築が単なるデザ

インやファッションとして記録されるた めでなく ，存在そのものの重要性を問う建築家の

姿勢を示されたものであって，深い感銘を覚えるものであった。それだ けに村野先生の手

で選び出され，使用された仕上材は永続性を保 ちつづけ て名建築にのみ存在している生命

感を保持している。

永続性よりも使いすて論が盛んになったのは1960年代の経済高度成長期の乙と ，と くに

単体の建築，その単体 lとかぎった経済的要因から現存の建築を存続させるよりも ，廃棄し ，

土地有効利用のために高密度化した方が経済的効果が増大すると判断してのととで， リー

ダースダイジ ェスト東京支社 (1951) などその時代の代表的建築も廃棄されてきた。 乙れは

都市の将来像に何の指針も示さなかった都市計画，異常な日本の土地事情にも起因するが，

廃棄された乙とは事実であった。 しかし生産会社営繕技師30年を勤めた私( 浦辺鎮太郎〉の

体験によると ，第二次世界大戦前からわが国にも伝えられていた技術革命 (Innovat i on)

の結果による工場建築10年使い捨て論は ，アメリカで ζ そ土地建物ともそっくり使い捨て

た例はあったものの ，わが国では今なおその例をみない。機械類は10年を待たずして性能

の高いものに据えかえられるものの ，建築は40年にもわたって再生に再生を重ねて使われ

現在 lζ 至っており ，高度成長期 lとも使い捨ての声は聞かなかった。工場建築でさえとの有

様 ，一般の建築にあってはなおさらのととと見なければならない。

現在，都市建築において ，使い捨ては社会的背景 (都市景観および廃棄物) からも許さ

れぬととが多い。またその使い捨て論にみちびかれて ，手間賃よりも見か け上安価にみえ

る使い捨て用の建材や，残材処分が，ひいては資源の枯酒，販売競争のための間接貿，廃棄

物処理費等を加えると実質的に大幅な コス トアップにつながっているととはさ け られない

現実である。乙れからの仕上材もまたとの重荷を負わなければならないはずである。物価

高と品かすれに悩まされている現在をかえりみて，第一線から引退された “経営の神様"

松下幸之助氏の講演要旨 を引 用する (日 経48. 8. 24) 。

「物価つり上げの原因は，国をあげての過当競争にある 。物価は賃金や収入に比較して

本来下がるのが当然。にもかかわらず高騰しているのは好ましくないアンバランスな情勢

があるからだ。過当競争は力あるものが必ず勝つ。ときには資本の力で乱売するが，結果 と

して寡占企業をっくり出す。一時的には値段は下がる錯覚を与えるが経費がかかったり，

ムダな消費をもたらす乙とによって，物価をつり上げるのが実情だ。最近 "過ぎたる災い "

が起きている点も問題だ。つまり水( モノ ) を流しっ放しにしてきた結果 ，人々は消費 iとお

ぼれ，皆，粗末な使い方をするようになった 。流れた水がゴミ( 被害) をもたらしている 。ζ れ

は，心の教育が物の面や知識をふやす教育に遅れをとったからで，" 知識の毒素 " と 精神面
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倉敷国際ホテル

コンク リー卜打放ちはけじめのある取級いを心がけてい

る。コンヲリート打放ちの庇は汚れても白壁は保護されて

いる。

が貧困になっているためだ c 物心のアンバランスがあらゆると乙ろで不信感を増幅させ，国

をあげて時間もカネも労力もムダにし，乙の冗費が物価高騰に結びつき，物質の不足を生み

出している 。」との講演の内容はそっくり建築の世界にもあてはまるととである 。

私どもは常々使い捨て論に立つ採算性 lζ 大きな疑問をいだきつづけ，体験上からも使い

捨てをさけてきた。元来建築は鉄 ・コンクリ ート ・レンガ等の非情な材料を使って人間中

心主義の空間を生み出すものだけに，材料とくに仕上材には人知のかぎりをつくして永続

性を求める必要がある c 建築における使い捨ては ' 60年代高度成長初期の間途いである 。永

続性とそ建築の基本理念である 。

総論 2 量・質・環境と仕上材

建築の規模の大型化は，材料の工業化をうながし ，限られた職人の数は，現場施工をさ

け，仕上の工業製品化，簡易化をすすめてきた。たとえば左官工事が省かれ，コ ンクリ ー

ト素地の上に直接仕上材を吹付けられたり ， シート やパネ J レ状で貼り付けられたりする 。

職人不足は仕事の質，量を守るための職人組合に発展するのでなく ，頭数を揃えるため γ

仕上の質を下げ，仕事の呈をこなす方向にむけられてきた。その結果 ，仕上工法の簡易化

を，質を平均化できるすでに仕上った材料を，時代の要求としてきた。 7 ッチ箱のような

空聞に ， ボディペインティングよろしく，グラフィックな色とりどりの壁紙が用いられる

乙とにデザインが片付けられる傾向も強くなった。それは陶磁器の歴史が，均性のとれた

型と索朴な仕上りの白伎を中心とした昔から ，時代が下り ，技法が進歩するとともに華や

かな色や絵付が目立つ反面，型を崩してきたに似るようだ。

人為的環境，とくに GNP に支えられた豊かさは，コンクリ ー 卜打放ちの粗い素材からは

だざわりのよい材料で包むことを求めてきた。仕上材としてのコンクリ ー トにはすでに耐

えられぬ粗さを覚えてきた。床には i Wal l to wal l J のかけ声でカ ーペットが敷きつめ

倉敷国陳ホテルロ ビー られる。そして今はインテリア全盛，色 ・柄なんでも揃う壁紙や壁布のグラフィック的な

ンティナンスの良いアスフアルトブロックは，不思議

に豊かな材料である。 ものだけがデザインであり仕上け'の生命かと思わせるようにもなってきた。

大原 美 術 館 分 館 玄 関

方成の繕石の格子に地元産のさび石が埋込まれている。

自然的環境の悪化は ，都市建築 lζ 永続性はあるものの老化 のはげしいコンクリ ー卜 打 放

ちを拒否し ，柔らかいモノレタ J レ吹付などの凹凸のある外装も過去のものとした。外壁は ，

都市環境を汚染から守る ζ とは考えず ，すでに汚された色で仕上げるか ，簡単に洗いおと

せる ，汚れから回復できる仕上材を要求するようになった。

×  ×  ×  

私どもも，乙のような時代の背景，流れのなかで ，建築を設計し仕上と材料のかかわり

あいを試行錯誤の苦闘のなかから生みだしてきた。以下各論として ，仕上と材料のかかわ

りあいを ，私どもの実例にあわせて年代的推移とともに紹介する 。

各論

1. コンクリート 打放ちと庇

倉敷国際ホ テル (' 63) で代表される コンクリ ー ト打放ちの庇は， ω年代前半は白壁を保護するため

のよごれを認める部分 {ζ 用いてきた。大原美術館分館 (' ω ，) ，石井記念愛染図 (61- 64) ，などすべて

同様の手法である。しかし凶年代後半になると コンクリート打放ちは庇等で保護された部分lζ ，素材

を生かす目的で扱われるようになった。東京造形大学 (' 66) では谷聞に力強い「石垣J の扱いとして，

紀伊風土記の丘松下記念資料館 ('71) では「桧」の柱に見立てる素材と して，と もに庇で保護して用

いている。都市の街並のなかによごれきったコンクリー ト打放ちの壁面を見るたびに，コンクリート

打放ち には とくにけじめのある扱いを心がけている。

2. 波型スレートとアスフアルトブロック

化学系工場建築を多く手がけた経験は，耐{ 針生lζ 富む波型スレー トを仕上材として好んで用いてき

た。倉レ第 3 アパー ト(' 58) では東西壁面の断熱空気居形成のために，倉レ蒼海寮 (' 59) ，名神高速西宮

~豊中事務所(' 63) 等では屋根材として，機能中心! [ 用いてきたが，ω年代も後半になる と東京女子大学

(' 66)  ，東京造形大学では庇哀の意匠として用いるようになった。倉レ中条工場および厚生施設 (' 62) は

技裂ス レート の性能を忠実に美しく用いられた好例と している。 アスフアルトプロッ クもまた通常は

紀伊風土肥の丘松下記念資料館 駅のプラ ットホ ーム用床材として終能本位! [ 用いられる材料である。しかし倉敷国際ホテルのロビ ー

コンクリート打放ちの柱は庇で保穫され， 壁には土中よ

り出た緑泥片岩が百姓積されている。 の床材には木煉瓦または瓦数の心でもって用いられた。乙れに良いメンテナンスが条件づけられるが，
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結果は不思議な豊かさをもって人の自にうつったようだ。大原美術館分館，愛染橋病院外来ホ ーl レ等の

床 iζ 石のボーダーとともに高価な材料を扱う心で‘ 用いられ， その塗床材は ，愛染橋保育所 (' 62) ，浜寺

幼稚園 (' 63) の中庭では子供達のための安全な床材として用いられてきた。波型ス レー卜とア スフアル

トフe ロック，と もに素材の性能と感触にほれ乙んで，その育ちを問わず用いた材料である。

3. 石 ・ 瓦 ・地 域性

素材に地域性を求めるとき，石はその最たるものであろう 。省海寮では近くの賀茂川( 今治) の河原で

4， ( 別人の健康保険組合員によって集められた青石が，プレキャス卜コンクリ ート に打込まれて外壁に，

洗い出して床に用いられた。倉敷にとっては母なる川 ，高架川の玉石もプ レキャス卜コ ンクリ ートと し

て大原美術館分館外壁の腰に用いられた。好んで用いる地元の1t 商岩万成石は山 陽を象徴する赤味を帯

びた明るい色調で倉敷市民会館の腰はその圧倒lである。万成石の格子と ともに ，同系統のサピ色の割石

を敷きつめる乙 とも多い。大原美術館分館 (' ω ) ，倉敷文化センタ ー (' 69) ，倉敷市民会館 (' 72) と倉敷で

は閉じ素材が用じ手法で年代のへだでなく用いられている。土の香りは紀伊風土記の丘の外壁では土中

から出る緑泥片岩の割石が素朴に百姓積されている。黒瓦の答は白壁とともに倉敷の風土lζ 限って用い

られ，歴史的景観海鼠壁との接点となっている。石井記念、愛染園( 大阪) や玉野市民病院 ('73) では瓦に

かわり ，素焼のレンガタイノレが，南欧風の明るさを求めて用いられた。大きな流通機構のなかでは，し

ばしば地域的な材料は忘れられ，大;;:1ζ 均質に求められる材料が全国的に行きわたる乙とが多い。私ど

もは地域的な材料を，手づ くりでもよい ，生か して用いる努力を おこたっていな いはずである。

4. 合 成樹 脂 系塗 料 と 吹 付 タ イ ル

耐酸，耐薬品性』ζ 悩みつづ. けた工場建築の体験には ， 合成樹脂系塗料の誕生は朗報であり ， 以降 ，

数多くその恩恵に浴してきた。 愛染橋病院の手術室の内壁は ， ガラス繊維貼の上を塩 ビ系塗料で ライ

ニングされ， 野田プール ( ' 66) の鋼板プーJ レの仕上げも造船の技術を信じた塩 ピ系塗料のライ ニ ング

であって ，当時としては珍しい使用法であった。 ライフを失わない外壁材の追求は ， 素材を信じなが

らも施工が信じきれないタイル貼をさけて通っただけに ， 合成樹脂のもつ限界を認めながら磁器の細

粒を合成樹脂系塗料に混入し吹きつけたセラスキン く東京女子大学 ，府内信用金庫 (' 66) ，倉レ中央研

究所 (' 67) > から ，吹付タイノレH: : . 移されてきた。安田火災阿倍野 (' 66) をはじめ ， 西鉄グランドホテ

ノレ( ' 68) ，日本合成化学中央研究所 (' 70) ，曽根崎署 ('73) 等に至るまで数多くの例をみるが，その多く

は庇を取去り外壁を風雨 i乙露わにしている。 しかし一時は合成樹脂万能から ， 化学理論のみで用いた

合成樹脂系防水の過信で施工性を忘れ，身にしみる思い もあった。

5. 高 貴 薬 と し て の 木

木などで組立てられた歴史的空間でなく ， 石をえぐりぬいたような空間をもっ大原美術館分館， そ

のなかにあるたった一本の木のア ーチは ， グロットの冷たさから脱却し人聞の世界IC呼びもどすため

で，以降，木は人聞のための高貴薬として用いてきた。面的には朝鮮張と呼ばれる雑木張の手法で，倉敷

国際ホテルグリ J レの腰張として，あるいは奈良ユ ースホステ J レ吹抜正面の釘の打てる壁として小さい木

片を有効に使用し ，線的 lζ は，倉敷国際ホテノレ， 客室の付長押や， 西鉄グ ランドホテ J レ特別ラウンジ

の枠，玉野市民病院病室の照明ボックスなど一本の木を丁重に扱ってきたが， 近年ますます高貨の度

を増してきた。今後とも私どもにとっては木はすべて高貴薬として人間のために用いる心積りである。

6. ショックベトン とエル ミンサッシュ

完成された工業製品としての仕上材は ， 第二次大戦直後タラケン組立住宅から はじまる 。 コンクリ

ート の長所をフルに生かしての工業化はショックベトンで代表されるプレ キャス卜コンクリ ート と，

アルミの素材では板でなくアルキャストを永続性あるものとして用いてきた。一本のアノレミ引抜材の

プレスを利しての折りまげで完成する高性能のエノレミンサッシュもまたすばら しい ものである。 ζ の

二つの組合せを工業的仕上材の決定版と考える， 府内信用金庫， 西鉄グ ランドホテノレはその組合せで

あり ，東京女子大学 ・曽根崎署のショックベトン，西鉄クランドホテ J レ・倉敷市民会館のアノレキャスト

の庇も永続性を求める高貴な頼り甲斐ある材料である 。

7. ステンドガラス とエッチングガラス

現代建築の三穫の神器の一つガラスの技術進歩は，大型ガラスの関口部や，連窓を生み出した。しか

し採光は必要だが強すぎる乙ともある。私どもの窓の多くは単窓で処理してきたが，それでも強すきる

とき ，村野先生IC教え られて作野旦平氏の現場製作ガラスモザイクのス テン ドガラス ( 倉敷市民会館，

玉野市民病院) や，歴史的な模様を色ガラスにエッチンターするなとして( 西鉄グラン ドホテル， 玉野

文化センタ ー('71) ) 和らげ用いている。

追 記

永 続 性 を 失 い か けた素材と ，生 産 目 的 か ら 機 能 的 に は ず さ れ た 明 治 ・大 正 期 に 建 設 の 工

場 が，時 を 経過 し た 今 ，歴 史 的 lζ 美 し い 環 境 と 建 築 を 評 価 さ れ る よ うにな っ た 。 そ の 用 途

を か え ホテノレとし て 再 生 す る 仕 事 を 私 ど も の 手 で す す め て い る 。 仕上 と 材料 の か か わ り あ

い ，建 築 の ，材 料 の 永 続 性 を 世 に 問 う 仕 事 の 一 つ で も あ る 。 倉 紡 発 生 の 工 場 を 「 ア イ ピー

ス ク エ ア J IC ， そ の 成 果 は 来 春 に は ど 紹 介 で き る は ず で あ る 。

〈うらべ しずたるう， つじの よしのり K K浦辺建築事務所)

東京造形大学

庇，プレキャス 卜コ ンクリー卜 に加え軒裏には波型スレ

ートが意匠に用いられている。

東京女子大学

波型スレー卜を打ちこんだ庇裏は化粧に，ショ ッウベト

ンはその可能性をフルに引き出している。

西鉄グランドホテル

アルキャストの頭部は盤を保値する庇の役は果していな

い。風雨にむきだしの外壁は吹付ヲイ ルを先吹きしたプレ

コンのパネルを吊上げ，ヱルミンサッシュを加えて，工業

的製品に永続性を加えた決定版としている。

奈良ユースホステル ホール

雑木の短い叡が朝鮮強風にはめこまれている。棄生の良

い木の少ない朝鮮での知恵である。
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今後の天井仕上のあり方- 複合天井システムについて

吉 川 孝 禰

昔は，建築の内装，そのなかの天井についていえば，天井下地をつく

り，それに仕上材を張りつければ天井内装は完成した。

しかし，室内の快適性，安全性の向上のためには，内装材の選定だけ

ではなく，種々の設備が必要になり，それらが主として天井面に順次取

付けられてきた。乙れらの設備については，その発展過程に時間的なず

れもあり，おのおの技術的検討の必要性があり，それぞれ専門的立場で

設計され，思い思いに天井面11 : 取付けられてきたのが従来のやり方であ

っfこ。

最近のように ，必要な設備の種類と個数がふえてくると ，それぞれ単

独の専門的立場からの判断だけでは，仕上り外観が悪くなるだけでな

く，相互に支障をきたすようになってきている。乙乙に天井仕上の複合

化の必要性がでてきたのである。

一方，労働力の不足，人件費，諸材料の高騰によるコストアップを，

省力化，合理化11 : より克服し，建築の生産性，品質の向上をはかる必要に

もせまられている。そのためには，従来の一品生産から工業化に転換す

る必要があり ，とくに大型ビJ レの場合のように，繰返し度の高い部分，

施工集中の部分，高性能の要求される部分については，工業化によるメ

リットは大きい。

乙の複合化と工業化により，新しい時代の施工に対処しようとする努

力がつづけられている。

1. 従 来 の 方 式 (図 1 . 2.  3怠照)

天井に仕上材を張るだけでよかった時代から， I順次，種々の設備が附

加されて，最近では非常に複雑，繁雑になってきている。施工面でも一

つの天井相手に仕事をするのであるから，おのおのの作業は時間的にシ

リースになり ，天井仕上工事が完了するまで設備工事にかかれず，設備

工事が複雑多岐にわたればわたるほど工期が長びきがちとなる。あるい

は工期が決まっている場合には，後の工事，設備工事に工期のしわょせ

がくるのが実情である。

また，設備を取付けるさいにも，せっかく仕上げた天井面 lζ 埋込穴を

あけ，そのため天井下地の補強が必要になるなど，手聞がかかるだけで

なく，廃材もふえ，資材活用の点でも不合理な乙とである。

2. 複合設備ライン方式 (図 4 . 5 . 6拳照〉

従来の施工ではすべての作業がシリ ースであったため ，工期面その他

の問題点があったが，乙れらを解決するため ，天井仕上と設備工事を完

全に分離して施工できるよう考えられたのが，との複合設備ライン方式

である。種々の設備はライン状に複合的 lζ 配置され，設備ライン相互の

間は天井材を張るだけで，すっきり仕上るだけでなく，お互いの工期に

左右される乙となく独自に作業をすすめる ζ とができる。

設備ラインの構造としては，図 6 のように天井下地の C 形チャンネ J レ

11 : 取付パーを乗せるだけで設備ラインの取付ができる。従来のように照

明器具などの取付用吊ボルトは不要で，もちろん埋込穴をあけたり，下

地の補強などする必要もない。乙の取付ノイーには照明器具があらかじめ

取付けられており，安定器はボックス iζ 入ったものを取付パーの上に乗

せ，コネクタ ーにより容易に接続できる。照明器具と照明器具との間に

は設備プレー トが設けられており，種々の必要な設備が取付けられるよ

うになっている。
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乙の方式の特長は ，下記のどとくである。

( イ) 天井設備のライン設置

照明器具その他の設備がライン状にまとめられ，設備施工工事が非常

11 : 容易で能率が上る。

(ロ) 天井設備と天井内装とが分離

天井内装材施工の工程に左右されず，設備工事の工程がたてられるの

で，工期の短縮，省力化，合理化ができる。

付照明器具の天井先付

天井内装仕上の前 IL照明器具が取付けられる( 先付) ので，天井材の

完 成

施工

受 1 ロ

ヨ"'R肉

予算

設計

天井

完 成

施工

製品

予算

吾rし 吾 ム

QX. a  I  

設備

図 1 従来方式( 1 )  

段備のない天井仕上は非常に単

純である。

図 2 従来方式( 2 )  

天井仕上と股備工事がシリース

になり，お互いに工期の制約を

受ける 。



ロス，施工のロスなどがなくなる。埋込穴の切込，下地の補強なども不

要 となる 。また ，天井施工をまたずに設備工事ができるので，工期の余

裕がでてくる 。

( 斗仮設照明が不要

照明器具が先付できるので，早く受電すれば，内装施工の仮設照明が

不要 となり ，内装仕上精度の向上， 作業の安全が期待できる 。

( ホ) 設備の複合化

ライン状の照明器具閣の設備プレート には ， 空調吹出口 ， 火災感知

器 ，スピーカ，スプリンクラヘ ッ ドなどの設備が取付けられる。

付 設備 ライ ンにかかる間仕切が可能

盲プレート ( 設備のついてない設備プレー ト) の都分で，設備ライン

をまたいで間仕切する乙とができる 。

(ト) 埋込深さが浅い

照明器具の安定器は安定器ボックス IC入り ，ソケット台の上の乗っか

っている 。その他の大部分の埋込深さは非常に浅くなっている。 (70m

m前後)

(チ) 取付施工の省力化

照明器具の取付は C 形チャンネ J レに乗せるだけ ，安定器ボックス との

完 成

施工

製 品

予 算

設計

天井

⑦'  。

仇
図6 縫合般備ラインの術選

①アルミ枠 (アルミ押出成型)

定器ポックス ⑥股備プレー ト

タ ⑬配線驚

設備

図4 複合段備ライン方式

-・・・・・.-- 【
図5 複合段備ライン方式三2

天井仕上と段備工事が完全に分

権できる。

②反射板 ③取付パー ④ソケット台 ⑤安

⑦ソケット ⑥連結金具 ⑨溝蓋 ⑩コネヲ

結線もコネクタ を押し込むだけで，非常に容易に取付施工できる。

(リ) 配線の簡略化

アルミ成型枠は配線溝をかねているので，パイプ配管せず，送り配線

できる。

3. 複 合 化 部 材 方 式 (図7. 8.  9 怠照)

前節の複合設備ライン方式をさらに一歩進め ，設備と天井仕上の両者

をシステ ム的 lζ 組合せるように考えたもので ，一般にT スパン . T ライ

ン方式な どと呼ばれている。

従来，天井仕上は軽鉄下地IC下地ボー ドを張り ，それに仕上材を張る

などの方法がとられていたが，乙の方式では ，ア J レミ押出材のT パーが

化粧枠と骨組みを兼ね ，下地は省略される。乙のT パーにおのおの規格

イじさ れた長尺の仕上材および諸設備を直接乗せる乙とにより ，天井全体

の施工が完了する。各部材は建築設計時に規格化 されているので，現場

での廃材はほとんどない。骨組みとなる化粧枠T パーは ，簡単に切断で

き現場合せが容易なように考慮されている。施工にあたっては ，天井 仕

上， 諸設備のいずれからでも ，あるいは同時にでも施工で き，お互いの

工程に左右されるととはない。

完成

施工

製 品

予算

設計

天井・ 設備

図9 T スパンの摘造

がシ- - - ¥，，/ 

図7 複合化部材方式

図8 複合化部材方式

施工は規格化された部品(製品〉

を組合せるだけである。

. 天井枠天井枠 ( T パー. F パー . L パ- et c . ) ，吊金具〈ハンガ). 持続金具

( L ジョイナ. I ジョイナ) . 固定金具 (スベーサ，スベーサ金具)

. 天井段備 : 照明器具 〈本体，反射仮，安定器ボックス) ，アネモ，ス ピー力， 感知器

・天井材. ロ ックウール吸音iliL Hパー
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乙の方式の特長は，下記のどとくである。

μ)  天井下地が不要

天井スラブからの吊ボルトによって ，直接化粧枠T パーを吊下げ，枠

組みし ，乙れに照明器具，設備プ レー ト，天井材をセットするだけで天

井施工ができる。従来のような軽鉄下地，石膏ボー ド下鮎などの工事が

不要である。

伊) 納まりの融通性

化粧枠はアルミの押出材であるため ，現場でも容易に切断でき ，柱廻

り，壁廻りなど納まりにくい部分もきれいに仕上がる。

付 工 程 の 融 通 性

天井材をのせる部分と ，照明器具その他の諸設備を取付ける部分とが

化粧枠T パーで区画されているため，天井仕上材の取付と設備の取付工

事がおのおの独自の工程でできる。また，設備の追加，変更も天井仕上

をさわる乙となく簡単にできる。

い) 設備の融通性

照明器具は化粧枠の上に簡単な枠状の本体をのせ，それに安定器，ソ

ケット ，反射板を取付けて構成される。そのため ，照明器具の保守，点

検，変更が簡単にできる。また，その他の設備も ，照明器具の反射板を

はずすと点検口となるので，その両サイドの設備プレー トの設備を必要

に応じて保守，点検，変更する乙とができる。

(村間仕切の融通性

化粧枠には間仕切用の講を加工しであるので，簡単な取付は金具によ

って，適当な場所K 間仕切を固定する乙とができる。また，天井 iζ 傷を
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完 成

施工

告書" ロ

ョ"とロロ

予算

Z宣言十

。

天井 ・設備

図 11 複合パネル方式

複合パネル ( 製品) を施工する

だげで，位計施工は非常に単純

化される 。

ロ y クウール吸音板

( ロ y キー)

図 12 ワンパネルの構成

残さないで，簡単κ 間仕切を取除く乙ともできる。

ト) 省力化による総合 コストの低減

化粧枠の組立，天井材，諸設備の取付が一括して行え る。天井下地，

下貼，仕上，穴あけ ，補強など，従来の天井工事に見られる工事の重複

部分がなくな るので，施工の工期が短縮でき ，総合 コストを低減する乙

とができる。

4. 複合パネル方式 (図10. 11 .  12怠照)

前節の複合化部材方式をさらに進めたもので，天井仕上と諸設備を工

場生産で一枚のパネルに収めたものである。

乙の方式ではすべて工場生産されるので，現場では吊ボルトに取付け

られたハンガーに引掛けるだけで，天井と設備の取付施工が同時IC完了

し，施工性の最もよいものである。

建築の施工精度が低い場合は，壁や柱との取合せ部分で突かえて取付

かなかったり ，逆に隙間が大きくなったりする。したがって，建築の施

工精度に合せた取合せの余裕を十分みておく必要がある。 また，柱によ

るワンパネルの切欠き ，壁との取合せによる特寸な どの役物は，工場で

の生産性が悪くなり コストが高くなるので，役物の少なく なる建築計画

が必要である。 したがって，壁，柱など建築との取合せの少ない大きな

部屋，高層 ビJ レなどの天井施工に最適な方式である 。もち ろん，天井施

工後の間仕切による小部屋は，自由 K 容易にでき ，その変更も容易であ

る。

乙の方式の特長は，下記のどとくである 。

μ) 工期の大幅な短縮

天井面をモジュ ーノレ化し ，施工仕上状態まで工場生産しであ るため，

現場での作業はハンガーに引掛けるだけで= 最小限にとどめられている。

同天井内装工事が不要

複合ノ f 才、 J レをノ、ンガーに引掛けるだけで，従来のような天井張工事は

不要となり ，現場作業の省力化，スピー ド化，精度向上が可能である。

付 設備取付工事が不要

複合パネ J レにすべてセットされているため，従来のような設備取付工

事は不要となり ，多業種の作業が同時K 可能で，作業の繁雑さも解消す

る。

ド) 天井仕上と床仕上の同時施工

複合ノマ才、 J レの取付が簡単なため ，部分的な足場ですみ，天井仕上と床

仕上の工程は，ラッ プして進める乙と もできる 。

(ホ) 総合コストの低減

上記のように ，省力化，スピ ー ド化 lとより工期が短縮し ，総合 コスト

が低減される 。

(ぺ 設 計，検討の一本化

従来，天井の諸設備はそれぞれ分離し ，単独K 計画，設計，打合，検

討，検査されていた。そのため，取合せトラフツレ発生の可能性が非常に

多い要素をもっていたが，複合ノマネ J レでは乙れが完全 K 一本化される。

(ト) 施工管理の単純化

資材の搬入，取付など，現場施工各分野の工程組合せが非常に単純化

され，出入りする施工人員が大幅に減少し，管理が単純化される。

(チ) 精度の向上

工場生産による精度のよい複合ノマ才、 J レと ，取付作業の熟練を要しない

乙とにより ，天井仕上は均一性がえられ，施工精度が向上する 。

(リ) 室内空間のフレキシビリティ

天井面がモジュ ーJ レ化され，複合ノマネ J レを単位とした倍数の室内空間

を自由に形成する乙とができる。間仕切壁が容易 K 取付けられるだけで

なく ，諸設備が分散配置され，また必要によっては設備の交換，追加変

更も容易にできる。

) 保守，点検が容易

照明器具の反射板をはずすと点検口となり，さらに必要な場合は ，複

合パネルをはずすとさらに大きな点検作業口となる。

( よしかわ たかひろ 松下電工以照明事業部中央 L A B次長〉



内部間仕切壁のブレファブ化とその将来について

上 村 幸 之

植 松 啓 治

〈 はじめ に〉

先日 ，友人とプレファフ' について，話をしているうちに ，乙んな話に

なりました。

「日本は元来，プレ ファブの素養と歴史があったに違いない。あの木造

の家を思い出してみても ，軸組式で，その主要な部材はあらかじめ仕事

場で所要の寸法に切断し，そのジョイントシステムまで加工している。

それを現湯で一挙K 建方する。しかも乙れが木劉なと‘ というモデュー J レ

によって，平面的にも立面的にも ，コー ディネイ 卜さ れてプレファプの

分割パタ ーンはすっかりできている。だから ，床にはタタミがその材料

特性をうまく生かしたジョイン トシ ステムで敷込まれているし ，パーテ

ィションだって，スライディ ング式で l荻込まれている ，フ スマ ，障子な

ど，乙れらはちゃんとプ レフ ァブ化されているじゃないか。他にも考え

ようによれば，天井だって屋根瓦だって・・ … 云々 。」

錫句のはては，そ乙 iζ 持込まれる装置の話になり ，呑平の二人は，長火

鉢が気に入ったという乙とになりました。「それは，採暖装置，収納装置

そして，テープルとしての家具をたくみに兼ね備えている。」乙の話 IC

至っては，二人とも ，その長火鉢の前でかみさんと酒を酌交わす，熊サ

ン，八 ッアンの顔で，今や建築のプレファプなど，どうでもよい様子で

した。しばらく脱線したあと ，思い出したように，建築からリビングク

ラフトまで，その「材料」が選びぬかれた天然材で コーディ ネイトされ

ている乙とと ，その磨きぬかれた「匠」が，四季折々の生活心情 !C溶込

んだ「世界J K 深く頭をさげたのでした。

〈 プレファブ化，工業化への動 向とその意味〉

乙の二人の話は，皮肉にも32階建の高層ビノレのなかでt の乙とで，その

木造家屋から高層 ビ、J レへの変化乙そ . Pr e- Manuf act ure から . Pr e-

Fabri cat i on. 工業化への変化を物語っている。乙の背景を考えてみる

と，一つに，建築規模の拡大と大量需要の社会的要請，乙れに加えて，

他産業K 並ぶ高い生産性と企業利潤の拡大の追求，それに，労働生産性

の向上により労働力不足や労賃の高騰を吸収する乙と ，最後に ，乙れら

を合せて，建築産業全体の近代化を目指すという 4 つの側面が，建築生

産システムを今日の工業化，プレファプ化へ導びく，理由といえよう 。

乙乙で逆! C ，乙のプレファブ化，工業化に何が可能か，またその目的

と効果を考えてみる と， つぎのように整理できる。

1. 工期短縮・・・ ・〈時間生産性- D

( 工場生産への移行，現場作業の機械化により作業工程におけるク

リテイカルパスの削除)

2. 大貫生産ー・・〈時間生産性- n

( 機械化と技術の習熟，作業環境の改善)

3. 労務貨の低減と労働力不足の吸収〈労働生産性〉

( 労働力の集約的，効果的投入)

4. 品質の安定化，向上 〈総合生産性- D

5.  価格の安定化 ・低廉化 〈総合生産性- 10

6. 品質 ・価格の予知 〈商品市場性〉

乙れらの目的，効果を求め工業化への動向をつぎの三つのパタ ーンと

して把えられる。

1. 現場作業を工場へ集約的lζ 移行し，その作業を機械化する。 〈プレ

ファプ化〉

2. 現場lζ 残された，あるいは新しく出てきた作業を機械化する。〈現

場作業の機械化〉

3.  生産シス テムの再編成と一貫化 〈建築生産の トータルシステム化〉

乙の三つの要素が互いに作用しあい，本絡的な工業化へ収飲するもの

と考えられるが，最近，建設省主催で行われた「工業化工法による芦屋

浜高層住宅プロジェクト提案競技」は，従来の建設企業だけでなく ，基

幹産業を含む多数の企業が，それぞれ企業連合を組み，企画，生産，管

理，流通にいたる広範な建築生産のト ータJ レシステムを求めた点で評価

できるだろう。

乙乙で，プレフ 7 ブ化， 工業化の概念、は ，とりもなおさず，その「生

産性」に原点が置かれている乙 とに注意を要する 。とくに高層住宅にお

ける，プレファブ化，工業化が生産側に力点が置かれる傾向は，その画

一性，居住性劣化を招いており ，大きな問題となっている。工業化によ

る生産性向上を否定する気はさらにないが，われわれは「生産性空間」

ではなく「生活空間」を建築K 求めている乙とを忘れてはならない。私

たちが期待する生活環境を ，プレフアプリケーション ，工業化工法で，

どのように実現するかが本来の課題であり ，乙の本質を忘れないために

「家 ・畳 ・襖 ・障子 ・長火鉢」そ して，選び磨 きぬかれた「材料」と

「匠」その「生活心情」について〈はじめに〉記したわけである。

〈 内部間仕切について〉

最近の建築は一般に大規模，高層化していくなかで，オフィスピJ レの

計画概念の多くは . I ユニパーサルスペースJ IC定着し ，その機能と時

間対応，建築生産、ンステム IC対応すると同時IC ，対象となるオフィスの

"伺人" の作業スペース単位 << グループ" の作業単位( 部屋) . そして

" 全体" へと，連続的な関係のなかでの最適解としてのモデュ ーJ レによ

って秩序づけられている己乙の モデュラーコー ディネイション IC 従っ

て，内装の各部位は位置づけられ，そのト ータルシステムのなかの「間

仕切」を考え，開発されねばならない。また，内部間仕切をプレファプ

化するにあたり ，それが現場で簡単に組立てられる性能が逆 IC. その分

解能をもたせる乙とができる乙とから ，可動性に結びつく乙とは，プレ

ファブ化の大きな付加価値といえる。乙乙では，可動間仕切をその支持

方式とジョイン トコ ーディネイションによって考えてみると ，

① スタッド式…… <4 wa y  j oi nt  ｳｹｳｴ･ｭ ｾ＠

スタッ ド式のジョイントコ ーディネイシ ョンは，その展開から一般に

4  wa y  joi nt  s ys t emで+ 型，一型. T型. L 型のすべてに対し ，同

一スタッドでジ ョイ ントができる乙とと ，建築モデュ ーJ レが完結されて

いる場合，そのスタッ ドIC組込まれるパネノレも同一寸法で展開できる乙

とから互援性が高く ，可動性を重視する場合などシステムとして優れた

特長をもっている。また，スタッ ド式のもう一つの特長として，パオ、 J レ

の形状，材質のバリ エーショ ンが豊富で，開放あるいは関口部分を設け

る乙とが容易である乙とも ，見逃せない点である。

② パネル式…一 <2 wa y  j oi nt  s ys t em>  

築と社会/ 1973年 10月号 43 



パネル式のジョイントコ ーディネイションは本来 2 wa y  j oi nt sys-

t emで一方向の連続展開が多い場合に適しており . + 型 . T型 . L 裂

の展開の場合，パネル厚さの% をプラスあるいはマイナスしたサイズの

パネノレが通常必要となり，パネ J レの互換性はスタッド式よりやや低いよ

うであるが，スタッドが不要なことから，構成部品の種類が少なく，ジ

ョイント目地がスタッド式K 比べて半分程度で，遮音性を必要とする場

合 ，ジョイントの空隙を少なくできる点で幾分有利であるが，パネル式

はパネルの形状，材質のバリエーションに制限が多い乙とが一つの難点

といえ る。また ，スタッド式が点支持であるのに対しパネル式は線支持

である こと から一般的に安定性が高い乙と と， 形状がシンプJ レな乙とも

考慮に入れるべきである。

③ スクリーン式... ... { Free j oi nt syst e m}  

スタッ ド式 ，パネノレ式が，床 と天井 IC set - i n されているのに対 し，

スクリーン式は自立式で，家具的傾向が強く，一般的にジョイントはフ

リーで，建築モデュ ールにとらわれる乙となく，自由なレイアウトがで

きる乙とが特長である が，一般的にその安定性から. 1MB∞程度の衝立

式のものである。

乙れらのほかにハ ンギング式( 吊下式) . 乙れは，軽便な走行性を重

視する場合に ，会議室，宴会場などに使われるものがある。

rm'(6 

L  

一一一一一 M

@  

⑦ 

M ① パネル式

< 2  WA Y  J OI NT>  

② スタッド式

< 4  WA Y  J OI NT>  

③ スク リーン式

< F RE E  WA Y  J OI NT >  

ζ ζ で内部間仕切に婆求さ れ る一般的性能について，整理してみると

① 遮断( 透過) 性能 〈物理的性能〉

音〈聴覚的} Iζ 関するもの( チェックポイント)

⑨遮音性( プライパシ ー要求度，他室外の影響)

⑨ 吸音性( 室内の音圧レベ J レの減表，エコー)

( ・発音性) ( 共鳴，固有振動数)

光 〈視覚的〉に関するもの

⑨遮光性( 視覚的プラ イパ‘ ン ー，等)
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⑨透光性( 採光，視覚的効果，等)

熱 ・火 〈防火的} Iζ 関するもの

・断熱性( 設備的効率，等)

⑨耐火( 耐熱) 性( 防火区画，安全性)

⑨ 不燃性 ( 有害ガスの発生 ・発煙等 における安全性〕

空気 ・水その他に関するもの

⑨気密性( 温 ・湿度の一定保持，遮音 lζ 関係大)

⑨通気性( 空調 との関係，ガラリ等)

⑨耐水性( 水を使用 す る所，清掃 ，水洗)

⑨麗 挨付着性 ( 清掃，維持， 管理)

⑨耐候性

② 可動性能 〈時間的 ・動的〉

⑨互換性 i モデューラーコーディ ネイション，ジョイントシステ l

⑨耐久性 |ム，支持方式，ユニット バリエ ーション ，可動 K 対す l

⑨施工性 1る耐久性，施工性 /  

③ 装置付加性能

⑨付帯設備との対応性( 電気設備の内蔵等〉

⑨家具装置と の 対 応 性 ( 家具装置の付加等)

④ 空間性能 ( A ，B.  C の組合せ相乗性能)

⑨閉鎖性 (異質空間の独立性〉

⑨開放性 ( 同質空間の連続性)

⑨閉鎖性 + 開放性( 独立性と 連続性との関係)

⑨形状 ・材質 ・外観

⑤ 耐力・耐久性能 〈力学的〉

⑨耐変形 性 ( 層間変位，人物 その他による変形)

⑨耐衝撃性( 人，物による衝撃 ，支持方式)

⑨軽量性 (Dead Load の制限)

⑥ 生産 性

⑨工場生産性( 加工性のよい材質等)

⑨ 現場施工性( 形状 ・材質 ・重量他の部位との整合性)

⑦ 経済性

⑨イニシヤノレコ

( 可動性の要求度)

⑨ランニングコスト

乙れ らの諸性能に照 らし，モデューラコーディネイションの確認，各

室の必要性能や，序列設定からは じめ， 支持方式， ジョイントシステ

ム， ユニ ッ トバリエー ション ，形状材質それに コス トを順次検討するも

のであるが，一つの要素にと らわれすぎないで，慎重にケーススタディ

ーを重ね， 総合評価で決定すべきであろ う。

〈 間仕 切 パ ネ ル の材 料〉

可動間仕切のパネノレICは，単板，組合せがあるが，単板パネ J レは，そ

の基材の重量と剛性の商での制約が多いの に対し ，組合せパネ J レは， そ

の表面材の芯材止に， それぞれ適 した ものを組合せるととにより ，軽量

プラスチック化粧ボードの分類

l  化粧板 lまり板 プラスチy ク板または化粧板をボード類にはり合せたもの

熱硬化性樹脂 ボード類の表面に、j ラミン樹脂、フ ェノール樹脂、 などの

2  

オーバーレイ板 熱硬化性樹脂を用い てオーバーレイ加工した もの

熱可塑性樹脂 ボード類の表面に塩化ビニール樹脂などの熱可塑性樹脂を用 い

3  

オＭＯ ぐ ーレイ ｾＦ てオーバーレ イ加工し たもの

ボード類の表面にメラミン樹脂塗料、ポリ エステル樹脂塗料、

4 塗 装 4置 フェノール樹脂塗料などを焼付または硬化させたもの

( 1草さが 0. 1- 以上)

ボード類の表面にプラスチック塗料を用いて 印刷 したもの

5 プ リ ン ト 板

( 公称樹脂厚さ 0. 1- 以上)



オフィスのトラフィ ックパターン

アウシ ョンオフ ィスの実例

化の可能性など，性能対応やコスト対応に幅があるのが特長である。材

料選択にあたっては，物理的遮断性能， 耐力，耐久性，加工性とコスト

の組合せで，設計条件IC適合 したものを選択，決定するなかで，最近，

耐火性，不燃性を求める傾向に加えて，人命にかかわる点でプラスチッ

クなどの発煙性はとくに注意しなければならない問題である。

プラスチック ICも，難燃性，自己消焔性のも のがあり ，材料性能，加

工性能， 経済性の有利な諸条件をもちながら ，その発煙置が多いと とか

ら，プラスチック化粧板などの不燃難燃の法的認定をする場合，化粧の

オーノてーレイの皮膜の厚ささえ制限を受けているのが現状である。

しかし，アルミ板，鉄板，石綿板，石膏板などの不燃性材料を台板と

した，プラスチック化粧板は，その特長を安全に発揮できるもの となろ

っ。

乙乙で，表面材と芯材について，不燃性のものだけとりあげて考えて

みると ，乙れも無機質系，金属系 K しぼられ，乙れに軽量性を加えると

一段と選択の幅がせばめられる乙 とがわかるし ，経済性の点でも，防災

対策がどれほど難しいかを物語っ ている。

不燃性パネルの組合せ

〈芯 材〉

i託 金 属 系 (軌組、ハニカム)

※ 石 綿 系 (波板、中空成型)

11 

石 綿 系 板

軽量プラスタ ー

軽量コンクリー卜

( 鉱物ウーノレ( 充明材)は、3*印と併用)

〈新 しい空間理 念一 一オフィスラン ドス ケ ー プ〉

〈表面材〉

石 膏ボ ー ド

石綿系ボ ー ド

金 属 ボ ー ド

町のグリッドパタ ーンが，その高速道路のパタ ーンと一致 しないと 同

様，従来の建築のモデュ ーラ ーコーディネイションによる スタティッ ク

なグリッドパタ ーンは，必ずしも ，そのトラフィ ックパタ ーンやわれわ

れの願望に一致しないととろから ，オフィスをダイナミックス として把

えようとする「オフィスラン ドスケー プ」の概念が西ドイツ ，アメリカ

を中心 IC動きはじめ，定着 しはじめている 。乙の概念による家具系装置

はすでに，オープン商品として，ア メリカでは，ハーマンミラ ー社が，

" ACT I ON OF F I CE-2"  " L I BRARY GROUP" を発表しており，園

内でも同じような ， トータ J レシステムで開発，商品化されている。従来

の建築間仕切が集団対応であるのに対し ，乙れらの家具系装置はきめ細

かな個人対応を基本iζ し，建築のモデュ - ) レから開放された，そのフレ

キシフ勺レな展開は「人と人J ，r人と もの」の関係をよりアクティビティ

ーの高いものにすると同時に ，プラ イパ、ンーとコミュ ニケ イションの両

面を解決しているなど，新しい計画領域を開発した点で注目に値する。

また，乙のシステムの発達は，建築モデュ ーラーコーディネイションに

新たな側面をつくると同時1( ，建築形態K モデュ - ) レグリッドにとらわ

れない領域を加える点など，建築自体1( ，波及効果をおよぼす乙とも考

えられる。

また，住宅，とくに集合住宅においては，住戸規模の制約のなかで，

ライフサイク J レによる， 家族構成の変化や，生活ノマタ ーンの変化，ある

いは，多様なパーソナリティ ーに対し，フレキシフツレで坐かな内部家具

系装置がト ータルシステムとして開発されており ，価格に問題が多いと

いわれながら，定着している製品も少なくないようである。

乙のように ，オフィスであれ，住宅であれ，それぞれの生活，行動パ

ターンの研究が進んだ結果，その内部装置は，建築系から ，新しい家具

系へ移行をはじめている乙とを，注視しなければならない。また，乙の

乙とが，建築計画の領域 IC変化を与えるのみならず，われわれ自身が乙

れに対応、する新しい計画領域を開発しなければならない乙とを示唆して

いるといえよう。

( かみむら たかゆき， うえまっ けいじ l i K 大林組本庖設計部〉
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床仕上材料としてのカーペ ットについて

原 向 弘

日本化学繊維協会が昨年実施した， 家庭におけるカ ーペットの使用状

況に関するアンケ ー ト調査によると， 7296の家庭ではなんらかのカ ーペ

ットを使用しているという結果が報告されている。畳の生活 IC長年なれ

親しんできたわれわれの生活のなかにカ ーペットはとれほど浸透し普及

してきている 。そ乙でカ ーペッ トを分類し ，生産量について簡単に述べ

て み よ う 。 ( 第 1表 ，第 2表)

第 1 表 カーベッ トカ種類

「手銭円カーベ ットー綴 通

総カ ーペット- j

ヒ機械絞 「ウイJ レトンカーペ ット

カーベ y ト4 アキスミンスターカーペット

しブラ y セルカーベ y ト

パイルのあるイ 「フック ドラグ(手事1) しゅう )

カーベ ット ト刺しゅうカーベット 4

L タフテ ッドカーベッ ト(機械刺し叩 う)

〈イ J レ接着 「コード カーベット

カーベット L電着カーベ y 卜

ニットカ ーベッ ト

「フェルトカーベ ット一一一 二一ドルパンチカーベ y ト

パイルのない斗

カーベ ット ｌ ｬＺＮＺＩ｣ＺＧ ｾ｟ ＮＮＮＮＮＧ＠ .. l_ _ r 手織
し織力一ベ ット斗

」重ね織

第 2 褒 1972年度カー ベy トの生産量

タフテッドカーベ y ト

ニ一ドルパンチカーベット

ウィルトンカーベ y ト

フックドラグ

ニ y トカーベ y ト

絞 通

37.769. 000m'  

23. 000. 000m'  

7. 001. 000m'  

2. 265.  OOOm'  

I  . 000.  OOOm'  

12. 000m'  

第 2 表のほかにユードカ ーペッ トが約30万d あるはずであるが，タフ

テッドカーペットとニ一ドルパンチカーペットで全体の 8 苦手lを超え，タ

フテッドだけでも全生産量の半分以上に達している 。 タフテッドカ ーペ

ッ卜は第二次世界大戦後アメ リカにおいて大いに発展し ，わが国でも 19

52年発売以来順調に伸び， 1964年頃から急激に生産が鉱大し，昨年は第

2 表のような大きな数量に達した。

タフテッ ドカ ーペットは大量生産が可能で，生産スピ ード はウイノレト

ンカーペットの20倍から 30倍といわれ，コ ストも安く，カ ーペットの普

及化 に大いに貢献している 。 また ，ニ一ドノレパンチカ ーペッ トも1967年

国産化 され，一般の床仕上材と従来のカ ーペット の両特性を兼ね備えた

第三の床材と して大いに宣伝され，圏内のメ ーカー も相次いで生産lζ 乗

り出し ，カッテングが素人にも容易にでき ，敷込みも簡単，しかも安価

という乙とから急速に普及した。

乙のように普及してきたカ ーペッ トも，前記の化繊協会の調査によれ

ば家庭内に使われているカ ーペ ットの69必は畳の上に敷かれており ，使

用目的はという設聞に対しては ， i 部屋を暖かくするため」という回答

が72. 1必 ，続いて「畳をいためないため」が24. 796， i 畳表を換えるか

わりに」が11. 496となっており ，住宅においてはカーペットはまだまだ

床仕上材と して使われず，敷物的な扱 われ方を しているようである 。

カーペッ トは家庭に普及する一方，一般の建物 IC . 設計の段階から組込

まれていく場合も多くなってきている 。た とえば7 ンションのリビン グ

J レーム からダイ ニ ングキッチン lζ ニ一ドルパン チか ，ちょっと上等な場
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合! こ コード カーペッ 卜などを床の仕上材として敷きつめている 。 コンク

リー トの床スラブ ICモルタ J レ塗りの下地をつくり ，直接とれらのカ ーペ

ッ卜を鮎る乙とによって，木造の床を造るような面倒な工事を省き，工期

の短縮化 とコスト ダウンを図っているわけであるが，足ざ

や柔軟で厚みをもつたカ 一ぺ.ツノ トの特性を生かして ，床tζ 発生する直接

衝撃音を低減させ，階下の住人に不快感を与えな いというようなメリッ

トがある反面 ，ダイ ニ ングキッチンなどでは調理台レンジから油がはね

るとか流しから汚水が飛んでカ ーペッ トを汚し乙れが除去できないとい

うクレームも発生している 。とれなどは ウー J レ素材のカ ーペッ トを使え

ばその素材のもっている防汚性能によってかなり汚れの程度は違ってく

るのであるが，高価なウ ーノレカ ーペッ トをキ ッチンの床にまで敷きつめ

るという乙とは経済的に許されないという事情もあり ，本質的にはキッ

チン廻りにカ ーペットを使うという ， 材料選択に問題があるのであっ

て，むしろ塩ピタイノレか木質の床の方が機能的には適 している。 しかし

キッチンの床材にも暖かさとソフ トさを求めるとすれば，昨年来園内の

メーカーでも売り出している，表面 lζ エンボス模様がありクッション性

を もっ た塩 ビシー卜 の方が機能的にも感覚的にもすぐれており ，カーペ

ットとプラスチックタイノレの双方の性能を備えた中間的な適性材料とい

えよう 。

カーペットがいかに普及したとはいえ ，いかなる場所にも使えるわけ

でなく，乙乙 lζ 材料選択のむずかしさと面白さがある 。住宅にしろ ，活

鱗，レジャー施設，ホテルなどの一般建築物に しろ ，そ乙に使われるカ

ーペットは床材としての機能的な商よりも ，色 ，柄， 感触といったよう

に感覚的な要素と価格で選択される場合が多く ，感覚的な質を価絡で評

価するというようなファッション製品化が一般化している 。そ してそれ

が余りにも前面に出てきているため ，機能的な面が軽視されがちにな

り. 前 lζ 述べたような問題を引起乙すのである。

カーペットが床の上に敷かれて使われる以上，その使われる場所によ

っては天井材，壁材などよりはるかにシビヤーな性能を要求されるはず

である。そ乙でつぎに床材としてのカーペッ トの機能を考えてみたい。

。 。 。

カーペットが床材としてもつ性能から主なものを拾いあげて分類する

と第 3表のようになる。

外観的性能 視覚，触覚 IC . 訴える感覚的な要系であり ，カーペッ卜の

ファッション性を支える重要な基盤となっている。デザイン ，感触，色

彩 ，パノレキ ー性とも ，主としてカ ーペッ トに使用主れる繊維素材に左右

される 。感触ノて J レキ ー性についてはウ ーJ レが優れているが，合繊素材で

も加工によってパルキ ー性を出す乙とができる。色彩は ウー J レがもっと

も染まりやすくソ フトで上品な色合いに仕上がる 。合織の場合も鮮やか

に染まる特徴がある。

機能的性能 床は上にのる種々な荷重を支えるとともに人間が歩く場

合に足が直接接する場所でもある。歩くときにすべらないという乙とは，

歩行という運動時に生ずる不婆な疲労を減らすことにつながり ，床材と

して保持すべききわめて重要な機能というととがいえる。 1 日の建物内

での歩行距離は成人男子で 5 kmか ら7 km，成人女子で 3 kmから 5 kmtζ 達

するといわれる。乙の歩行 Iζ 費やすエネルギーは，安静時の 4 倍にもあ

第 3 褒 カー ペン トの性能

外 観 的 性 能 |  デザイン 、感触、色彩、パルキー性

微 能 的 性 能 |  歩行性、安全性、保雌、吸音性

而 久 的 性 能 |  耐摩耗性圧縮弾性、染色竪牢度、耐光性

理 化 学 的 性 能 |  帯電性、難燃性、防汚性、防虫性



たる。そ してすべりやすい床を歩くときには転ばないように注意を払

い，足の筋肉を異常に緊張させるので疲れが激しい。したがって安心し

て気持よく歩ける という乙とは非常に大事な乙とである 。とζ ろが，よ

くふき込まれてツノレツ j レの フロー リングの住宅の廊下， 清潔を保つため

にワックスで ピカピカ に美しく磨かれたビ j レのプラスチック系の床は硬

くすべりやすい。実際，転倒災害は意外に多く ，46年の厚生省の発表し

た数字では 1年聞に 756人もの人が死亡している 。すべる床ばかりでな

く堅い床も足の筋肉に衝撃を加えて疲労が増す。

すベらず歩きやすいためには ， どのような性能が要求されるだろう

か。床にかかとが接すると ，床 !Cは当然垂直方向の分力が加わるが，同

時lζ 床とかかとの間 !C水平方向の分力が前向きに働く。そして乙の力に

抵抗するすべり止めの力が後向きに働く。水平分力と乙の抵抗する力と

のバランスによってすべるかと、うかがきまる 。すべり止めの力としては

まず第ーにかかとと床仕上材との摩擦力であり ，第二に体の重みで床材

もかかとも変形しへ乙む乙とによってできるひっかかりである。摩擦抵

抗は塩ビタイルやシ ー ト類，木質床材，磨かれた石などに較べるとカ ー

ペットのように繊維が集合した表面では大きく働く。それにもまして表

面が凹んでひっかかりが大きくなり，すべりに対して十分な抵抗をもっ

乙との効果が大きい。カ ーペットはすべりに対して有効に働き，また，か

りにすべって乙ろんでもその柔軟な表面のため怪我をしないというよう

に歩行性，安全性に関しては他の床仕上材の追従を許さないすばらしい

特徴をもっている。保温性という点でもカ ーペットは断然優れている。

第 1 図をみるとわかるように，熱伝導率の小さいものほど熱の軍事われ

芳が少なく ，索足で床上を歩く場合lζ 足裏の接触冷温感が良くなる。カ

ーペットの場合ノ勺レキーな表面形状のため足裏と密着しないで凹んだと

乙ろに空気屈ができ媛かさを増す。熱伝導率が小さく厚みも仕上材とし

てはかなり厚いため断熱性ももち，部屋に敷つめた場合，冷暖房の効率

を上げる乙とが可能である。暖かな接触感，明るい色彩，保温性といっ

たととが心理的にもゆたかな感覚を与えるという点ではカ ーペットにま

さる床材料はない。吸音性，カーペットの吸音能力はあまり注目されて

いないようであるし ，研究調査 もあまりなされていないようである。し

かしカ ーペットの吸音性の良さについては，その材料構成からみてもす

でに一般に知られていると乙ろである。

第 4表は各種仕上材の吸音率を比較した表であるが，高温域ではかな

りの吸音性能を有している。また，床IC物を落としたときの衝撃音を吸

収する効果などについては，前l乙述べた通りである。

以上のようにカ ーペッ トは床材として多くの優れた機能を有しており

使い方を十分検討する乙とによりその性能を発揮させる乙とが可能であ

る。

耐久的性能 ・耐摩耗性 カーペットのよ うに柔軟な材料は，硬い石材
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時 間 ( 秒)

- ポリプロピレンニ一 ドルパンチ( フォ ームパック)

ポリプロピレンタフテッド (フォ ームパ y ク)

ロポリプロ ピレンニ一ドルパンチ

アクリルタフテッド

アク 1) ) レウイル トン

× 杉 板 12 -

0 塩ビタイ ル 3 -

・鉄 板 5 -

第 Ｑｾ 床の表面に足裏を接触させたときの足裏温度変化

第 4 褒 各 種 仕 上 材の吸音率

q亙 音 率

庫 さ

128Hz  512Hz  2048Hz  

大 E里 石 0. 01 0. 01 0. 015 

松 ヰオ 1 9 - 0.098 0. 10 0. 082 

松フローリング 0.09 0. 08 0. 10 

リノリューム 3 - 0.03 0. 05 0.04 

畳 0.31 0. 58 0. 43 

ニード J レパンチ

カー ベ y ト 5 - 0. 10 0. 13 0. 38 

(ポリプロピレン)

タ 7 T ッド

カーベ ッ ト 1 0 -
。10 0. 14 0. 63 

(アクリル)

やプラスチック床材と同じような摩耗テストを行うとかなり厚みが減少

するが，乙れは圧縮変形によるもので，摩耗による減少はほとんどな

い。素材的にはウ ールがいちばん強く ，ナイ ロン，アクリ J レ，ポリ エス

テJ レなどの合織が続き ，スフが最も弱い。圧縮弾性の低いものは，長い

間ふみつけると変形してしまい ，元にもどらなくなる。いわゆる 「へた

り」が出る。素材的にはウ ーJ レの弾力性が最も優れ，アクリ ) V，ナイ ロ

ン，ポリエ ステ J レの順で少しずつ劣 り， スフがやはりかなり劣る。 i へ

たり 」は素材のもつ性能とカ ーペット 表面の形状にも左右される。 一般

的にはパイ J レがカットされたタイプよりループタイプの方が圧縮変形の

回復性が大きい。染色堅牢度と耐光性は同じような性能と考えられる

が，染色堅牢度のなかには，摩擦や洗濯による色落ちと紫外線による極

色が含まれている。また，耐光性というのは紫外線による劣化の度合い

を窓味する。乙れらも素材によって決まるがウ ーノレが良く ，合繊，スフ

の順である。耐久性は以上のように素材に左右されると乙ろが大きく，

使用条件とも大きくからみ合い ，価格とのバランスによって評価される

もので，耐周年限についても物性的な耐用性だけでなく ，カーペッ トが

ファッ ショ ン化した今日では柄，色彩等の流行によってその価値が変る

ので簡単には決めかねる。

理化学的性能 理化学的性能のなかでも現在問題となっているのは，

帯電性と難燃性である。帯電性については合織とくにナイ ロンがカ ーペ

ットに使用されはじめてから問題になった。平衡水分率が比較的大きい

ウーJ レの場合は問題がないが，合織は一般に繊維IC含まれる水分がきわ

めて少ないため ， 空気中の湿気の低い ＱＱ 月 ｾＴ 月の乾燥期には帯包 し や

すく ，カーペットの上を歩いた後，扉についた金属製のノ ブに触れる と

高圧の静電気が流れ，人体にショックを与えたり，火花放電による災害が

発生するなど問題が大きい。そこで静電防止加工を施したものが開発さ

れたが，表面が摩滅する と効果が薄れる。また金属繊維をパイルのなかへ

織り込んで放電するなどの方法もとられているが，完全とはいえない。

カーペッ トの難燃性試験方法としては 1971年に制定された J IS L  1091 

繊維製品燃焼試験方法の芯かの B 法を適用する乙とになっ ている。しか

しζ のテ スト はなかなか厳しく，また，かりに合格しでも難燃性の表示

は家庭用品品質表示方法により任意表示となっており，絶対表示とはな

っていない。しかし高層建築物や人閣の集中する建物等での火災による

死亡事故の多発等もあって，東京都では条例を改正し ，1972年 7 月 l 日

より特定の建築物の階段に敷かれるカ ーペッ トには難燃規制を実施する

ととになった。建物の火災を永年研究した結果でも壁 ・天井材の不燃化

の必要性は早くから知られていたと乙ろであるが，床材については余り

問題にされていなかった。しかし階段の床材が燃焼して火が上の階には

い上がるという可能性を考慮し ，延焼防止の観点から東京都の規制も出

てきたわけである。

つぎに東京都火災予防条例による難燃規制のあらま しを述べよう。

まず難燃性を有するカーペッ トを階段に使用 しなければならない建物

としては，主として建築基準法第 2 条に規定されている特殊建築物であ
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る。すなわち ，

・劇場，映函館，演芸場，観覧場 ，公会堂または集会場

・キャバレー， カフェー， ナイトク ラブ，遊技場またはダンス ホール

・待合，料理屈，その他とれに類するもの

- 百貨活 ，7 ーケット，その他の物品販売業を営む庖舗または展示場

・旅館，ホテノレ，宿泊所

・病院，診療所，助産所

・老人福祉施設等の施設，幼稚園 ，盲学校，主語学校等

東京消防庁防炎性試験規程の別記「階段! O : 使用する敷物類の防炎性試

験規格」は概略つぎのようなものである。

カーペットを22c血 X 49cmI L切り取った試料をタ テ， ヨコ 3 枚ずつ用意

する。所定の装置で 45
0

IL保持した試料にメセナミンを虫ピン 3 本で取

付け着火する。メセナミンに点火後メセナミンおよび試料が燃焼しつく

した後の縦方向の炭化長を測定 し，6 個の試料の平均値が l Ocm以下のも

のを合格とする。

乙の試験はウ ールを標準としたもので，ウーJ レはほとんど問題なく合

格する。化合織のカ ーペットは難燃処理をしなければ合格しないが，処

理方法はなかなか難しく ，すべてが合格しているとは限らない。しか し

ながら建築物の内装の不燃化，難燃化が社会的ニ ーズであるとすれば，

今後カーペットの難燃化も東京都のみならずその他の大都市を中心に拡

大 していく可能性も十分考えられる乙とである。

防汚性についてはウ ールの優位は動かないが，合織物も吸水性が低い

ために比較的汚れには強い。防虫性という乙とになるとウ ールは弱く ，

防虫加工が必要である。化合織はとの点では有利である。

以上各性能につき簡単 lζ 触れてみたが，各性能は単独に優れているだ

けでなく相互に関連し合っていなければ効果を発揮できない。また使用

場所の要求性能10 : 合致しなければならない。カ ーペットの素材としては

ウールが総合的に優れている乙とは動かしがたい事実である。しかし高

価なウ ールカ ーペットをあらゆる場所に使うというととは経済的見地か

らすれば不合理なととで，使う場所に合った性能をもっカ ーペットを価

格とにらみ合せて選択する乙とが必要 となろう。

。 。 。

乙乙で前 10 : 戻ってカーペットの生産量を眺めてみると ，タフテッドカ

ーペットが圧倒的に多く，ニ ー ドソレパンチカ ーペットが乙れ ILついで‘ 多

いが，乙れらの需要先は住宅はもちろんの乙と，乙のと乙ろ建設ブーム

の観がある マンションをはじめ ， レジャ ー施設， ビジネスホテルなど10:

ある といわれている 。一戸建住宅を除いた一般建築物の場合，建物の設

計時 IL カーペットも仕様をきめ ，建設業者と契約するとき床仕上材と し

てカ ーペットも含まれるケ ースが多くなってきた 。乙のように建築資材

として見積りのなかに入れてゼネ コン工事のなかで発注されるカ ーペッ

トを，コントラク トカーペットと称している。コントラクトカ ーペッ ト

は一般の床仕上材としてシピヤ ーな使用条件10 : 耐えうる ものが要求さ れ

る。乙の要求lζ 応えうるものがタフテッドカ ーペットである。コント ラ

クトカ ーペットとしてはニ 一 ドルパンチカーペッ ト， コー ドカーペッ ト

も入り得るが，中心となるのはやはりタフテッドである。タフテッドの

生産 スピー ドが他に較べて格段に大きいという乙とは今後の進展 IL有利

であり ，後れた性能をもっている乙とは大きな強みである。カ ーペッ ト

を床仕上材として扱う場合 IL重要な乙との一つに施工法がある。

そ乙でタフテッドカ ーペットの新しい施工法について若干述べてみよ

う。タフテッドカ ーペットが全広幅カ ーペットの 9 割を占めるアメリカ

ではwall to  wall の敷詰め使用が非常に多く，数込工法もそれに合せ

て能率的なものが採用されている。わが国でも 10年ほど前から紹介され

普及しつつあるグリッパー工法がそれである。新しいとはいえ ，すでに

大方，周知の工法なので詳細は省くが，床の周囲 lζ カーペットグリッ パ

ーと称する針が逆に植わっている板を固着させ ，乙の上K カーペットを

引掛けて釘跡を見せず敷込む工法で，能率的であると同時にカ ーペッ ト

の表面にたるみ， しわができず，仕上がりがきれいである。しかし乙の

工法ではカ ーペットの下に下敷き材( アンダー レイヤ ー〕としてフェル ト
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やスポンジを必要とする。一方，タフテッドカ ーペット自身は基布にグ

ュー トを用いパイ j レ糸を刺し込んでラテックスで固定し哀貼りを してで

きあがる。高級品になるとさらに第二基布を裏貼りする。乙れらがタフ

テッドカ ーペットの一般的な構成であったが，近年開発されたのがフォ

ーム ラパーパッキングで， フォ ームラパー を裏面 IL 付加すると とによ

り，カーペットの弾性，硬さなどを改良できるほか，吸音，断熱効果，

クッション性が向上する利点がある。さらに敷込時 IL アンダーレイ ヤー

を必要としない乙とは施工の簡易化に寄与しメリットは大きいが，一方

では新たな問題を引起とした。それは，ジ ュー トパックの場合グリッバ

ー工法を使わな い場合は接着剤による全面接着，部分接着の工法をとっ

たが，フォ ームパック! となるとグリッパー工法は使えず，接着工法を使

わざるを得なくなる。耐用年数を過ぎてカ ーペットをはがすとき ，ジュ

ー トパックの ものはうまくはがすととができるのに ，フォ ームパックは

破れて下地の方10 : 残り後始末に困る事態が生じた。

乙の解決策として登場したのがピールアップ工法である。 ζ れはフォ

ームパックのカーペットを床IL貼る場合，下地 10 : プライマ ーを塗布し ，

その上IL接着剤を塗ってカ ーペットを貼るのであるが，実は乙のプライ

マーがー穫の剥離剤で，粘着テープの聞にはさんである剥離紙と同じ原

理である。乙の工法で貼ればフォ ームパックのカ ーペットも楽に剥離す

る乙とができ ，貼換え作業は短縮される。日本ではフォ ームパックのカ

ーペットが出はじめて日が浅く，貼換え時期にきていない乙ともあっ

て，まだ一般に普及しておらず，現在大手 3 社を中心IL数社で実施して

いるに過ぎない。施工の簡易化とコストダウンという目標にフ ォー ムパ

ックのカ ーペットが適合しているとすれば今後ピ ーJ レアッ フ。工法も大い

に採用されよう。現在ではフォ ームパックのカ ーペットは普通のジュー

トパックのカーペットより高いし ，ピ- ) レアップ工法も普通の接着工法

10 : 較べると 5 割増程度の コストアップになる。ジュ ー トパックカ ーペッ

ト+ アンダー レイヤ ー+ グリッパー工法とフォ ームパックカ ーペ ッ ト +

ピールアップ工法のト ータルコストのかね合いでいずれを採用するか決

まる乙とになる。

。 。 。

最後に ，最近かなりの伸びをみせ注目されているシャギータイプのカ

ーペット 10 : 触れてみたい。乙れは一般的にはパイル長が 3 cm前後のタフ

テッド カーペットである。ヨ ー ロッパやアメリカではすでに一般化して

いるが，ヨー ロッパとアメリカではその展開が全く異なっている。カー

ペット発展の歴史的な背景と国民性が反映しているのがわかり ，興味深

い。ヨ ーロッパでは英国， ドイツ ，オランダを中心とした機械織りと ，

スウェ ーデン，デンマ ーク，フィンランドなど北欧の手織りのシャギー

と二つの系統がみられる。北欧のシャギーもすべてハン ドメイドではな

く2 割程度であるが，素材にウ ーJ レを使い，すばらしいデザインと鮮. や

かな色彩を現出させる染色技術は他の追従を許さないものがあ る。ヨ ー

ロッパに おいて無地もののシ ャギーは敷詰め ，柄ものは床 lζ アクセント

をつけるピース敷きというのが一般的であるのに対し ，アメリカでは合

織とくにナイロンフィラメント使いのシャギーがオフィスの床にも進出

し，なかで・も プリントされたシャギーは目を見張らせるほどのすばらし

いものがあるといわれる。わが国の経済的，社会的発展のパタ ーンがア

メリカのそれを踏襲するという説が正しければ，日本 IL おいてもシャギ

ーの全盛時代を迎える乙とになるかもしれない。公害IL対する反援，自

然 {ζ 対するあこがれ，ハー ドなものよりソフト なやすらぎ，乙ういった

感覚 lζ 対してシャギーカーペットは十分応えてくれるであろう。そとに

はカ ーペットが床仕上材としてハ ー ドな機能を要求されるだけのもので

はなく ，心 IL訴える何物かを求められているという乙とが示されている

のではなかろうか。

終りにこの文をまとめる IC当って種々資料の提供をお願いした東洋リノリュ ーム KKの大過

去， 吉野氏，辻回織物の平山氏，日本カ ーペット協会の中西氏 IC謝意を表したい。

重要考文献 ・引用文献 「タフテッドカーペット手引書」日本カーペ Iノト協会

「カ ーペットハンドブック」ダイヤモンド社

「カ ーテン ・敷物 IC関する調査報告書」日本化学繊維協会

( はる なおひろ K Kクラレ営繕部〉



防水工事と材料

次孝井

山

署吉

外殻の防水について考えると，地下部の外壁は二重墜にて，床は排水

ピットを設けるなどで処理しており ，一方，地上部の外壁は仕上材の防

水性に頼っており ，とくに防水屈を設ける乙とはまれである。また最近

ではホテル ・マンシヨン等の浴室 ・便所 ・洗面所にはサニタリ ーユニッ

トが採用され，パイピング工事のみで防水工事を行わない傾向にある。

したがって本格的に防水工事を行うのは主として屋板だけとなり ，他の

部位の防水は屋板の防水の応用という乙とになるので，乙乙では屋根防

水工事に主践を置 く乙とにする。

はじめに

防水は建築物がもつべき重要な機能のうちの一つであり ，材料 ・工法

の選択ならびに施工 ( C万全を期さなければならない。工法的には下地全

面を防水屈で被覆する場合と. 7 . 1 < 密性の高い部材相互の接合部のみを・ン

- ) レする場合とに大別される。一般には前者を防水工事，後者をシー リ

ング工事と呼んでいるので，乙乙 でも前者に限定したい。

建築物で、防水を必要とする個所は ，建築物の外殻としての屋狼 ・外壁

( 地上部 ・地下部) ・土 l乙接する床.7.1<を使用する室の床 ・壁，ならび

に水を貯めるための水槽などであろう。

I  

屋根構成材料と防水層

屋根という部位は，外壁とともに建築物の外殻をなすもので，外部環

境と室内環境との境界面に存在する部位である。したがって機能的には

外部環境の水 ・熱 ・音 ・光その他のアタックによる室内環境の破壊をい

かに防ぐかという役目をもたされている。

そのために コンクリ ート 系陵屋根では，図 1 !ζ 示すようなな材料構成

になっている。図中のタイプ名の記号は，機能別 にL : 防水庖 . S ス

E  

屋槙の材料構成分類 ( 岩井)

タイプ

図 1

ラブ. K 断熱層を表わし ，それらを組合せたものである。防水材料工

法の選択に際しては，乙れらの組合せに適したものを考慮しなくてはな

K  

断

面

略

図

らない。

屋根 の防水材 料工 法 の種 類

一般に防水は ，熱アスフアル ト防水 ・冷工アスファノレト防水 ・シート

防水 ・塗朕防水lζ 分類されているが，最近では各種の材料工法が開発さ

れ，前記分類法では所属不明のものが出現している。そ乙で新分類法を

E

 

L - S - K  タイプ

断

面

略

図

タイプ

ν

R

u

n

a
」

e
o

断

面

略

図

試みたので図 2 Iζ 紹介する。乙れらのうち主なものの概要はつぎの通り

である。

1. シート状+ 液状~アスフアルト系

いわゆるアスフアルト防水と呼ばれるものであり，屋根防水の主流を

なすものであり ，普通アスフアル ト防水と特殊アスフアル ト防水に分類

される。熱工法の場合，前者はアスファ J レ卜 ( JI S の 2 種相当品) が防

K  

「T 7 ーフ- K

/ l - J I - j  Ｗ ｔｾ＠

l Il  I:_ Il 

タイプ

断

面

略

図

水の主でソレーフイング ( JI S 規格品) は従であるとした考え方で，後者

はアス フアルト ( J I S の 3 - 4 種相当品) も特殊J レーフイングも主であ

るとした考え方である 。特殊熱アスフアノレト防水!C使用される材料の商

品名を表 1 - 表 2!C示す。なお，特殊熱アスファ j レト防水の考え方をそ

のまま常温工法化したのが「カスタム防水( 日新工業) J である 。

断

面

略

図

2. シート状~合成樹脂 ・合成ゴム系

シート防水と呼ばれるもので，防水は 1005ぢシートが受持つという考
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( 防水方式) ( 防水材の形状) ( 防水材料) ( 施工温度) ( 商品名 の例)

全面防水

「 合 成 樹 脂 一一一一一一一一 常 温工 法 一一 ロンプルーフ

ト 合 成 ゴ ム 一 一 一 一 一 一 常温 工 法 一一ベルシート、ネオルーフ ィング

シート状 ーイー ゴム化アスフアルト 一 一 常温 工 法 ー ビチュシーン、アスシー卜

I  _  _  r 一 一 常 温工 法 一一 ガムロン防水

」 フアル卜 一一一寸

」一一一 熱 工 法 一一 アコシート

「 特 殊ルーフ ィ ン グ 「 熱 工 法 一一 ピニロイド防水

シ ー 卜 状 I  + 特殊 アスフアルト →

+ 液 状 ー 斗 」 常温工法 ー カスタム防水

L アスフアルトルーフィング 「 熱 工 法 一一各社通常アス フアルト防水

+ アスフアルト →

」 常温工法 一一 ゾー ンシ ステム

屋

根

防

水

「 合成樹脂( + 布) 一一一 一 常温工法 一- A R防 水

液状( + 布) 十 合成コ'ム( + 布) 一一一一常温工 法 一- NS防 水

」 アスフ アル ト( ート布) 一一 常温工法 一一 コンポジット防水

「 アスフ アル 卜一一ー一一一一 常 温工 法 一一 パ ーマルーフ

液 状 一一一十 ゴム化アスフアルト 一一一 常 温 工 法 一 プ レ ノ テ ク ト、ハルコート

ト 合 成 樹 脂 一一一一一一一常温 工 法 一一 アロンコート、各社ウレタン防水

」 合 成 ゴ ム 一一一一一一一一ー 常温工法一一デンカク ロロポンド

「 ゴム化アスフアルト ー 「 常温工法ーーハ ルコート

I  .-. L ー熱 工 法 一一 フジシール

白地防水 一一 液 状 一一→

」 合 成 樹 脂一一一一一一一一 常，E 工 法 一一 各 社ウレタン 防 水

図 2 防水材料工法の分類 (岩井〉

表 1 アスフアルト J I S 3種 4 種相当品 ( 岩井 )

J  I S  A  60111二 よ る

ア ス タ イ ト アスタイト 75 三塁ハイ コート
マルエス マルエス マルヱス7ス7アルト マルヱス 7' ).7アルト

アココンパウンド ハト印SRコート

品 質 規 定

項 自

シグマー卜 S シグマート L コンパウンド 3号 コンパウンド 4号

3  ，重 4  1重 (田島ルーフィング) ( 同左) ( 同左) ( 日新工業) ( 同左) ( 同左) ( 同左)
( 三星産業) ( 静岡涯膏工業)

軟 化 点("c ) 100 以上 95以上 106 103 104 105 103 104 104  105 .5  102 

車十 入 度

20- 40 30- 50 35 46 25 30 44 30 36 38 26  

25・C . 100 9 .  5  sec 

針 入 度 指 数 5 以上 6 ι L上 6. 3 6. 7 5. 4 5. 9  6. 6 5. 7 6.1 6. 4 
5. 3 

蒸 発 量 ( %) l 以下 1以下 0. 03 0. 02 0. 04 0. 01 0.01  0. 01 0. 01 0. 02 
。。

ヨ| 火 点(' c ) 280 以上 280  !;よ上 290 290 285 289  293 
お l  290  310 290 

四i基化炭素可溶介( %) 97以上 % 以上 99. 5 99. 6 99. 0 99. 5 99. 6 99. 5 99. 5 99. 8 99. 8 

フラースぜい化点('C) - 15以下 - 20以下 - 24 - 26 - 1 5  - 20  - 25  - 18 - 23  - 25  - 1 5  

だ れ 長 さ (- ) 8 以下 10以下 2.0  2. 0 3. 0 2  3  2  4  4  

加 熱 安 定 性 合 オ畠 合 格 合 4各 合 格 合 絡 合 裕 合 格
d回b、

格
A回0 .  

絡 4日" "  格

表 2 特殊J レーフィング相当品 岩井)
(  ) 内は試験方法が異なるための参考数値

J AS S  8  
ハ イ ス タ ー

強力ギJ レソイド
S P ビニロン70

S P ビニロン
ビニロンルーフィング ビニロイド 2 号 ビニロン S R A  

項 自 による品質規定 ルーフイング j レーフィング

(標 準 値) ( 田島ルー 7 イング)
( 同 左)

(同 左)
{ 日新工業 )

(同 左) {三星産業 ) (静岡涯背工業 )

製品の単位重量 (g 'm' ) 1500ι よ上 1610 1660 1685 1690 1890 1640 1813 

原反の単位重量 Ig m' )  120以上 120 120 181 249 238 160 146 

アスファルトの単位置量 (g m' ) 850以上 920 850 909 958 1110 850 1002 

引ｾ強さ
長 手 方 向 12ι ム上 13. 0 14 (22. 1 )  ( 17. 4)  ( 29)  ( 17. 5 )  (  9.7) 

10"""備当り

( kg)  
幅 方 向 8以よ 9. 2 5  (  16. 9 )  ( 17. 0 )  (24.5)  ( 14 .0) (  9. 7) 

最大何重時
長 手 方 向 8以上 9. 0 40 (32)  (33 6)  (21 )  ( 50)  (  16. 0)  

の 伸 び 率

(%)  幅 方 向 12以上 12. 5 40 (35)  35. 0 )  (29)  (55)  (23. 9 )  

伸縮量(""" ) 4  .5以下

寸法安定性

変 責主 異常なま酔を生じない

低 ; 且 可 j尭 性 Ｗ 冊ｾ冊以上舗のこ ｴ dロ>. 
4書

4国〉、
格

l 巻 の 重 量 (kg )  35. 5 36. 6 35. 8 36. 8 40. 2 35. 8 36. 1 

長 さ ( m) 21. 0 21. 0 21. 2 22. 1 22. 8 21. 0 21. 3 

幅 ( m) 1. 0 1. 0 1. 0 0.96 0. 93 1.0  1. 03 
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表 3 市販の合成高分子ルーフィング一覧 ( 岩井)

寸 ，去 プ ラ イ マ ー お よ び 接 着 剤

製造また は 積 層 材 料

主 成 介 商 品 名

厚さ 巾 長さ

シート・下地コ

シ ー ト

備 考

( m) X ( ml x ( m)  
ンクリー卜 ( モ

相 互 間

販 売会社名 (  ) 内は その位置

J レタル ) 問

日i . ! ハイシー
0，8  X  ｏ ， ｾｉ＠ X  ｾｾ＠ ポ リ ク ロ ロ プ ポリク d ロ B i! 化 学 工 業

加 硫 型
トE 1，0  .. 1，2  .. 20 

レ ン ゴ ム プレ ンゴム 日i! 特 殊 化 工

日i. t ハイシー ｉ ，ｾ＠ X  ｏ ， ｾｉ＠ X  ｾｾ＠
向 上 同 上 向 上

未 加 硫 ブ チ J レ

加 硫 型
トE B  1，2  .. 1，2  .. 22 

接着剤y ( 裏 )

プ チ ル

N  R  C アク口

カ ッパ ー

ｉ ， ｾ｟＠ X  1.0 X  10 

1，05 

ブ チ ル ゴ ム な L 日 本 涯 膏 工 業 銅 箔 ( 表 ) 未 加 硫 型

コ ム
N  R  C アク ロ

1. 0 X  0，91 4  X  11 向 上 な し 向 上 ア ル ミ 箔 ( 表 ) 未 加 硫 型
アルミ

サ ン タ ックル ｾ ， ｾ＠ X  1，07 X  10 
プ チ ル ゴ ム な L 早 川 ゴム

非加 硫 プ チ J レ

非 加 硫 型
ーヲ 2. 0 

接 着 剤 ( 裏 )

レジマ ッ ト 2，0  X  1，0  X  10 ブ チ ル ゴ ム な し 小 野 図建 材

非加 硫 ブ チ J レ

非 加 硫 型

接着剤1) ( 裏 )

ヰ オ ル ー フィ Ａ，ｾ＠ 2，0  ポ リ ク ロ ロ プ ボリクロロ

三 塁 ベ ルト

未加 硫 プ チ ル プ チ ル : E  P  

ン グ E B  

1 2 3 0  X 1. 2 X 20 

レンコ' ム プレ ンゴム 接 着 剤 ( 裏 ) T  = 30 :  70 
1. 5 

ヨシノシ ー ト

0，8  

プ チ J レゴム. ニトリルゴ 吉 野 理化 ヱ プチル・ E P  
1，0  X  1. 2 X  20 

B  

1，2  

ウ レ タ ン
i ‘  業 T  =  30 :  70  

ニ ト ル ー 7 ＱＧｾ ｘ ｏ Ｇ ｾ ｘ ＲＰ＠ ブ チ ル ゴ ム な し

日 東 電 気 エ 未加 硫 プ チ ル プ チ ル : E  P  

1，3  .. 1. 2  
業 接 漕 剤 ( 裏 ) T  =  40 :  60 

目 立 防 水 シ ー

0.8  1. 5 

ポ リ ク ロ ロ プ ポリク口口 プチル・ E P  

ト

1 . 02 ，OX I ，2 X 20 

レ ン コ. ム プレ ンゴム

目立 電 線

T  =  50 :  50 
1，2  3，0  

ブ チ ル

N  P  y ート 2
1. 1  1，8  

1. 3  

10 

プ チ ル ゴ ム プチルコ' ム 日 新 工 業

未加 硫 ブチ J レ プチル E  P  

E  P  T  
号

1，5  

X  1. 2 X i o 

接 着 剤 ( 裏 } T  =  50 :  50 

τ1 ι  
エ ス ロ ン 防 水

1，0  X  1，0  X  20 

タ ー ル エ ポ キ タールエポ 積 水 化 学 工 未 加 硫 プ チ J レ プ チ ル : E  P  

シート R N  
‘y  

キシ 噌色 接着剤1) ( 裏 ) T  = 50 ・50

トーヨーシー

ＡＮ ｾ＠ ｾ Ｎ ｾ ｘ＠ 1.2  X  10 

ポ リ ク ロ ロ プ ポリクロロ

東 洋 ゴ ム ヱ

未 加 硫 プ チ ル プチル・ E P  

トP 1，2  2.0  レ ン ゴ ム プレンゴム

業 ， 東京ト

接 着 剤 ( 裏 ) T  =  60 :  40 
ー ヨ ー ゴ ム

01.8 0 2 . 0 X 1 2 X  10 

ブ チ ル ゴ ム ，

ポリクロロ 3量紡合成 ブチル・ E P  
ベ ル シ ー ト ポ リ ク 口 口 プ

i  :  5  3. 0 "  "  - "  20 

レ ン ゴ ム

プレンコ'ム
イヒ 学 T  =  65 :  35 

ア サ ヒ ル ー 7

0. 8  X  1. 0 X  20 

ポ リ ク ロ ロ プ ポリクロロ

日本ゴム

未 加 硫 プ チ ル プ チ ル : E  P  

イン グ γ ー ト レ ン ゴ ム プレンゴム 接 着 剤 ( 裏 ) T  =  70 :  30 

ケルシート 0，8  X  1. 0 X  20 同 上 向 よ ケ ル ビ ン 同 上

プチ J レ: E  P  

T  =  70 :  30 

ユー ロン シ ー

0. 9 X  1. 0 X  20 

ポ リ ク ロ ロ プ ポリクロ ロ

小 野 田 建 材
ト レ ン ゴ ム プレ ンコ.ム

ｉＮｾ＠ X  1. 0 X  ｾｾ＠
東 亜 技 建 工

Y  K  " ータ 向 上 向 上 業 . 大 和 護
1. 5 .. . . - "  20 

銀 製 作 所

ｾ ， ｾ＠ ｉＮｾ ｘ＠ 1. 2 X  ｾｾ＠
高者& ゴム，

ポ リ ク 口
ア ク ワ シ ー ル 向 上 向 上 ユ ニ ー ク 建

1  .0 1，5 "  .. - "  20 

材

ロ プ レ ン

モ ル ナ イ ト M
モルナイト

1. 0 X  1. 0 X  10 同 よ 同 上

ゴ ム

S シ ート
興 業

レクロン 1. 0 X  1，0  X  10 

ポ リ ク ロ ロ プ ポリクロロ 光 清 化 成建

レ ン ゴ ム プレンゴム 設

プ チ ル ゴ ム .

ピーロンメ y

N  R  C クロラ

1，5  X  1. 0 X  10 ボ リ ク ロ ロ プ プチルゴム

日 本 涯 膏 エ シ ュ ( 中間 )

イ トシ ート
業 未加 硫 プ チ ル

レ ン ゴ ム

接 着 層 ( 裏 )

レオパノ ー ル Ａ ， ｾ＠ .. ， _  .. 10 
ポリイソブ

タ キ ロ ン 化 学

B  A  
ｾＮｾ＠ X  1. 0 X  is ア ス フ ア ル ト

チレ ン

ケ ル ビ ン ， 東

ポ リ イ ソ

2，0  i羊 ゴ ム 工 業

プ フ ス ト シ ー

1.0 X  1. 0 X  15 ブ チ ル ゴ ム ブチJ レコ'ム

田 島 J レー 7

プ チ レ ン
ト l 号

イング

プ フ ス ト シ

l ι X  1，0  X  15 ア ス フ ァ J レト

アスファ Iレ

向 上

ビー ロ ン 不 織

ト 3 号
ト 布 ( 裏 )

クロロス J レ

J 、 イ " ロ ンシ ポ リ ク ロ ロ プ ポリクロロ

昭 和 ヰ オ プ

アス ベ ストフ
ホン化ポリ

ート

0. 8 

レ ン コ' ム プレンゴム

レ ン ， 日 新

ェルト ( 裏 )

試 作 品

エチレン
工 業

ポ リ エ チ マ イ ァ ィ シ ー

2. 0 X  1. 3 X  50 

マ イ ァ ィ レ ジ マイァィレ

大阪マイト

ポ リ エ チ レ ン

レ ン ト ン ( ?  )  ジン ( ?  )  ス ポ ン ジ 製

卜ーヨー L ポ 10 

エ チ レ ン ， ポ

東 京 ト ー ヨ

エ チ レ ン リンシート
0，8  X  1.1 X  io リク ロロ プレ 加熱融藩

ー ゴ ム

ン ゴ ム

酢 ビ

E  V  A シ ート
ホ ッ トガ ブリ ジ スト

ン，j I j 周波 ン タ イ ヤ

ヨシノシート

01..8 0  X 1 8 X 20 

ポリウレタ 吉 野 理化 工

ポリ 1孟化ビ ー

A  

ポ リ ウ レ タ ン

，〆 噴量

J レ， ニ ト リ ル

コ' ム = 70 :  30 

ｾＮｾ＠ X  1.83 X  18 

酢 ピ . ア タ リ

ニトリルゴ ロ ンシ ール
露 出 用 ， 歩

ロ ン ブ ル ー 7 J レニ ト リ ル ゴ
麻 布 ( 裏 )

ポ リ t孟 化
2，5  

ム . ヱ ポ キ シ

ム，溶接 工 業 行 用

ビニル
リベ ッ トルー

2. 0 X  1. 2  X  15 

酢 ビ . ー ト リ

溶 接

東 E玉樹脂 エ ｩ ｾ ビスポンジ
露 出 用

7 A  J レゴ ム 業 ， 山出 興 産 裏 )

押えコンクリ

リベ ッ トル ー N  S ・2. 2X I. 2X I5

ニ ト リ ルコ' ム i富 接 同 上

N  S の み11 ビ ート を要す

7  N  S ， S  S  : 1 ，2X I. OX I0 スポン ジ( 裏 ) N  S 平 場 周

S 立 上 用
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ヨ賢 一4 塗膜防水一覧 ( 岩井 ) 表 5 常温工法アスフアルト一覧 ( 岩井)

主 成 分 商 品 名 会 社 名

ARベト ロy ク防水 旭化成工業

分 頬 商 品 名 キ寺 徴 会 社 名

実 繍

( BB47 .8鋼)

ア ク リ ル 系

ゴー レックス E C

鎗紡合成化学

防水

アロンコート 東亜合成化学工業

デンカクロロポン

電気化学工業

ド

l 天然アスフアルトに石綿を ，昆入したち の

ゾーンシス予ム 2 手塗 η またはスプレ ー施工

3 物 性 軟 化 点 6 1. 7"C  不 ニ 興 産 10000m' / 月

{スエプコ7 ス7 7ルト 針入度 46 (  25 ' C )  

，寄 伸 度 170mm ( 25 ' C )  

ークロロプレン系

N S防水
日新工業

ケルダイン
ケルビ ン

ミリオヰ ー トSA.

保土谷化学工業

C S  

バラックス 三井東圧化学

剤l

l パー7 ルー 7 は突然アスフアル トに石綿そ，昆入したもの

パ ー ? ) レーフ
アルマネ - y ヨノ:::301は天然アスフアルト に石綿、アルミ粉末を，毘入 同社内では

タ

2 手塗り施工
小野田建材 ウレタン 塗 ｾｬｴ

3 物 性 軟 化 点 60. 5 ' c 

イ

アルマヰーショノ字3印 針入度 40 ( 25 ' C )  
より 少ない

f' I ' 度 150m明

テ'イ ックウレタ/

大日本イ ンキ

化学工業

フ.
l 石油アスフアルト製品

2 手塗り、またはスプレ ー施工

ダイフレックス 大和高分子工業

ポリウレタン系

A Rウレタン 旭化成工業

アロンフアルト 3 物性獄化，占 90 ' C 東歪樹指工業 40t on / 月

針入度 17 ( 25 ' C )  

伸 度 52mm ( 25 ' C )  

ベルウレ y クス 錘紡合成化学

パヰ コー ト 新東洋合成

ポリプルーフ 松下電工

コンポジ y ト防水

l 石油アスフアルト製品

. I  

2 手塗町l i G: エ
シェル石油 150t on/ 月

( フリントコート )

3 物性 7 口一試験 日mm.( 100 ' C24時 間 )

?  

ハ7 タイト u-
横浜 ゴム

7000 

" ンレタン 中央建材

J レ
1. 石油アスフアルト にク ロロプレンコ. ムを 20%混入したもの

〉〆

2 スプレー施工

3 物 性 軟 化 点 126 ' C 

ヨ プレノテクト
針入度 63 ( 25 ' C )  

日 新 エ 禦 6000m' l 月

ノ 伸 度 20 mm( - 5 ' C )  

タ
フラ ース脆化点ー・24 .5 ' c 

イ 1.石油アスフアルトに S BR を2 5 %混入したもの

プ
J S Rハルコート

2 手塗りまたはスプレー施工
日 本 合 成

30t on I 月

3 物 性 軟 化 点 140 ' C 
コ k  

フラース脆イヒ点 47 ' C 

表 6 アスフ アル ト系シート ( 岩井)

え 方 の も の で あ る 。市 販 品 の 一 覧 を表 3 !ζ 示す。

3. 液 状 C+布 ) ｾ合成樹脂・合成ゴム系

主主芸

l 巻 の 重 量 ( ｫｾ Ｉ＠

長 さ ( m)  

幅 ( m)  

厚 さ ( mm)  

製品の単位重量 ( g/m可

原反の単位重量 ( g/m' )

アスフアルトの単位重量(g/m可

引張強さ 長手方向

(  ｫｾ Ｉ＠ 幅 方 向

伸 長 率 長手方向

( % )  幅 方 向

f庸 考

塗ｾＱｬＱＮ￯水と呼ばれるもので ，現 場で液体を塗布あるいは吹付けして液

体 が 固 化 す る 乙 と に よ り 防 水 屈 が 形成 さ れ る も の で あ る 。市 販 品 の 一例

を表 4! <: 示す。

4. 液 状 C+布 ) ｾアスフアルト系

常 温 工 法 ア ス フ ア ル ト 防 水 と 呼 ば れ る も の で あ り ， 市 販 品 と し て は

表 5Iと示すもの がある。

5. シ ー ト 状 ~ ア ス フ ア ル ト 系

最 近 台 頭 して き た 材 料 で ， 表 6 に 示 す も の が あ る が ， 単 に ア ス フ ア ノレ

トを用 い た だ け の シ ー ト 防 水 的 な 考 え 方 の も の と ，ア スファノレト防水の

プ レ ハ ブ 化 を 図 っ た ものとがある。

IV そ の 他 の 部 位 の 防 水

1. 地 上 部 外 壁 防 水

外 壁 防 水 の 必 要 性 は ， コ ン ク リ ート 壁 面 に 全 面 的 に ク ラ ッ ク が 発 生 し

た 場 合 と ， 後 付 け の 窓周 辺 ・収 縮 ク ラ ッ ク 集 中 目 地 ・コ ンクリ ー ト打継

ぎ 部 な ど が あ る 場合 で あ る 。 前 者lζ は 樹 脂 リ シ ン 類 あ る い は合 成 樹 脂 ・

52 

ガムロン 1号 ガムロン 2号 アコシ 卜 ビチょェシーン

カスタム

ア ス シ ー ト

J ←フイング| 号

田島ルーフイ/ グ 田島Jレーフィング 三 星 産 業 W. R グレース 日 新 工 業 鐘紡合成化学

36. 2 35. 6 20 24 

10. 58 10. 53 10 18 10 . 5 12 

1. 005 1. 006 2. 0 0 . 92 1. 0 1. 0 

3. 20 3. 23 4. 0  1. 75 2. 0 2. 0 

3203. 3 3215 . 2  2. 200 

120. 0 121. 4 200 

2612. 5 2921. 3 1. 900 

14. 3 14. 7  20 187(  ｫｾ Ｏ＠ cm') 22. 5 ＳＲ Ｎ ｉ Ｈ ｫｾ Ｏ ｣ｭＧ Ｉ＠

11. 1  11. 7 10 165 20. 5 32. 0 

8 . 4  8. 0 80 655 10 .7 780 

12. 0  12. 6 |日o 692 13. 8 790 

不銭布に特殊ア 不織布に特殊 ア p p 製不織布に コムアス γ ート 合繊不織布にゴ コムアス シート

スフアルトを吉 スフアルトを吉 特殊アスファ Jレ ムアスを含浸

浸 浸 トを吉浸 ポリエチレン 塗覆、片面ゴム

片面ゴム 7; ; . 両面ゴムアス

裏打 アス塗り

ゴムアスエマル 熱工法

塗り

常j星工法

塗り

熱工法 常温工法 ジョンとの組合 常; 皇工法

せの常温工法

合 成 ゴ ム 系 液 状 防 水 材 が 使 わ れ ， 後 者 の 場 合 は シ ー リ ン グ 材 充壊 後 一 般

的 仕上 げ を 行 う の が 普 通 で あ る 。

2. 地 下 部 外 壁 防 水

外 壁 コ ン ク リ ート の 水 密 化 を 図 る ζ と が 原 則 で ，防 水 屈 は 二 次 的 な も

の で あ る 。 防 水 屈 は 外 壁 の 外 側 に 設 け る の が 望 ま し い が，段 近 で は セ メ

ン ト 系 防 水 材 を 内 側 lζ 施 工 し 二 重 壁 を 設 け る 乙 と が 多 い 。 乙の 場 合 二 重

壁 の な い 柱 部 の み に 防 水 を 施 す 工 法 で も 良 い 。

3.  室 内 防 水

小 規 模 で か つ パ イ プ 類 と の 取 合 い が 多 く 換 気 も 一 般 に 惑い こ と か ら，

ウ レ タ ン 防 水 が 適 当 と 思 わ れ る 。

V  むすび

誌 面 の 都 合上 ，各 種 防 水 材 料 の 紹 介 だ け で 終 り ， 詳 細 な 説 明 が で き な

か っ た が，設 計 な ら び に 施 工 に 際 し て は ，各 社 カ タ ロ グ 類 を 検 討 す る と

と も に ， r  A S  S  8 防 水 工事 な ど を 参 考 に し て 慎 重 に 検 討 す る と と が

肝要である。

( いわい たかっぐ 鹿島建役技術研究所研究員)



外 壁 塗 装 材 の 設 計 要 領

鈴 木 正 慶

はじめに

建築の外装仕上材は数が多い。なかでも ， その代表的な吹付仕上材

は，有機質系 ・無機質系 lζ 分れ，その種類があまりにも多過ぎて設計者

はいつもその選択に迷う。

すなわち ，材料特性を評価する統一的な指針がないためである。

本稿は，材料設計に関する検討事項を中心! C ，各種タト壁塗装材につい

て要約する。

1. 外装材としての要求性能

(1) 外観機能

設計者に とって，イメ ージIC合った外観を 決定する 乙とは 容易であ

る。基本的には建築物の規模，周辺環境との調和，色拶，パタ ーンなど

を念頭において決めればよいわけである。ただ，その際，見本塗板を眺

めただけでは洋服づくりで誰しも経験する ，見本と実物との異質感を抱

く結果lとなる 。したがって，意図する仕上げに近い実物を，できるだけ

多く観察確認のうえ，決める必要がある。

仕上げパタ ーンには，図- 1 !C示すとおりいろいろ表情がある。平滑

パタ ーンと粗面パタ ーンである 。平滑パタ ーンは ，素地どしらえを入念

にしたうえで化粧仕上げがなされる( た とえば，陶磁器質タイルや金属

的感覚をもつような仕上函など) 。組面ノマタ ーンは前者と較べて塗肢が

ある程度厚くなるので，素地どし らえは軽くすむ。しかし，技能的には

高度で・むずか しい( たとえば，砂壁状 ・ゆず肌 ・スチップJ レ・ちりめん

状 ・山脈状のような面，また立体模様の大きい凹凸状 ・月面クレーター

状 ・スタッコ状 ・ロック状のような面〉。

色彩には単色と複色の表現があって，単色は浪色 ・淡色 ・中間色 ・緩

色 ・寒色などであり ，複色は単色の組合せで多彩に表現される。注意す

べきは，フツレ一系やバイオレッ ト系は槌せやすい傾向lとあるので，避け

た方がよい。光沢は，一般にタイ J レ状吹付材を参考にすると ，光沢計 ( G

5  efJ O) による光沢度は約40- ω である( 陶製タイルは約80，F.  R.  P  

浴槽は約85，鉄板ホ ーロー浴槽は約44の光沢皮を有す) 。光沢は外観機

能からいえば，きらきら輝く美観感覚に訴えるに過ぎないが，むしろ耐

久性につながる性能として考えるべきである。すなわち ，有光沢仕上げ

は耐洗浄性や耐汚染性の向上に寄与する。

外観機能は ，デザインのみで判断するのでなく ，その機能を長く保持

させるために，素材性能を当然 ζ のなかに含めて考え るべきである。つ

/ 〆

スタッコ状

δ 魚タ白夜下説話議' $ ; ( 治

ヌ / 〆 ノ

Ｎ ｾ令、 」 ノ今 守 弘弐烹奇

，-- / ' ノ

クレ ーター状

図 - 1 塗膜のパターン

まり ，耐久限度内において，外観機能が消失しないよう設計される必要

がある。

(2)  保護機能

保護機能は ，耐久性に深い関連がある。最終的には建物の保護が目的

となるが，具体的には吹付材自体を外部環境から劣化をうけないよう

に，遮えぎる機能を意味する。陶磁器質タイルのように ，それ自体が半

永久的! c 外部環境から影響をうけにくいものもあるが，塗装材全般につ

いては，素材自体のうえにさらに遮断能力をもたせるため上塗りをお乙

なっているのが実情である( たとえばタ イル状吹付材の上塗 りに ，アク

リJ レ系エナメ J レまたはクリヤ ー塗り など) 。もちろん，組成物自体にも

この機能をもたせるよう配慮されている。

外部環境その他からうける劣化因子は，風雨 ・大気汚染 ・紫外線 ・混

湿度などがあげられる。乙の結果，物性的には耐候性 ・耐水性 ・耐エフ

ロレッセンス性 ・耐アJ レカリ性 ・耐洗浄性 ・耐汚染性などが要求性能で

ある。

(3)  耐久機能

久機能は，前述(l X2)項を満足させたうえで，はたして耐久年数を幾

年と判断すべきかの設問につながる事項である。一般的 IC塗朕劣化の進

行状況をわかりやすく表示する と，つぎのようになる。

すなわち ，①~

③までの間には長

い時間の流れがあ

る。塗膜が5 年で

剥落す るものもあ

れば，15年経って

①チョーキング I ) クラ y キング ③ピーリング

も剥落 しないものもあって，塗膜の耐久年度グレー ド差は実在する。も

しかりに ，5 年の寿命を延ばすため 3 年目あたりで劣化進行を防御する

手段を計る とすれば，5 年が 8 年IC延びる乙 とκ なる。た とえば，①~

②の間で塗膜のクリ ーニングをお 乙なうなど o

守合員自 ・橋梁は耐久年度ぎりぎりまで放置するわけにいかぬので，補修

周期を設定 して安全を期している。建築では危険の実害がないため，塗

朕が風化あるいは剥離しきって，美観上見苦しくなってから補修 してい

るのが実態である。つまり ，メンテナンスピークの認識がない。

メン テナンスピークとは ，変極色 ・汚れ ・風化 ・剥離などの現象が著

しく ，外観上見苦 しい状態で，メンテナンス の際K けれん ・汚れ落し ・

シーラ ー塗り などの素地調整を ，必ず実施しなければならない劣化状態

に達する期間を指すわけである。

従来の中居住宅 IC使われていた耐久年数 5 - 10年のものを，高周建築

物に適用するわけにはいかない。 少なくと も，耐久年数15- 25年以上の

ものを使用 しなければならない。耐久機能の設定は，メンテナンス周期

を考え耐久年数を決め，外壁吹付材を各年度どと ICチェックし ，直ちに

実行すべきであり ，それは焦眉の急である。

2. 外部 環 境に対する考察

耐久性能を設定する際，外都環境条件を無視する乙とはできない。塗

践に与え る劣化因子が，風雨 ・大気汚染 ・紫外線 ・温湿度であるとはい

っても ，それは一般的な定義であって，立地環境差によっては著しい性

能差が生ずる。すなわち，都市地区 ・工場地区 ・山間地区 ・海浜地区な

どについては，同ーの保護性能をもったものでも寿命の長短があるの

で，要求性能IC合致 した材料を選定し ，耐久年数を勘案するとよい。た

とえば，紫外線の影響を受けやすいのは山間地区であって ，都市地区は

塵挨の蓄積により塗膜は保護された形になり ，データー的には良い場合
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写真一 1

銅製型枠によるピンホール

図 - 2

材令と下地水分との関係
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物性に対する考察

もある 。

写真一 2

高周波水分針による含水率測

定

12 8  

不陸などの問題を含んでいる。標準下地としての目安は，目地違い 2 m

m未満，ピンホ ール穴径 ・深さとも 3 - 5 mm未満である。

(2)  下地面の乾燥

下地面の乾燥が充分でないと，アルカリ皮も高くなり塗朕自体lζ 悪影

響を与える。具体的には，付着力の低下 ・変色 ・シミ ・ふくれ ・流れな

どをお乙す。元来，塗装材は被塗面である コンクリ ー ト材令が長い場合

でも ，外部環境の温度( とくに低温) . 湿度( とくに高湿) には影響を

うけやすいものである。したがって，どの程度乾燥していれば塗装が支

障なく実施できるかは，具体的に被塗函の含水率を知っておかねばなら

ない。

下地コンクリ ー トの含水率測定は，一般に ket t 高周波水分計により

測定されているが，コンクリ ート 骨材の粒度により数値は変わり ，正確

意図する外線機能を適格に表現するためには，対象とする コンクリー

ト素地面状況をあらかじめ知ったうえで，塗装材を選ばねばならない。

塗装下地としての検討事項は ，つぎにあげる 3事項に要約される。

(1)  下地面の平滑

コンクリート紫地には， 平滑面と粗地面とに大別されるが，乙のほか

面精度( ピンホ ーJ レ・目地違い ・不陸など) の問題も介在する。一般的

な塗装下地としての好条件は，面精度のよい平滑面であることに尽き

る。好条件のもとでは薄膜型( 厚さ0. 3- 1. 0mm) でも外観を損なわな

いが，粗面では厚朕型( 厚さ 1.5- 3. 0mm) が要求される。

平滑面 ・粗面 ・面精度は，型枠に負うと ζ ろが多い。銅製型枠では，

平滑函ではあってもピンホ ールの問題があり ，木製型枠では目地遠い ・

施工に対する考察4. 

褒 - 1

物性は，材料評価に際しての物理性能と化学性能のととである。その

評価は，材料自体の基本性能( 実験室データ ー) と実用性能( 屋外曝露

データー) の両方を合わせた結果で判断すべきである。との物性値は，

前述の保護機能を満足させるための必要事項であり ，耐久機能との関係

も深い。したがって，事前チ ェックの確認を怠つてはならない。

(1)  物理性能

塗朕の物理性能としては，付着性 ・造膜性 ・硬度 ・抗張力 ・耐摩耗性

・耐衝撃性のほか，外部適性条件としての耐候性 ・耐汚染性 ・耐洗浄性

などがあげられる。主なチェックポイントを述べると，つぎのとおりで

ある。

a ) 付着強さ

付着強さは，パインダー粒子径の大小による造朕性Ir 関連がある。具

体的には コンク リート 素地面への接着カを測定する乙 とで， その塗朕性

能を判断する乙とができる。厚膜タイプのもので付着強さは 5 kg/cni 以

上，薄膜タイプではクロスカットで85労以上のものがよい。苛酷な判定

法として. 20

0

Cの水槽中に24時間完全浸潰した後，直ちに引張り試験を

お乙ない，その付着強さが3kg/cni 以上を合格とする見方もある。

b ) 耐洗浄性

耐洗浄性は，摩耗につながる怠味をもち ，実用上欠かせぬチェックポ

イントである。評価は JIS A- 69仰の耐洗浄性試験で. 3， ( 削回以上を

合格と考えればよい。

c ) 耐候性

実際には長期屋外曝露による性能チェック が必要だが，促進耐候試験

( サンシャインウ エザー メータ- W S型) で 5∞ 時間以上照射後，変革E

色 ・白亜化 ・亀裂 ・ふくれ等をチェックし，さらに付着強さなどについ

てもチェックするとよい。変極色についての評価目安は. N. B.  S色差

ムE = 3 未満程度を合格と判断して差支えない。

(2)  化学性能

塗肢の化学性能としては， 耐アルカリ性 ・耐水性 ・耐エフロレツセン

ス性などがあげられる。主として，外部環境条件により影響をうけるも

ので，低温時l乙無機質系吹付材がエフロレッセンスを起乙しやすい乙と

などはその最たるものである 。

a ) 耐水性

外装塗膜は降雨などで，ふくれ ・ひび割れなどが起乙りにくいもので

なければならない。チェック法としては . 20

0

Cの水槽中に 7 日間完全浸

潰し，異状の有無を確認する必要がある。また標題の吹付材は防水材で

はないが，ある程度の耐透水性機能も昨今は要求されてい る。チェック

法としては，塗膜面に対し 1m7J く柱静圧 (O. l kg/cni) を 1時聞かけたと

きの水頭変化が2 0 mm未満程度であればよい。

b ) 耐エフロレッセ ンス性

主として無機質系吹付材が対象であるが，吹付材自体がエフロレッセ

ンスを起乙さぬよう ，エフロ 防止有無の確認が必要である。
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褒 - 2 外壁塗装材のチエッウリスト

材 料

区分 一 般 名 称

厚み f面 4畠
組 成 色 彩

(- )  (円1m'材工共)

本硬性セメン トリシン 白色ポルトランドセメント、

単 色 1. 0  280 

(防水リシン) 着色顔料、骨材、水

無

白色ポル トランドセメン ト、

1，300  

セメン ト系l車付材 単 色 4.0  

機

着色顔料、骨材、添加剤、水

1，500  

王 白色ボルトランドセメント、

{有光沢)
2，200 

質
M 

着色顔料、銀骨材、添加剤、水

単 色
セメント系吹付タイ Jレ 3. 0 

イ土

上 アクリル樹脂塗料 複 色
2，800 

系
材

主 白色ボルトランドセメント、

ロ ー ラ ー 用

M 

顔料、細骨材、充1轟材、添加剤、水 (有光沢)

3. 0 1，300 

タ イ ル状 塗材
イ士

単 色

上 アク リル樹脂塗料

M 

砂壁状塗料吹付材 合成樹緒エマ J レション、顔料、
550 

単 色 1. 0  

(アクリルリシン) 骨材、添加剤、水

700  

有

合成樹脂エマル・ンョン

合成樹脂エマルシ ョン、 単 色

900 

色 粒 吹 付 材 2.0  

披
(スキン材)

有色骨材、添加剤、水 複 色

1，300  

三 エポキシ樹脂、硬化淘l

(有光沢) 2，800 

質
M 

顔料、吉田骨材、溶剤

単 色
エポキシ系吹付タイル 3. 0 

イ士 アクリル樹脂塗料または

上

非黄変型ウレタン樹脂塗料

後 色
3，000 

系
M 

ロ ー ラ 一 周 合成樹脂エマルション、顔料、

単 色 2. 0 550 

砂 壁 状 塗 材 骨材、充t属材、添加剤、水

な測定値は得がたい。また ，いずれの方法によっても ，あまり信頼ので

きるものはない。しかし ，現場で一定期間( 型枠脱型直後，7 日，14日，

21 日，30臼，40日，50日など) 合水率を計り，測定度数を数多くとる乙

とにより ，ある程度の近似値は推定しうる。筆者は ，鋼製型枠による躯

体 (コ ンクリ ー ト調合は表- 1 1ζ 示す) を調査対象とし ， keet 高周波

水分計で各材令に伴う含水率を測定した( 写真一 2) 。そ してその測定

値を ヒス トグラムにより算出した結果，合* 率は 10;; ぢ以下でなければな

らないと判断された。乙の乙とは，材令( 型枠解体後) 30- 35日程度を

怠味している。

アルカリ度については，コ ンクリ ー ト打設直後の PHは11- 12である

が，コンクリ ート 材令30臼では PH8.5- 9 程度であり ， 吹付け施工は

可能である。 アルカリ度測定は ， PHコンパレーターなどを用 いる。

(3)  下地面の表面処理

塗装仕上げで，面の平滑さを得るため素地を一定基準iζ 引上げる手法

を，素地どしらえという。すなわち ，吸水 ・吸湿おさえ，穴うめ ，白地

速い ，不陸なと、の調整並びに汚れ付着物の除去である。

索地どしらえの必要性は ，仕上げ材としとの外観機能を満足させるだ

けのものでなく ，塗膜の保護機能 ・耐久機能ICも深い関連がある。

吸水 ・吸湿押えまたは付着を向上させるために ，シーラー塗り( 素地

の吸収性IC応じ ， 1- 2 回塗り塗布量0. 15- 0.2kg/cnl) を実施する。た

とえば，A . L . C ，軽量 コンクリ ート またはグラインダーがけした素地

面などが該当する。穴うめは ，一般には上塗 り塗料に合致 したノマテが用

いられているが， 厚付けは禁物( 必ず亀裂を生ず) で塗厚はせいぜい

0.8 mm 未満とすべきである 。 むしろ ，合成高分子エマル ション入セメ

ント ペー ス トの方がよい。

目地違い ・不陸なおしは ，レジンモ J レタ J レや ラテ ック スモ J レタルでお

乙なう。 レイ タンスなどはケレ ンまたは ワイヤブラシ ICて除去 し， 油脂

類などは溶剤などで清掃する。
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;主) 。 施工が容易 O  ふつう A  ややむずかしい ×  むずかしい

性 能 ・エ ;圭 ま見 4告

耐久年数

(年 )

施工性 チ ェ ッ ク ポ イ ン 卜 名 事官 番 号

1) 低温時( 3・C 以下)の施工中止

イヒ1庄用
2) 吹きむ勺色むらの早期吹直し

5  - 1 0  
。

3) 濃色を避ける 。

J  1  S- A- 6907 

4) エフ ロレッセンスに注意

セメント吹付材

1) 亀裂、バター/ 崩れ防止のための材

料調合を正確にする 砂壁状吹付材 NS K  1類

15- 20 ×  2) コテ押えは、コテ切れのないよう

平坦に押しつける 厚付型 日一 1 ｾ Ｎ重

3) エフロレツセンスにi主意

1) 素地ごしらえのうえ、シーラー塗りを充

分におこなう セメント 系タイル状 NSKI I I 喜!li A

15- 20 ×  2) 硬化前の施工環境に注意し ( ドライアウ

ト等)、場合により養生シートがけをする 吹付材 J IS化審議中

3) パターン、色彩などの工程チヱ y ク

1) ロ ラ一転庄は早すぎぬこと

2) パターン鯛監は早〈おこなう

15- 20  
。

3) 素地面に残留する釘 ・番線の除去を マスチ y ク塗材C

確認のこと

1) 素地ごしらえのうえ、シーラ ー塗η

合成樹脂エマルション

10- 15 
。をお二なう

J  IS A  6909 

2) 塗料の粘度変化、つやむら等に注意

砂壁状吹付材

1) 素地ごしらえのうえ、シーラーまた

はプライマーを塗る

10- 15 ム
2) 施工面積の広い場合は、化経目地をとる。

向 上 同 上

3) 汚染地区は、淡色を避ける

1) 専用シーラーを充介に塗る

2) 基材 ・硬化剤の計量を正確にする ヱポキシ系

20- 25 ×  3) 環境温度に対するポ y トライフの確認 JIS化審議中

4) パサーンくずれ、吹付けむ勺に，主意 タイ J レ状吹付材

1) 一回塗り工法のため、標準的繁地で

10- 1 5  
。あるかどうかの確認

2) ローラ一転圧は早すぎぬようにする
マスチック塗材A

あとがき

外装仕上げの変遷は ，昭和30年公団住宅の誕生を契機として ，それま

で・主流の座を占めていた色モルタル吹付から化粧用セメント吹付に変っ

た。昭和38年M F 工法による量産住宅の出現から ，平滑素地への付着性

の問題から合成樹脂エマ J レション砂壁状吹付が台頭してきた。続いて，

昭和39年 P C工法がスタ ート を切り ，それに対応して各仕上げ方法が検

討されはじめた。つまり ，昭和38- 40年までが新しい外装仕上げの揺鑑

期であった。昭和42年あたりからは ，乙れまでの画一的な色調から脱皮

したカラフルなタイル状吹付仕上げが見受けられるに至った。 しかし，

仕上げ表現 としては美 しくなった ものの ，その工法は省力化されておら

ず，高度な技能を要求するものが多い。現場施工からの要求は ，その工

法が簡単 ・迅速 ・正確の 3 点に尽きるといえる。昭和45年10月から今日

まで 7∞， OOOrrf の施工実績をもっ ，マスチック塗材ロ ーラー工法はまさ

に，時代の要求IC合致 した ものである。その工法は ，特別な下地処理を

せず多孔質 ローラー による一回工程 ( 1 coat  f i ni sh) で，美装仕上げ

が得られる 乙とは今までの塗装概念にないユニー クなものであろう。さ

らに，もっと省力化 ・合理化されたものとして， P C板の同時打化粧法

が脚光を浴び、つつある。すな わち， P C工場の平打ち型で未硬化コンク

リー ト表面庖 IC P Cプレ コート 材を積層させ，加熱養生ICより硬化さ

せ，脱型と同時lζ 美装仕上げが得られるものである。つまり ，化粧仕上

げが工場生産過程に含まれ，名実 ともに工場製品化された乙 とである。

量産化も可能である。

以上， 建築外壁塗装の過去から現況について列記したが，ζ れか らは

性能発注的な考え方を塗装の場合も取り入れる必要がある。 ユーザー側

は，材料を買うのでなくその性能を買うわけであるので，メーカー側も

専従施工業者もとの点認識を改める必要がある。

( すずき よしのり 日本住宅公団量産試験場専門役〉
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スクリュ一式冷凍機のヒートポンプへの評価

金 子 稔

大気汚染防止のうえから ，クリ ーンエネ ルギ源としては ii電気かガス

か」という論議を しているうちに. NOx の規制もやがて行われようと

している。省エネルギ資源のうえからは ，少なくとも無駄な使い方は許

されないから ，ロ スの少ない ，効率の高いものでなければならないし，

トータルエネルギの見地からはエネルギの有効利用に寄与するものでな

ければならない。乙乙では，それらの要求をみたす理想的な熱源装置と

して脚光をあびてきた「スクリ ュー冷凍機による ヒート ポンプの特徴」

について考えてみる。

1. ヒートポンプ装置

冷凍機を使って暖( 冷) 房を行う熱ポンプ装置をいう。すなわち ，冷

凍サイク J レは冷房装置におけるそれと全く同じであるが，冷房時lζ 蒸発

熱( 蒸発器側) を利用するのに対して，暖房時には凝縮熱( 凝縮器側)

を利用する乙とになるので，実際には 4 方弁を用いて蒸発器と凝縮器問

の冷媒の流れを逆方向に変えるようにし ，熱交換器をチラ ーウォ ーマ兼

用型に して使用する。( 第 1 図)

冷媒の蒸発過程l乙要する熱源の対象としては水( 井水，河川 ，海水等)

および空気( 外気，排気等) があり ，暖房用熱媒を作る凝縮過程におい

ては，直接空気を温めたり . 71 < を温めたりするから ，ヒー トポンプは第

1衰のように分類される。たとえば. i蓄熱式の空気熱源 ヒー トポンプ」

とは「空対水式のヒ ー トポンプ」の乙と であり，無限にある大気から熱

を汲みと って暖房用熱媒となる温水をつくる熱源装置の乙とである 。

第 1 褒 ヒートポンプの分類

空 気水

水 対 水

Wal er  lO Wal er  

水 対 空

Wal er  lO A "  

ｾ対水

A "  lo  Wal er  

空 対 空

AIr l O A"  

2. ヒートポンプの効率

ヒートポンプの効率をあらわすものに成績係数 ( C 0  P  :  Coef f i ci ent  

of Per f ormance) がある。 第 2 図のような P - i 線 図 ( モ リエJ レ線図)

止に示される冷凍サ イクノレにおいては ，理論的に

( 凝縮器から放出される暖房熱量) ー (ら - i 3)

C O P =  一一与三 ' 0壬

( 断熱圧縮 iζ 要する圧縮仕事の熱当畳) (i 2- i
l
)  

しかし，実際の冷凍サイク J レにおいては

1  ) 圧縮機の種類，冷媒の種類と運転温度などに起因する圧縮効率の低

下

2 ) 圧縮比や隙間容積の大小 lζ 起因する体積効率の低下

3 ) 圧縮機の摩擦に起因する機械効率の低下

4 ) 冷凍装置として補機動力が必要

などから ，実際の C O P は理論値よりもかなり低下する。

実際 ｃｏｐ ］ｾ 実際に得られる暖房熱量Ｉ
( 実際に要した全装置動力の熱当量)

高速多気筒圧縮機およびスクリュ ー圧縮機によるヒ ー トポンプ装置全

体の実際 C O P を蒸発温度 ( T E ) と凝縮温度 ( T o) の関係で例示する

と，第 3図 ( A) . ( B ) のようになる。た とえば，蓄熱式空気熱源 ヒー

トポンプ装置( 空対水式) において，つぎのような条件を与えると ，こ

111111111111:11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  
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第 1 図 ヒートポンプの作動原理 (空対空)
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の図表から実際 C OPを求める 乙と ができる。

冷媒 R - 22 

TE = - 5

0

C  ( 外気 2

0

C程度と仮定)

To  = 50

o

C  ( 所要温水温度45

0

C程度 と仮定)

のとき ，スクリュ ー冷凍機による実際 C OPは (B) 図から 2.9程度で

ある。乙の乙 とは出力 1kwのヒー トポ ンプ 装置から得られる 暖房能力

が，同容量の電熱器から得られる発熱量 (860Kcal/ Hr ) の 2.9 倍にあ

たる 2.5∞Kcal/ Hr である乙とを怠味している。

また ，乙の図表から暖房負荷熱量IC:::対す るヒート ポンプ装置全体 (冷

凍機，エ パコンおよび、主冷温水循環ポン プ等〕の概算軸馬力を求める乙

ともできるから ，経済採算な どに利用できる。すなわち

暖房負荷熱量 302.400Kcal /Hr  

冷媒 R - 22 

TE = - 5

0

C  To = 50

o

C  

のとき . C OPは2. 9 であるから

L: B kw=J 笠.4旦ξ 120 ( 同)

2.9x 860 

5. 0 

4. 5 

4. 0 

3.5  

3. 0 

2.5  

2. 0 

己 I

0 1  

u l  

1.5 

- 15  一10

Td 'c)  

- 5  

第 3 図 ( A ) 往復動式ヒー トポンプによる実際のC O P ( R - 22)  

乙の乙とは，実際 C OP図 表 ( 第 3図 (A ) . (B)) 作成にあた って

補機動力が冷凍機動力の ＲＵ ｾ ぢ程度必要であるとして算定 しで あ る から ，

その内訳は

冷 凍 機 B kw'=<96kw

補機装置 Bkw坦 24kw

であると考えて差支えない。

ヒート ポンプの熱源側( 蒸発器側) を ビJ レな どの冷房負荷 とバラン ス

させる設計lとすれば，暖冷房を同時に行う乙と ができるから結果的には

ｃｏｐ を Ｕ ｾ Ｖ 程度に保つ 乙と が可能 ｋ なる。乙のような 方 式 を熱回収

( ヒー トリカバリ ー) 方式の ヒー トポンプといい，年中暖冷房負荷をも

つような複合施設には，どの方式よりも最も効率が高く ，しかも省エネ

J レギ対策に巌も適合した方式といえるから ，今後ますますその評価か高

まるだろう。

3.  スク リュー 冷 凍 機

ヒート ポンプの冷凍機と しては，従来か ら小型のものには往復動式，

大型のものにはタ ーボ式が使用されてきたが，最近になって大気汚染防

5.0  

4.5  

a  .0  

3. 5 

3. 0 

2. 5 

2. 0 

20 一15 - 10 - 5  

T， ("C )  

第 3 図 ( 8  ) スウリュ 一式とヒー トポンプによる実際のC O P ( R - 22)  

第 4 図 ス ウ リ ュ ー冷濠機断面図

唯λu

B  

J警

( A )  ( A )  ( 8 )  
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止，省エネルギ対策，エ ネルギの有効利用などの観点から ，とくに空気

熱源ヒ ート ポンプが注目されるようになり ，各種冷凍機の改良，開発が

急がれている。その一つに全く新しいタイプのスクリュ ー 冷凍機があ

り，目下のと乙ろ大型の ヒー トポンプとして期待を集めているので，そ

の特徴を考えてみる。

1  ) 圧縮原理

遠心式としてのタ ーボ圧縮機の特徴と ，容積型としての往復動式圧縮

機の長所を兼ね備えた回転式容積型の圧縮機である。

2) 構造原理

2 本の雄雌ロ ータを噛み合せて一つのケ ーシングiζ 納めた簡単な構造

で，吸入側，吐出側ともに作動弁はない。ガスの吸入口はケーシング上

部にあり ，それと反対軸方向の下部lζ 吐出口を設けている。( 第 4図)

往復動式のように摺動部分もなければ作動弁もないから ，それだけ故

障や性能低下もなく ，ヒート ポンプに起りがちだった「液戻り」による

破損の可能性も少なくな って信頼性，耐久性が遥かに優れた機械である

といえる。電動機Ir: 直結 した雄 ロー タに従って雌ロ ータは回転するが，

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111t1l1l1 l l l l l l l tUll l l l llllllllll l1 l l1t1I1I1IIIIIII I1t111111111111111111111111111111111111111  

1∞ 
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2 五 4 6 暖

房 房

B  

第 5 図スウリュー冷諌機の容積効率
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動

力 50

%  

pA 

「匂

50 

容 量 %

第 d 図 容 量調節装置の特性

入 / / ' / 勺 入

国 同八日酔ィド弁
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第 7 図 容量繍節の脱明
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出
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噛合点には潤滑油を噴射して ロー タおよびケ ーシングの隙聞に油膜を構

成する。 ζ の油膜構成によって

(1) ロータの摩耗やケーシング，ロー タ相互の熱変形を最少限 IC押え，

冷媒ガスの内部漏洩をも防止して，ターボ式に較べて比較的低回転で，

しかも往復動式よりも高い圧縮比にいたるまで高い体積効率の保持を可

能にした。( 第 5図)

空気熱源 ヒー トポンプは冬期の低い外気温から熱を汲みとって，でき

るだけ高い温水をつくらねばならないから ，圧縮機はなるべく高い圧縮

比が得られてしかも効率低下のないものでなければならない。たとえ

ば，外気温が- 5

0

Cのとき 50

0

Cの温水を得るための運転が TE = ー15

0

C.

T o=55

0

C程度てあれば，冷媒R - 22使用のときの圧縮比は 7.4程度にも

なる。乙れは一段圧縮の往復動式 ICは望めなかった圧縮比で= ある。

(ロ) 圧縮された高温ガスの冷却も兼ねているから，吐出温度は著しく低

くなっており高い圧縮比でも70 - 90

0

C程度 IC調整される。乙の乙とは冷

凍サイクノレにおける圧縮過程が等温圧縮に近くなることであり ，圧縮仕

事は減少し圧縮効率を高めるととになる。また，潤滑油の炭化， 劣化が

ないなどの利点をつくりだしている。

3  ) 容量制御

制御用スライド弁がケーシングの圧縮側に組込まれており ，乙れを電

動，油圧式または手動で軸方向に移動させて，冷凍能力を l∞%- 1096

まで連続無段階に調節する( 第 B図) 。すなわち ，第 7図のようにス ラ

イド弁を移動させると吸入城が広がり ，ロー タの有効長さが短かくなっ

て吐出量を減少する。 しかし同時に吐出端の位置もスライド弁とともに

移動して内部圧縮比は変らないから ，容量調節時の動力は容: f i J : 1ζ 比例 し

て変化する。

乙の機構からスクリュ ー圧縮機は部分負荷 Ir : 対する制御性が従来機種

よりも優れている。乙れは運転資の節約につながるばかりでなく起勤時

の負荷を最少限にできるから ，保守の容易な篭型透導電動機の使用が可

能となり ，蒸発圧力や温度と連携して自動運転制御が簡単 IC行える。

要するに，スクリュ ー冷凍機は，

イ) 圧縮機構が簡単で往復動式のように摺動部分もなければ作動弁もな

いから ，それだけ故障や性能低下もなく . r液戻り」による破損も少な

く保守も容易である。長期使用 IC対する信頼性，耐久性を実質的に備え

た機構である。

ロ) 運転条件が大幅に変動しでも ，ターボ式のようにサージングを起す

乙とはなく ，常Ir : 安定した性能を保持するので，運転がきわめて容易で

ある。

ハ) 容量制御機構が簡単で連続無段階 Ir : 制御できるから ，緩冷房負荷の

大幅な変動にも追従して最も効率的な運転ができるわけであり ，電力消

費も少なくなる。

ニ) スクリ ュー冷凍機はその構造上から，吐出圧を変えても吐出量はほ

とんと. 変らないから ，広範囲の運転圧力 Ir : 使用できるわけであり ，無段

階容量制御 と相まって幅広い外気温の変動 IL も対応性があると とにな

る。乙れがスク リュー冷凍機の空気熱源 ヒー トポンプIr : 適する大きな理

由の一つで、もある。ただ，軸馬力は仕事置に比例して変化するから ，そ

れに応じた入力制御を行う必要がある。

ホ) 一段圧縮でも効率低下をきたさずに50

0

C程度の高温水が得られるの

で，在来機器で得られていた40

0

C前後の温水 IL比べると，蓄熱槽の熱容

を約 2 倍にふやした乙とになる。またファンコイルなどの周辺機器性

能を約2096も高められるなどから ，最終的には設備投も安くなる。

へ) ガスは高速回転するスクリュ ーから連続的 Ir : 吐出されるから脈動が

ない。また ，往復動式冷凍機における往復動部分や他の回転式冷凍機の

ような偏心運動部分もないので振動の発生も少ない。

などから ，一般大型冷凍機のみならず「空気熱源ヒ ー トポンプ用冷凍

機」として最適であると考えている。

[ 資料〕株式会社神戸製鋼所ならびに前川股作所の資料を一部怠照 した。

〈 か ね 乙 み のる 郎新日本技術コンサルタント 一級建築士事務所第 3 郁長)
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| 日本建築総錦町山阻I

|  試験報告 ・その 3 I  

難燃処理合板の耐久性について

1. まえがき

本 報 告 は 昭 和45年 か ら 昭 和48年 に か け て ， 難 燃 処 理 合 板 の 耐 久 性 を 調

べ る た め に 促 進 老 化 を 与 え ， そ の の ち . JI S  A  1321 ( 建 設 省 告 示 第

3415号 ) に よ る 燃 焼 試 験 を 行 い ， そ れ ら の 結 果 か ら 防 火 材 料 の 性 能 評 価

を 行 っ た 。

2. 試験の目的

JI S  A  1321 ( 建 設 省 告 示第 3415号 ) の 試 験 方 法 に よ っ て . 6 種 類の

難 燃 処 理 合 板 ( 表 ー 1 ) を 浸 漬 は く 離 お よ び 乾 湿 く り 返 し ( 表- 2 - 3 )

で 促 進 老化 さ せ た 供 試 体 を 用 い て 燃 焼 試 験 を 行 い ， 結 果 を 考 察 す る 。

3.  供 試 体

供 試 体 番 号 と 構 成 の 概 要 と を表 ー 1 IC示す。

表ー 1 供試体

記 号 4持 成 ( ! )  
4既 要

A  難燃合ＱＦ Ｖｾ ( 合叡製作の擦に接着剤に箆燃剤を濡加、さ勺に合経製作桂、難憾剤を，王入)

B  難燃化粧合板4. 4"" (直接印刷化活 ー発泡性防火塗料酢ピ系 ) +普通告板 4酬)

C  主主燃化粧合板 ＴＮＲｾ Ｈ 化 ￭ｾｬｩ Ｍ 発泡性防火塗料 Ｈ メラミン酢ビ系 Ｉ ・ ー 普通告板 Ｔｾ Ｉ

D  難燃化粧合板5. 20" (化砲t ! b-発;包性妨火釜料( メラミン酢ビ系) + 普通合板 5酬)

E  準不燃化粧合板 ＵＮＵ ｾ ({ じり正 ムアルミ箔ー11 い政Ji -l.. 普通合板 4 _ + けい酸i孟)

F  準不燃化ｬｉ￮Ｚ合寂 ＵＮＶｾ Ｈ 化佐紙令 アルミ高 ｲ 接着剤 ふ 高 ｴ 量度難燃剤，主入 ｌ ｴＺ合板 ＳＮＵ 畑 Ｉ

4. 試 験 方 法

試 験 は22c田X 22c皿× 実 厚 の 供 試 体 を表 - 2 - 3 1ζ 示 す 条 件下 で 促進 老

化 さ せ ， 加熱 条 件 を 副 熱 源 1. St' / mi n  ( 都市ガス炎) . 主 熱 源1. 5k w/ h .

加 熱 時 間A. B.  C.  D は 6 分 . E.  F は 10分 と し 燃 焼 試 験を 行 っ た 。

試 験 項 目 は ， つ ぎ に 示 す 通 り で あ る 。

1  ) 燃 焼 試 験 前 の 外 観 . . . 促 進 老 化 さ れ た た め に 表 面 に 亀 裂， ひ び 割 れ

等 を 観 察 す る 。

2) 難 燃 3 級 ( 難 燃 材 料 に 相 当 ) . 難 燃 2 級 ( 準 不 燃 材 料IC相 当 ) IC 

適 合 す る か 否 か の 判 定。

表 - 2 促進老化条件 (供試体 A 、 B 、C 、D 難燃材料)

項 自 {足 進 老 イヒ 条 件

川 類

35・C の水中に 2 時間浸，貰

浸 演 は く 離
60・C の乾燥機中で 3 時 間 乾 燥 ・ l サイクル

( J  A S )  

日 類

70'Cの水中に 2 時間浸，貰

60'Cの乾燥機中で 3 時間乾燥 ! サイクル

事Z: ; J i ¥くり返し b  

混度30・C 、，E 度9 0 %以上の恒，且恒湿機中で24時間、

40'Cの乾燥機中に 24時間微量… ・ l サイク J レ

表 - 3 促進老化条件 (供試体 E 、 F 準不燃材料)

項

乾湿くり返し

促 進 老 化 条 件

温度20' C、湿度9 0 %以上の恒j星恒湿機中で24時間、

4O'C の乾燥機中に24時開放置。 e ・e ・. 1サイクル

温度 ＳＰ ・ ｃ 、湿度 ＹＰ Ｅ ιι 上の ｴｾ ［ ＮｦｦｩＡＮ ｴＺ 亘 ［ｊｩ｜ 機中で Ｒ Ｔ 時間、

40・C の乾燥機中に 24時間放置ー i サイクル
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表 5 Aの試験結果

供i主体 老化促進

サイク

番 老 化 A  F  d  T  W 
判量

試験後 IC CA 

定世、J

記号 条 件
Jレ 号 外 観

('C. 介) (秒) (- )  (' C)  ( g)  

A  O K  68.1 45.0 

。

な し 110 44 
(30以上)

トー
。

A  B  O K  64.1 42.0 (30以上)
な し 100 45 

4ロｾ＠

トー
。

c  O K  59.1 45.0 (3叫んと)
な し 110 45 

A  O K  47. 3  65.0 

。

な し 130 47 
(281  

トー
や や

。

A-II I-I 1  1  B  O K  47.1 68.9 Ｈ ＳＰｾ ム上 ｽ な し 130 43 -g・

浸

トー
変 色 。

C  O K  85.8 69.5 (30<1.上)
な し 130 47 

I!I 
。

A  O K  117.4 72. 5 (30<1.上]
な し 140 56 

，貰
トーー や や

。

A- I!I 2  2 日 O K  135.3 64.1 (30以上1
な し 130 50 合

トー【
変 色 。

C  O K  116.3 68.3 (30以上}
な し 130 52 

11 
。

A  O K  5.0 65.3 
1111  

な し 100 42 

。

A- II 11 (  
1  1  B  変 色 O K  32. 6 60.8 (24 

な し 110 45 合

。

C  OK  48.5 65.9 (33)  な L 130 48 

II 
。

青t A  O K  133.1 70.7 珂ど人上
貫 通 160 57 

。

A- II -2  2  1  B  変 色 O K  142.1 85.5 (28)  貫 通 180 62 否

一
。

c  O K  175.5 79.7 (30以上1 貫 通 210 61 

13 

A  O K  45.9 52.7  (23)  キレツ 140 51 

事t

や や

"  A- b- 5 5 日 O K  85.5 46.7 (32、 キレツ 120 50 
否

ｾ ｾ＠ 変 色
8  

(  I  b  

c  O K  77.5 50.9 
21 

キレツ 130 50 

一 13 
円

A  O K  46.4 44.9 30以上、キレツ 130 49 

や や

返

"  
否

A- b  -10  

L  

10 日 O K  68.8 46.7 '21、 キレツ 120 51 

I c  

変 色

"  
OK  46.1 42.5 

'21 
キレツ 120 49 

表 6 Bの試験結果

供i主体 老化促進

サイク

A  F  d  T  T  
判長

試験後 IC CA 

定燃)  

記 号 条 件 j レ 号 外 観
(' C・分 (砂

"C)  (  g  )  

A  O K  5.1 64.5 

。

な し 130 18 (10 

。

日 日 O K  5.9 48.0  ( 5)  
な し 120 18 

4ロｾ＠

。

c  O K  60.1 39.0 20 '.i 1  140 21 

ａ イ ｴ ｩ ｾ 層 O K  0. 1  31.9 

7  

な し 150 17 

"5 

に無数

B-II I-I B  O K  
。

25.8 
。

な t 120 18 .  合

の亀裂

浸 (C)  発生

I!I 
。

A 化経層 O K  
。

23.6 20 
な し 130 17 

，貴 に無数 。 4与

B- III 2  2  1  B  

の亀裂

O K  
。

19.6 (15 
な し 120 19 ロ

c  発生

11 

A  

化粧層

O K  182.8 151.1 30以上 貫 通 340 65 

B-II - I I  (  1  1  B  
否

一破 損

(C)  

II 

離 A  

化粧層

N O  175.6 ' 141.1 30以上 貫 通 390 59 

否
B- ][ -2  2  1  B  O K  152.1 140.7 30ι L上 貫 通 310 60 

C)  

破 損

A  化 ｾ ｅＮ層 O K  
。

20.5 

20 

な し 130 21 
30以上

車t

B-b- 5  5  1  B  に徴亀 O K  
。

，E  

22.1 
。な し 120 18 

合

〈 c  裂発生 O K  
。

17.7 

10 
な L  130 21 

30 

1)  I  b  。

A  化粧層 O K  
。

29.1 
30<1. 上

な L 140 19 

返
。

日-b- IO
L  

10 日 に微亀 O K  
。

22.7 (11) 

な し 120  18 
合

20 

C 裂発生 O K  
。

19.0 30以上1
な し 140 22 



5. 試 験 結 果

試験結果を表- 5-101ζ 示す。試験体記号は( 表- ] の構成別) 一( 老

化処理記号〉ー( 老化サイク J レ数〉から成立している。

注) (1) F  (秒) の繍の ( ) はフラッシ ュ程度の残炎を示す。乙乙で

はフラッシュ程度の残炎は判定の項目の中から省いて合否を決

定 した。

(2) 判定の欄の合は適合，否は不適合を示す。

(3) 番号欄の( ) は試験未実施を示す。

表 7 C の試験結果

供試体 老化理基

?ク 番

老化 A  F  d  

!i¥験憧 lC CA 

Je号 来件 ル号 外観
J ・c.骨)

( 砂) (帽)

A  OK  12 .3  14.7 

。

な L

1¥ 

10 

トー
。

c  B  OK  47 .3  10.2 
11 

なし

トー
。

c  OK  35.0  12.0 
11)  なし

L土
O K  102. 4  8.0 

。

なし
I! t んr

'  。
C-III 1  ! 日 O K  51 .0  6.0 

"  

なし

トー霊化右 L

漫 (C)  

111 
。

A  O K  48.5 8.0  
IS 

なし

演

2 ↑E  

ほとんど
。

C  111 2  O K  17. 2  6.0 
10 

な L

トー 霊化むし
。

c  OK  21 .0  7.2 
羽4 上

なし

u  
。

A  O K  12.4 7.0 
11 

なし

トー
I! t んど

C- II 1  l 日 OK  54 .5  3.0 

。

なし
13 

トー 宜化も L

c  

11 
。

蔽 A  O K  91 .3  7.0 
13 

官 L

トー ほとんど
。

C  11 2  2  I  B  O K  40.0 3.0 
16 

な L

トー 宜It l iL 。
c  O K  11. 8  6.0  ｬｏｾ 上 なし

A  O K  34.4 6.4  

。
，.. L  

J l l弘土

C  b- 5  

乾

5 1s 霊化ら L
O K  58.0 6.4  

。

な L30弘上

il! トー
。

(  1  b  

c  OK  16.8  4.8  

"  

な L

。
り

A  OK  51.5 3.5 
苅以上

な L

返 トー
。

C  b  10  

し
10 I  B  宜化与し OK  8.3 7.0 

IS 
官 L

トー

c  O K  88.8  3.8 

。

な LIJ l l 以上}

表 8 0 の試験結果

供試体 老化促韮

サイク

ヰ' "  

老化 A  F  d  

試験後 IC CA  

記号 条件 Ｉ ｾ＠
可白 外観 ('C分) ( 砂) (酬)

A  O K  4.0 13.1 

。

な L
30，よ上}

「ーー
。

D  日一 O K  9.4 7. 0 
(30以上)

なし

ヤーー
。

C  O K  1.1 14.0 
30' ム上)

なし

A  O K  33 .0  6. 7 

。

なし
(l S) 

0- 111-1 I I B  
変化町 L

O K  25.5 13.0 

。

なし
(30) 

浸

トーー

c  

111 

A  O K  14.5 4.8 

。

なし
(35) 

0-111 2  

，責

2 1 8  
Ｚｬ ｾｴ むし

O K  5. 0 12.0 

。

なし
(10) 

c  O K  7.5 10.5 

。

なし

Ii: 
(27) 

A  O K  20.3 8.9  

。

な L
(22)  

主化ｾＮＮ L  
。

0- 11 11 (  1  18 O K  13. 0  4.3 なし
，" )  

一
c  

11 

叢
A  O K  3. 5 8. 0 

。

"  L  

'" 
トーー

まft'i L  
。

0- 11 - 2  
2  1 8  O K  0. 3 9.3  

'30'λ 上}

なし

「τ O K  。 12.3 

。

な L
( 15)  

A  O K  3. 4 19.0 
"  

なし
30以上)

O- b 5  聖L
5 τ  

まIt むし
O K  。

9.9 

12 

な L
301:んと)

，E  

。

(  1  b  

c  O K  7. 3 9.0  
珂ｾ上［

な L

n  
A  O K  0. 8 9. 6 

。

なし
123i 

D- b- I O 

返

10 I  B  
宜イt' ，i L  

[30。Lム上
O K  8.0  5. 2 なし

L  

T  

('C) 

160 

150 

160 

135  

130  

140 

110 

110 

130 

110  

140 

120 

130 

110 

120 

120 

120 

120 

130 

T  

( ' C) 

110 

110  

100 

110 

120 

120 

130 

130 

120 

100 

130 

100 

100  

100  

100 

100 

100 

90 

c  O K  1. 8  7.4  

。

なし 100 
(30以上)

W 
判妄

( g)  正<<-燃

18 

16 
4  ロ

16 

18  

18 合

18  

19 合

20 

19 

18 合

18 

19  
A  ロ

19 

18 

18 
ムロ

18 

18 

19 
合

20 

重畳d量判i E

W(  1)  
正 { 且山

19 

ト一一一一

19 合

18 

23 

24 合

22 

24 合

24  

21 

20 
A  白

23 

18 合

19 

19 

18 合

19 

18 

20 
ι  ロ

20 

」
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表 9 E の試験結果

供試体 A  F  d  T  

験後 lC CA  

( ，)  定不き記 号 条 ル 号 外 観 ('C 介) ( 抄) ( 醐) ( ' C) 

A  。 I 0.6  I  0  なし 115 34 

ト一一

E  自 一一- I O K 。 な L 115 44 合

Ic O K  。 3.1 。 なし 100 36 

A  遭度が高
O K  。 1 2. 8  I  0  なし 125 

ト一一
いと費面

E-a-3  3  18  眉がやわ O K  。 2. 8 。 なし 100 28 合

乾
c  

らか{右

る. O K  。 なし 120 32 

，E  

A  O K  。 なし 125 30 

F.: -a 4  4 日 向上 O K  。 なし 135 26 合

〈

c  O K  。 なし 130 30 

円
A  O K  。

5.9  。 な L 110 33 

E -b- 3  3  1  8  向上 O K  。 なし 105 31 合

返

c  O K  。 主 L 115 37 

一
L  A  O K  。

4.1 。 なし 105 34 

E  -b- 4  4  18  向上 O K  。 5  6  。 な .L 105 31 合

c  O K  。 なし 120  33 

褒ー10 F の試験結果

供試体 番 老化 A  F  d  T  W 判i享

試験後 lC CA  不

記号 条 J レ 号 外 観 (' C ・骨 )1 ( 砂) (開) (' c )  ( ，)  
定燃

A  O K  o  1  3. 4  。 な L 125 31 

一
F  日 一一 O K  49 .8  23. 0 20 な L i50 41 合

トー

c  O K  。 3.1 。 なし 150 29 

T.  3サイ ;' 1 0  K  I  0  
8. 1  5  なし 135 26 

一ールの崎に

F- a- 3  

ｾ同 Ｑ Ｍ Ｓ ｬ → 費匝 ｍ 面が化 Ｎは旺が o  K  0  

7. 5 。 なし 125 26 
A  ロ

O K  0  15.6 1  0  なし 115 30 

il! 

。 11.2 。 な し 165 25 

F- a 4  4  同上 O K  
。

8.4  。 なし 165 23 合

O K  。 5.3  。 な L 155 25 

一
円

A  11 サイク O K  。 12.8 。 なし 135 27 

「一一
ルの崎に

o  I  20.2  1  0  F- b 3  3 日理面化革 O K  なし 135 32 合

返 トー 艇がはが

C  れる. O K  。 16.5 20 なし 125 32 

司L I  A  1  1  0  K  

。 9.7 。 なし 105 26 

。 11. 8  。 |な L 10日 33 合

C  1  1  0  K  なし 110 29 

6， あとがき

A.  B.  C.  Dは難燃材料の性能. E.  F は準不燃材料の性能がある

かどうかを試験してみたが，難燃処理の方法によって防火性能が違う乙

とがわかってきた。

供試体A …外観は変色が見られただけだが，難燃薬剤を強制注入して

いるため水( 湿気〉によって薬剤が溶出 して，試験結果は乾湿くり返し

の方がシビア ーである。

供試体B. . 外観は化粧屈に無数の亀裂が発生して，防火塗料( 酢ビ系)

が水lζ 弱いという乙とを示している。とくに防火塗料が酢ヒー系で親水性

であるためと恩われる。

供試体C およびD …外観はほとんと‘ 変化を認めない。防火塗料を防火

屈に使用しているが比較的耐水性，高温度に安定であるメ ラミン系樹脂

が混入されているので-比較的良い結果が現われていると思われる。

供試体E および F ... 外観は E の方が防火屈にけい酸塩系の無機質を含

んでいるために湿気にさらされると表面庖がやわら かくなっているが，

乾燥すればほとんど元通りになる。一方 . F の方は基材 IC相当量の燐酸

塩系の難燃剤を注入したため，薬剤の溶出があった。いずれも防火屈に

アルミ 箔をそう入 しているため，表面庖からの湿気の浸入を防いでいる

ので試験結果は良好であった。

促進君主化したものとプランクの試験結果を比較して見ると不適合のも

のは，いずれも亀裂が生じたものだけで，難燃薬剤が効力を失ってくる

と. tま材が木質の可燃物のため燃え抜け現象を起乙すと恩われる。

( 研究員 蔵川 念〉
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時 事 放 談

日本建築協会建築クラブ例会講演要旨 ( 昭和48年 8 月 14臼)

南 海 電 気 鉄 道 附 社 長

川 勝 傍 氏

私どもが当面している二，三の問題について

申し上げてみたいと患います。

その一つは日中国交正常化が実現した乙と

で，乙の前提となったのが . ] . 中華人民共和国

は中国を代表する唯一の合法政府である 。2. 台

湾は中華人民共和国の不可分の領土の一部であ

る。 3. 日台条約は不法な条約であり ，これは廃

止 されなければならないという「復交 3 原則」

です。

乙の原則 lζ 従って結論を出すために，田中，

周会談が関かれたのですが，周総理は「小異を

残して，大同を求めようではないか」と繰返し

言っている。乙の言葉 lζ 深く私は感銘を受けま

した。乙の「復交 3 原員I j J を了承して共同声明

が発表され，直後 lζ 日本と台湾との外交機関が

閉鎖された。日本の立場，台湾の立場からいう

と，台湾問題は小異と‘ ころか非常! c 重要な問題

を残しております。

現 lζ 国交回復後，中国が日本政府に早期実現

を強く希望している航空協定の締結も ，いまだ

に台湾の飛行機が伊丹と羽田 lζ 離着陸している

という事実から， 事務的な打合わせをしたもの

の，基本的な問題{ζ 当面して，いまだに見通し

がついていないわけです。航空協定ができれ

ば，ほぼ 3 時間で中国と往復できる。何として

も締結は急いでもらいたいと乙ろです。

国交正常化後の日中貿易関係ですが. 1971年

9 億ド J レ( 輸入 3億ド) 1 / . 輸出 6 億 わ け で あ

ったものが . 72年は 11億ドル( 輸入 5 億ドル，

輸出 6 億ドノレ〉で，おそらく ことしは 19億ドル

から 20億トソレになるのではないかと惣像してお

政治的 lζ 対中国政策がきびしいときは，かなり

ひどく批判も受けましたが，今日まで国交正常

化を強く希望しなが ら，民間貿易を進めてきた

わけです。

そういうわけで，先般の日中国交正常化は，

ま乙とに感慨深いものがあります。現在，取引

の引合いのある大きいプロジェクトは ，石油化

学プラン ト， 製鉄プラン卜で製鉄プラン 卜は西

独と日本に相談をかけて おり 1プラン ト1千

億円というかなり大型の もので ，今両国が激し

い競争をしております。

中国の乙れからの経済建設ですが，一昨年か

らかなり膨大な第 4 次経済 5 カ年計函に入って

おります。鉄鋼 ，石油化学，輸送関係、港湾設備

等々ですが，中国が今非常に困っているのが輸

送力で，道路網の建設に力を入れております。

海上輸送は港湾設備が十分ではなく日本の技

術に期待しているようです。船舶も自国船主義

lζ 切換えたいと，目立造船に貨物船 2 隻ーを発注

されました。

地下資源としてはないものはない。大慶油田

は非常に豊富な油田で，ぽつぽつ日本にも入っ

ております。

中国が大慶の池を日本 lζ 輸出しようと考えた

のは ，ソ連と日本の聞にチユメニ油田開発の問

題が進んであり ，中ソ関係が緊迫化している乙

とが，大いに関係があると思います。

アメリカが米中関係を改善する ，ニクソンが

モスクワを訪れる 。ソ速から ワシン卜ンに飛ん

で会談する。その聞に日本が介在するわけで，

米日中ソの関係は ，今後相当外交的に微妙に動

ります。 くだろうという乙とが想像されます。

実は私は日本国際貿易促進協会の関西本部の 今，中国関係での話題は，来年の中国博覧会

副会長をしており ，過去20年ばかり ，中国との の問題で，中国は経済貿易展覧会というとと

貿易について ，いささかお手伝いをしてきまし で，中国が主催してやる乙とになっている。同

て，中華人民共和国建国 4 年目の 1953年に戦後 l侍に大島市長が神戸など 3 市長と訪中され，大

はじめて参りました 。乙れは1952年春 1<::: 超党派

で「日中貿易促進決議案」が衆参両院で決議さ

れ，その通商視察団の一員としてで，以来20年

間国際貿易促進協会の仕事の手伝いをして参っ

たわけで・す。

20年という時代を振返ると非常に大きい変化

があり ，そのなかで何としても日 中間の民間の

パイプをつないでおくべきで、はないかと考え ，
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阪，上海友好都市協定の提案も ，周総理の同意

を得，来年は大阪，上海友好都市協定が取結ば

れ. 7 月から 8 月にかけて ，万博跡地で中国展

覧会( 名称未定) が催される乙とになりました。

中国の問題は乙れぐらいにして ，朝鮮半島の

問題に触れたいと思います。南北朝鮮が平和的

lζ 民族統一を前提に話合いを進めるという声明

を発表，同時に赤十字会談で，南北lζ 離散した

家族の問題を人道的に解決しよう ，そして調整

委員会を南北代表で設け ，将来南北の政治協商

会議iζ 発展で きるような話合いをやろうという

乙とで進められています。

先般，前回の大統領候補金大中氏が東京で突

如姿をくらまし ，今朝の新聞によると本国の自

宅! c 帰っている。事件発生後，直ちに空港や港

に非常箸戒を敷いたのに ，どういうルー トで‘か

本国に帰っている。なかなか乙うした点から

も，政治的な複雑さが考えられます。

日本における朝鮮人問題というと ，ほんとに

腹を割って話をすれば，長い間の日本の植民地

支配下に置かれた ，民族の悲劇的な遺産だとい

う表現になるわけです。かつては日本の戦争に

協力させるような乙 と をやったわけで， む ζ

い仕打ちを してきた ，乙れは過去の事実として

も，日本と朝鮮は中国との関係よりもっと近い

わけで今後の朝鮮半島の問題は日本にもきわめ

て関心のある乙とで，日朝の問題は非常に重要

な問題だと考えております。

近隣関係が友好的になる ζ とは ，非常に大事

な乙とではありますが，翻って考えると ，圏内

にもいろいろ問題がある。財界では自由主義修

正論というものが出始め ，そういう問題が日本

の自由主義経済体制をゆさぶるようなと乙ろに

まで発展しかねない現象が出ていますが単 [ζ 現

代の自由主義経済を部分的に修正するようなこ

とを考えても ，基本的 1<::: 問題を解決する乙とに

はならないんではないか。政治はその場その場

で当面す る問題を，できるだけ影響力を少なく

して，いいかっ乙うをして解決していくとい う

ととろに日本の政治の悲劇があるように感じま

す。

今の時代，あくまでも企業の社会的責任とい

う立場を強く打出し，企業が政府 [ζ 協力する乙

とは当然ですが，政治的にも政策的にも長期的

な展望に立った総合計画を業界が強く主張する

必要がある。今後は国家，地方自治体，住民，企

業の 4 者のコンセンサスがない限り ，企業の発

展は困難ではないかと思います。乙の 4 者一体

の今後の態勢，あるいは関係をどう調整してい

くかというととが，企業経営者にとって非常に

重大な問題であろうと考えているわけです。

( 速記録より抄訳)

南海電気鉄道株式会社

大 阪 市 南 区 難 波 新 地

6番町12番地

電話代表大阪 ( 631) 1151  



昭和48年度・第 3 回若い会員の集い

神戸の洋館建築をみる会

一 旧居留地・栄町通りを中心として

レ ポ ー ト

.  
大震高船ピ ｊｾ

15番館

向 上

神戸の洋館建築をみる会は ，その残存するm

物もかなり数少なくなって，現在では，貴重な

遺産ともなった明治 ・大正の洋館建築を乙の目

で確めかてみようと ，とくに明治建築の権威で

ある神戸市教育委員会の坂本勝比古先生を講師

にお迎えし ，7 月 7 日土限の午後，多数の参加

者を得て催された。

まず講師より見学会の資料と して，いわゆる

神戸居留地の明治5 年における外国商館名のう

えに昭和42年現在の主要建物を重ね合せた大変

ｩｾ 重な ， また興味深い地図をもとに説明をいた

だいた。地図は当時の外人建築家 J . W. ハート

が作成したもので，当時すでに街区が整然と区

画割りされており ，街路は現在もその当時と全

く変っていない乙と ，また街路にはガス灯 (神

戸大丸前 IC復元されている) を配置，上下水管

も完備され，公園グラン ドといった都市施設が

設けられていた乙とに感心させられた。

旧居留地のなかを歩いてみると ，整然とした

敷地区画の境界にはそれを明示する立派な石様

が見られた。当時の建物は今はほ とんど残って

いないが，15番館は現在側ノザワが本社事務所

として使っておられ，ほぼ原形lζ 近い形で見る

乙とができた。

向社の ど好意で建物の内部もみせていただ

き，明治になってわが国へ入ってきた洋館建築

の手法を 乙の目で見，肌で感じるととができた。

海岸通りに出て，大阪商船ピル，チ ャーター

ド銀行，海岸ピ J レなどを講師の詳しい説明を聞

きながら見ていくにつれ，日頃はなん となく見

過ど している建物が新しく見直される思いであ

った。パスで栄町通りを通り抜け ，途中車内よ

り中国銀行，安田信託，第一勧銀，大林組，三

菱銀行神戸西支底，裁判所の建物など見ていく

と，明治から昭和の初期にかけてその時代の新

しい建築様式手法 IL 食欲なまで懸命に取り組

み，自分のものとされた当時の建築家の窓欲が，

眼前 ILf方都t とする思いであった。神戸の街並み

を走り過ぎて舞子の海岸 lζ 活き ，明治の末，若

い建築家大熊喜邦氏の設計による 旧武藤山治邸

( 現鐙紡舞子クラ プ) を見学 した。その後，同

邸の淡路島を望む離れに参加者一同が会して，

坂本先生を囲み，乙の企画について話をうかが

うとと ができた。

そ乙で話題になったととは，民家などが最近

までに保存のため，重要文化財の指定を受ける

など対策がとられてきたのに対し，明治建築に

ついては不十分ではないか，また ，その所在を

史跡と閉じような方法で積極的に紹介すべ きで

あるとの提案があった。乙れに対し その建物の

所有者にとっては紹介される乙とが，一般公開

を多く要求され，かえって負担となり ，とく IL

住宅の場合は民家の場合と同線，実際 tζ 使用さ

れている建物については一般公開と現状保存の

困難な点が指摘された。

当日参加された会員は，明治生まれの年配の

方から若い女子の方を含む幅広い年令陪の人達

であった。とくに年配の方のなかから ，明治 ・

旧武藤山; 古邸

向 上

大正にかけての著名な近代建築を解説つきでま

とめて見る乙とのできる ，乙う した機会をかね

てより望んでいた という乙と ，また当日の坂本

先生の説明で神戸の近代建築をよく理解できた

と同時に興味が深まった乙と ，ζ れからも引続

いてとのような企画を企てると同時に ，会誌に

も特集を希望しますなど企画担当の委員会とし

ては大変嬉しいど意見をうかがった。

最後に乙の企画 IC際 し， 側ノザワ殿ILは15番

館を，鐙紡側殿Ir . は旧武藤山治邸を見学させて

いただくにつき快く 了解いただいたうえ，当日

は丁重なおもてな しを受けま した乙と を誌上を

{昔りて厚くお礼申 し上げます。

(西村 ・岩永記)

. 日 時 7 月 7 日 ( 土) ・怠加 者 37名

. 行 程 12.30 中之島出発→13. 45- 15. ∞ 旧居留

地見学 ( 徒歩) → 15.∞ 出 発 ・栄町通

り ( 車中見学〉 ・・ 16. ∞ - 17. 00 舞子の

武藤山治邸 (現， 鐘紡舞子倶楽部) 見学

・休惣・想談 17 ∞ 出発→ 18. 30 大 阪駅

北口着，解散

. ゲスト 神戸市教育委員会主幹 坂本 勝比吉氏
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日本建築協会

月間の動き

昭和48年 8 月分

編 集 理 事 会

13日 2 時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者彦谷委員長，山田幸一理事，窪田

編集方針検討小委員会主査

議事(1) 昭和48年度収支中間報告

(2) 編集方針検討小委員会の答申について

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

2 日 6 時- 7 時 於 広 田 家

出席者柳副委員長，西村，岩永，中村，

宮後，各幹事ほか13名

議事(1)第 3回「神戸の洋館建築をみる会」実施

報告

(2) rヨーロ ッパの都市と建築調査団」解図

式および、帰国報告会企画について

(3) 第 6 回 「当尾の秋をたずねる」の企画 Iζ

ついて

(4) 第 7 回以降の事業企画について

(5! r建築家に話を聞く会」の雑誌掲載につ

いて

(6) そのほか

議事終了後同所において懇親会を開催した。

「ヨーロッパの都市と建築調査団」解図式

4 日 2 時- 6 時 半 於 ヤ マ ニ ビ J レ

出 席 者 調 査 団 元 木 団 長 ほ か23名

交 通 公 社 吉 田 氏 ほ か 2 名

協 会 北 垣 事 業 委 員 長

ほか 5 名

西村幹事の司会で進められ，北垣事業委員長

( 会長代理) の挨拶，元木団長の挨拶， ]燦M日

委員より添乗員 Iζ 謝辞のあと柳副委員長の音

頭で乾杯懇談 した。

なお解図式終了後同所において座談会開催

について打合せを行なった。

「簸近の建築用板硝子製品と工法J 説明会打

.6、A 恥

広 司 =

7 日 11 時半- 13時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 石 崎 溌 雄 氏 ( 京 大 教 授 )

湯 浅 忠 繁 氏 ( 日 本 板 硝 子 )

三 好 俊 二 氏 ( 旭 硝 子)

松尾 幸晴氏( セン トラノレ硝子)

三品副委員長，佐藤委員

64 建築と社会/ 1973年10月号

議 ej}( l )説明会の名称、について

(2) 開催日時およひ. 会場について

(3) 各講師の説明題名および1時間について

(4) r建築と社会」誌の原稿締切日について

(5) カタログ等について

(6) スライド使用について

(7)そのほか

「ヨーロッパの都市と建築調査団」帰国報告

会 (座談会)

21 日 611寺- 91時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 元 木，樋口正副団長ほか 9 名

相11副委員長，藤縄主査ほか 6 名

若い会員の集い企画分科会

23日 6 時- 91時 於会館 3 階会議室

出 席 者 小 田 主 査，岩永 ・中村幹事

ほか 2 名

議 割1)第 7 回若い会員の集い( 解体修理中の古

建築見学会) 企画について

(2) そのほか

編 集 委 員 会

「建築と社会」誌構造と施工関係記事広告打

. 6. . 6.  

I =l "玄

8 日 11待- 31時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上，真塚建築データシ ート 委員

会正副委員長ほか事務局員 3 名

「建築と社会」誌 9 月号に建築データシ ート

より転載の記事広告について打合せ

委 員 会

13日 41時- 61時半於会館集会室

出席者彦谷委員長ほか 8 名

議事(1)9 月号= 構造と施工特集経過報告

(2) 10月号= 仕上と材料特集報告

(3)1 1月号= 第20回青年技術者特集の件

(4)12月号企画の件

(5) 作品作風その他シリ ーズものの件

(6) 編集方針検討小委員会答申の件

(7)そのほか

作品作風小委員会

13日 6 時- 81時半於会館集会室

出 席 者 谷 主 査 ほ か 5 名

議事(1)10月号作品の掲載方法について

(2) 11月号以降の作品について

見 学

A  

コZ

第 3回大阪ロイヤルホテル新館新築工事の見

企日ぷ与

ー才・=

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支部共催)

7 日 21時- 41時半

参加者 44名

第 4回若い会員の集い

「工業化工法によ住宅生産工場をみる会J (1) 

28日 81侍50分- 171時40分

参加者 50名

見学工場

(1)クボタハウス大阪工場( 枚方市〕

(2) 大和ハウス奈良工場( 奈良市)

(3) 積 水 化 学 奈 良 工 場 ( 奈 良 市 )

建 築 業 務 基 準 委 員 会

6 日 21時- 4 1時半於日本建築学会

出席者 山根委員ほかロ名

議事 「戸建と住宅建築業務基準( 案) につい

て」

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

幹 事 会

1 日 正午- 1 1時半於会館集会室

出席者塚本会長ほか 5 名

議事(1)9 月以降の講師について

(2) 9 月以降の料理，および

(ω印3剖) 諮師の講演内容維誌掲i載i蹴武如lにE ついて

(4) そのほか

朝 食 会

14日 8 時- 91時半於新大阪ホテル

出席者 70名

当日は南海電気鉄道側社長川勝停氏より時事

放談( 主として中国問題) を伺った。

8月 の 入 会 者 ( 敬称略〉
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「建築 と社会」 パ ッ ク ナ ン パ ー に つ い て
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下記ノミックナンバーがそろっています。 ( x

はノマックナンバーなし) バック ナンノイーのお申

し込みは，日本建築協会へ。 06-231-9648，9649 

〆ふy ク

号 特 集 名 ナン，(ー 定 価

有 無

昭和47年 4月号 都市交通問題
。

￥400 

5 月号 水 利 用

。 ， 

6 月号 量 産 住 宅 の 設 備
。 ， 

7、8月号 桂中学校 ×  
"  

9 月号

都 市 住 環 境 へ の ア プ

×  
W 

ロー テ

10月号 都市防災
。 M 

11 月号 第 19回青年技術者
。

"  

12月号 北 陸 の 新 建 築
。

"  

昭 和48年 l 月号 建 築 教 育
。

"  

2月号 泉ミ北ューーユテーィタ施ウ股ンの コ
。

"  

3 月号 大阪大林ビルデイング
。

"  

4 月号 レ ジ ャ ー と 施 設
。

"  

5 月号 大 阪 国 際 ヒソレディング o  
"  

6 月号 老 人 コミュニティ
。 ， 

7月号 住宅一建築家のすれ 、
。

"  

8月号 新用途地域網l X  H  

9月号 構 造 と 施 工
。

"  



園高岡閣

中小ビルから超高層ビルまであらゆるモジュールに

対応できる

メｾの設備 集 中方式複合天井システム

| 己ヨ γ 二J - T 2 4型 ・2 4 T 型

営 業 品 目

- シ ス テ ム 天 井 <IC ラ イ ンー T >

- ア ル ミ 可 動 間 仕 切 〈 ダ イ オー ル E S 型〉

- 銅 製 間 仕 切 〈 ダ イ オー ル F W型〉

・ 乾 式 2 時 間 耐 火 間 仕 切

- 乾 式 軽量 遮 音 間 仕 切 〈 ダ イ オ ー ルG1型 ・GI I 型 〉

⑨ 明 星 工 業 株 式 曾 社

μ  

本 社 〒550 大 阪 市 西 区 靭 1丁目 145番地( 明星ヒソレ) 電話 (06) 448- 5321  

東京支社 干103 東京都中央区日本紙兜町2- 38(共同ビル) 電話 (03) 669- 0441 

、

- 工期 の 短 縮

設 備 集 中 方 式 、 ノ ッ ク ダ ウ

ン 方 式 を 採 用 し て い る た め 、

現 場 作 業 を 最 少 限 度 に と ど

め ら れ る と 共 に 、 各 種 の 現

場 作 業 の 併 行 が 可 能 て . あ る 。

- 設 計 ・ 施工 の 単 純化

天 井 面 に 必 要 な 諸 設 備 が 、

す べ て 包 含 さ れ る よ う 言 宣 言 十

さ れ 、 搬 入 か ら 取 付 ま で一

貫 施 工 を 行 な う の で 職 種 間

の ト ラ ブ J レがなく毛見士参管王歪

が 容 易 で あ る 。

- 照 明 器 具 の 簡 易化

取 付 用 の 額 縁 や ピ ス を 一 切

用 い ず 機 能 本 位 の I C ライン

T 専 用 器 具 ( 40W x 2灯 ・

下 面 解 放 型 ) を 使 用 し て い

る た め 、 取 付 、 取 タ ト し は 敏

速 に 行 な う こ と が で き る 。

- 天 井 エ レ メ ン トの 融 通 性

可 動 間 仕 切 は 天 井 モ ジ ュ ー

J レIこ よ り 、 市I H良さオ1 る こ と

な〈 、 耳又イ寸、耳H ト し が 自 由

に て . き る 。 ま た 、 将 来 に お

け る 平 面 計 画 の 変 更 に 伴 な

い 、 設 備 ス ペ ー ス 内 の 酉E 置

変 更 が 可 能 で あ る 。

規 格

I  C ラ イ ン T  ＼ Ｒ Ｔ 丞ｾ＾

グ リ ッ ド 寸 ， 去 が 2400mm

以 下 の 場 合 に 最 適 て . あ

る。

I  C ラ イ ン ー T <24  T 型 〉

グ 1) ' ; ;ド 寸 法 が 900mm

- 3 2 0 0 mmま で に 適 要 で

きる。
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デビュー以来コントラフト用力一ベット

クN o 1。鍾かなクッションとミックス謂の色

彩ガコージャスな空間を演出します。施工もハ

サミで自由自在に力ッテインクでき、両面テー

フや接着剤で直接床にびっだりフィット。手間

ガは13i けクンとスピーディです。そのうえ豪華

なコントラフトカーペットガ二一ドルパンチ並

みのお求めやすさ。まさ lこ、歩いても座っても、

寝ころんでもいい気分の力一ベットなのです。

株式会社 ク ラ レ

大阪市北区栂回8 新阪急ピル 干530 東京都中央区日本橋3-8- 2〒103

m 

66 

歩し Vても。座っても。

寝ころんでも。

しい気分の

力一ぺ¥ソトで弓己



本邦初のポリエステルシャギ- 力一ベット

'‘・ -t! J&' 
素 材 / 規 格 ポ リ エ ス テ ル 100% パ イル長3 5 %%ゲージ ・4.5ステ ッチ 巾255cm 長さ 20m(舌L) 価 格5.600円/ 口l '

〈ーゼルはバイル長35mmの本格 派 シ ャ ギーカーペットです。

ポリエステル 100%づ か い で蝉 力 性 と柔かい 胤 令 いがカーペットの魅力を

倍加|します。 すまいのリビングルーム ・べ y ドルームをはじめライトコマーシャル

ディスプレイ用としてハーゼルは i註適です 。

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社
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惨超高層ビルでも大活躍する安安安

大阪国際ピ ル

営 業 品 目

e- ロ-rt: 2 号

どんな 地 域 で も ど ん な 構 造 の 屋 根 を つ く っ て も

完 全 で 安 心 で き る 防 水 が で き た ら ・ ・・・・・・ ・・そ れ が 建物

を つ く る ひとびと の 夢 で した 。

そ の 夢 が 実現 し て か ら す で に 20年 の な が い 年 月 と

900万 m' を こ え た 施 工 実 績 を も っ て 信 頼 を い た だ い

てい るのカず

〈ビ ニ ロ イ ド 防 水〉です。

そ れ は 下 地 に 亀 裂 が で き て も 破 れ る こ と が な く

寒 冷地 の 冬 で も 脆 く な ら ず に 柔 軟 で す 。

また ど ん な 場 所 に つ か っ て も 腐 り ま せ ん 。

介 成 繊 維 ビ ニ ロ ン 不 織 布 ル ー フ イ ン グ の 特 殊 な

製 造 技 術 と 防 水 専 用 特 殊 ア ス フ ア ル ト

* アココンパウンド。 の 性能 を 生 か し た

わ が 社施 工 技 術の 成 果 に よ る も のです。

ビニロイド防水が採用された超高層ビル

( 主要部軒高45m以上のもの)

京 王 プ ラ ザ ホ テ ル ホテルグランドバレ λ

世界貿易セン 7 ーピル 鹿 品 建 設 本 社 ピ ル

霞 ヶ |期 ピ ル 大阪干令ンFイズマ」ト砂

田l 日 東 海 ビ ル 大 阪 国 際 ピ ル

神戸商工貿易センタ一日レ bi 士 銀 行 本 広 ビ ル

ホテルパシ 7 イ1 7 東京 経 済 連 会 館

日本7イ・ビ エム本社ビル 大 日 本 イ シ キ ビ ル

帝 国 ホ テ ル 本 館

電 通 本 社 ビ ル

郵 政 省 本 省 庁 舎

東京駅八重洲本屋( 大丸)

日 本 銀 行 本 庖 新 築

7 ジ テ レ ビ 新 館

新宿駅西日本屋( 小関急)

大阪ロイヤルホテル

・ ピニロイド防水工事 ・ア コ シ ー ト 防 水 ・アスフアルト防水工事

・三星ソフ トンタイル貼工事 ・保 出 ・保 冷 工事 ・ シポレックス工事

・三民プラス オール ・三 星 コーキン製造

三 星 産 業 株 式 会 社

干101 東京百11 千代[ 日区神田小川町3-28(三来ビ l レ) Tel .( 292)1961(代)

干550 大阪市丙区江戸線 1 - 126(大栄ビル) Tel .  (443)9721  ( 代)

出f長 所 札 幌(721) 6031 ・6307 仙 台(21) 5366(代)

名古屋(931) 4574 ・3393 福岡(78)3361(代)



三割星べ比トの字訓 .11-- : J - r : J ! J " EB 

/ 橋梁防水に屋 根 防水/ 地下防水

ネ オ ・ル ー フ イ ン グ E B は、

気 体 の 透 過 も 言午 し ま せ ん 。

し か も 他 の 防 水 シ ー トに く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩

耗 性 、 耐 破 断 強 度 が一 段 と す ぐ れ て い ま す 。

フ レ キ シ ブ ル シ ー ト で す か ら 凹 凸 の 下地 で も 施

工 で き 、P C版、 A L C 版、 木 毛 版 、 鉄 板 、 木 材、 発 泡

断 熱 材 な ど 、 ほ と ん ど の 下 地 材 料 に 密 着 し ま す 。

i夜 f本 lまもちろ〆し、

※ く わ し く は 下 況 の建 材 課 へ お 問 合 せ く だ さ い 。

三ッ星ベルト株式会祉
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本 社 / 神 戸 市長 田 区浜 添通 4 ー 1 - 2 1  T  E  L  (078)  671 - 5071 大 代 表

東 京 支 1苫 / T  E  L  ( 03)  552ー 1421 名 古 屋支 庖 / T  E  L  (052) 262- 3551  

大 阪 支 庖 / T  E  L  ( 06)  448- 5301 福 岡 営 業 所 I T  E  L  (092)  44- 4451 

北 海 道 出 張 所 I T  E  L  (011 ) 231- 910 1  広 島 出 張 所 I T  E  L  (0822)  
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H 脚吹付仕上げなか " 100%の技術提供……川"

現代のフィーリングを演出する

おしゃれな外壁仕上材

/
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/

 

ウレ タン樹指を主体とした弾力性をもっ防水化粧吹付

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

(株lA B C :

本 社 東 京 都 千 代 田 区 水 悶 町 2 - 12ー14

〒100 f i  03( 580) 1411 

支 社 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 4 - 8 - 3

干532 f i  06( 303) 1171 

ショールーム

大 阪 大 阪 市 東 区 京 橋1- 7 OMMピル81場

〒540 f i  06( 943) 2831 

ｾ与壬与ｾ妄 Ｔ ここご三＿でラモラそ＿で＿竺＿乏ｾ

耐久性 ・防火性 ・防水性のすぐれた機能に加え、工

期の短縮、経間企、斬新なデザインなど、多くの特

性をもった、新タイプの吹付仕上げ材です。この他

にも、無機質系厚H欠スタッコイ士上材や、高f雌 tn旨リ

シンなど、盟富な吹付仕上材を揃えております 。

空型型空璽孟ヨ] J) "  



融麟麟輔欝翻輯欝輯轍輯鱒欝欝自

出生謂il 畠 唱 輯 聾

内 装 不 燃 材

出 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 側l戸，J j'I :. 日11天北長狭通 4 - 1  ( 英和| ビル )

'，[1，/;  ｾＱ Ｑ ｊ＠ i  ( 331)  0881 - 3  

支 l吉 大阪 dj ｾｴｲＩＨｾ＠ k:i 1  j'J; 11汀50( 立ビ ル 5 階 502号室)

屯，; 市大阪 ( 364) 2 0 3 1 - 4  

倉 庫 神戸 di nイト区八崎; r n 1  - 5  (' ，[1，話221 2923)  

陸屋恨防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前 ＭＷＱ ミー悶ｾ帯

ら) 苧 ヲ q イト

本 社 点If: r.l I'IJ リと灰叙 l辛 8 - 4  - 11 ｾＱｉ， ｩ ，ｲￎ ・ Ｐ Ｓ Ｈ 571  )2703- 4' 2370 ・4064. 0264

奥山化工業株式曾批

大 阪 11 ¥政所 大阪市町IIJ:.';[)( r，[ 1山中i J {j リ 2- 3- 1 ｾｉｉ 訴 ＰＶ ＨＹＲ Ｑ Ｉ 2 4 9 7 . (922) 7 2 8 0  

r"l i l fUIsIWJr ?-， ，Ii hl  di lY.j 1'( ，f， "江田T 3  3  '，II 訊 052( 811 ) 3  6  6  0  ・ 3  1  0  4  

札 帆 :H ＱＱ ｾ 所 札帆山中央区北Ｎ粂Ａｉｾ IIq丁 fl '，II 訴 011(231) 7  5  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンテニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  
l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライ卜工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュ ドアー ・各種シャ ッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 (981) 0615 - 0618 

71 



空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

空 間 衛 生 設 備 の 頁

。‘

設 計 ・施 工

郡 朝 日 三 業 社

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令 三建設備工業株式曾枇

大 阪 市 北 区 紅 怖 l町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1 ( 代)

東京都中央区日本橋嬬殻町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

大阪支庖

本 社

支 社

点以I l I li を[' U之ー浜松田fI 2  7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 357 電話 ( 302) 2271 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

釧路・ 函 館 盛 岡 ・ 機 浜 ・ 的 問 ・ 京 都 ・ 神 戸

空
-..-・

-・

調発掠式会社。
本 社 ・ 本 広 大 阪 市 北 区 高 図 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

立 広東京綿千代悶区神岡小川町 2丁目 l 番 地 電 話 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地 電話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 l 丁目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535 

稲岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電話 092- 76- 3795

所 日 山 ・ 稲 井 京 都 ・神 戸 ・松 江 沖 縄

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

大阪 dJ I珂 反 江 " 刷 1 - 6  0  ｾ正Ｂ吊 (441 )  8231代 表

点 以 ー 宇 .11 w . . 大阪' 1 1 " . ¥ II/;j  

札 幌 ー新 説J 仙 内 金 沢 l凋 山 ・1五 山 -

;rr， j丑 ー熊 本

盛岡 ・償浜 ，-;:i 111 ' 位 111 ・稲作 J j (/1IS . 神 " 鹿 児 向

本 社

支 庖

営禦所

51是J封
出張所

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

所業エ水

ご重三

J 同

株式

会社⑮ 

設 計 脇 工

生

2t 

水 ，i翁

房 J灸

#
汁

A

n

t

i

 

給

日景

株 式

会 社
口 研 究 所大 阪 城

大阪市大淀区南浜町 3 丁 目14需J也

屯 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代表)

点京都中央区八丁綴 4 丁目 11番 7 サ

( 神谷ビル )

屯 請 求 京 ( 551 ) 8  0  4  1  ( 代表)

鳥 取 ' 7: 宇馬 ・字 郷 宮 ・君 津

'; ，' ; 恨 ，t- ; . ¥岡 ・松 山 高 松

本 社

干 5 3  1  

* 京支 J;li

干 1 0  4  

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 - ' ; r ; : 話大阪372局7 l 51( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ - ' ; r; : 訴事j I戸 341局 5 8  9  2  

庸口城取締役社長

出。 ｬｾ s斤

iiII邑

墨画E乙

司題担F

大阪支 ｊ￯ Ｑｩ大阪市北 ｛ｾＧ［Ｚ［，Ｚ ，Ｚ， Ｇ ｪ 浜 ｩｩｬｬ Ｑ Ｍ 2  5  ( 新大ビル)

1正，i，1j ( 06)  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社 ・東京支問 点点郎中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館 )

'，!I 話 ( 03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 九 州 広 島 札 帆 ・東 海 村 ，ｾｴ 除・大分

水 道 衛 生 . s. ! l : 冷房 ・其他管工・j>;

設 計 並 施 工

( 旧蔚雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 前 安 田T l l ts:!也

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 番 地 ( 日本ビル)

屯 話 東 京 ( 270) 7  4  1  1 番 ( 代 表 )

札帆市南大通西4丁目 l 札帆i立鋭 ピル 司i ，iO 札帆 @5756

金 沢 市 高 岡 町 2 帯 1 6 号 包 括 合 沢 ② 2074

稲 作 市 御 幸 2 の 1 Ul r: : 孟悩 J T@2436

悶 舵 市 2 需 丁 9 'l'tLJ? i 高股 @5195

岡 山 市 大 供 3 8  0 の l 包括岡山 @5486

新日本空調株式会社

札械営業所

金沢営業所

1i.¥J t 出強所

間松出張所

! 珂山，出扱所

衛 生 設 備/ 設 計 施 工

業工貝

空 気 調 和

多員

創 業 媛 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

緊 斎 藤 省 三 商 庖

本 l吉 東京都千代r I i 区メL町内 2 の 4 の 1

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  7  1  

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・ 広 島

出 張 所 金 沢

ヨL ビル 6 7  6 号

電話 212(' 内3751

大同ピル 616-1}

m: 活 443(( 1:) 3361

m話 681( (1:) 1781

岡 千 悠

熊 本

大 阪 市 内 区 土 佐 掬! i 凪 1 の 1

京 都 市 街 区 西 九 条 .JI' 回目T48 

札 眺 ・ 名 占 昆 . ￱Ｇ ｊｾ＠

字 書11 宵 ・ 般 浜

大阪支1苫

京都支I苫

支 底

営 業 所

冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 査 膏 冷 機 繍 王 軍 書 柱

地 盤 凍 結

社 大 阪 市 南 区 瓦 Ji. 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

11 l 話大阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番(in通)

東 京 営 業 所 束 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

m話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和

本

冷 暖 房 Y  各 種 サ ッ シ

給排水、衛生本道 ｾ＠ 環 境 衛生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 織 機 械

厨 房 守F ーー" " " T 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代必3071

本 庖東京・日比待・ 三{官ピル

支 唐 名 古 屋、倒 l湖、札側、広島、仙台、北隙

出 張 所 償浜、 金沢、紗l問、高絞
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空 調 衛 生 設 備 の 頁

給・ 排 水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房 設備

- 空 気 調和 設 備 ・給 排 水 術 生 設 備 ・ 塗善幸設備

・ 蒸 気噴 射 式 冷 凍 機 ・ 公 害 防止 関 連 機 器/ 設 計 ー製 作 ・ 細 工

、f

高額西原衛生工業所大阪庄

而土

.e::: 

ヌ1大

大 阪 市 大 淀 区 ，'， i  't南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

出 張 所 = 京 初 ・ 福 岡

(旧 社名 建 材 社 )

本社 東京支1，11=点京都中火区銀座 6 - 6 - 7 ⑧ (572)7411 代

大 阪 支 1，1;=大阪市北反中之，; : ; 2  - 22 ⑥ (203)3721 代

名 古 屋 支 1，1; = 名市屋市中灰錦 2 干 2 ー 13 ③ (211)1535 代

出 弘 所 = 札 帆 ・ f¥li 台・ 42 旺1. 金 沢 神 戸 ・ 高 松

広 ＧＺ，ｾ・松 山 . t'，'. 問 ー沖 縄 パ ノ コ 1 ?  

平' " 互業株式会社@  
会ｾ

一←

H是 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

套書1Ｖｾ＠高回
設 I汁 ・施 王

大阪市北区芝凹町 ＵＵ 番地Ｈ ｾ ヒ阪急ピ ｊ レ Ｙ 階Ｉ

' i l i : 諸大阪 ( 372) 2  5  1  1  (代表)

東 京 都 千 代 悶 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 問

大 阪 市 内 区 江 戸 沼 辿 2 の 2
T E L  ( 44 1)附 1994.  ( 443)  日り0331社本

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

i星 湿 度 調 塗 装置 、 媛 房

冷房、水道、搬送機設備

ぷ ，u- 住 ニ 施

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不ニ熱撃工業拡舎粧

大 阪 市 南 反 M順H届礎E 町 2 一5 0  "  

束京m大凶区丙 u同ヲ込 I 一2 一1 Ｂ泡 ｇＺ ｾｩ訴丹 ＷＷＳ 一 Ｑ ＲＳ ＱＨ ｦ附 口
銀岐Ｎ浜松 ー 京 Ａ［ ｾ . 神 戸 . m 岡

本 底

東京支底

営 難 所

大 阪 市 北 I天 7古川町 3 0  " 正川号 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 J I [ u(  r. s 千 代 川 氏 ) L ノ 内 3 シ 1( 新 *si-( ビ ル )

'，(L J i  ( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ＨｻｾＩ＠

仙 台 市 新 伝 .I.! JJ 聞r 6  0  

'，11 ，t-吊 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 市 hl ，Ii *  ' 1正 点 門 前 町T 3  - 6  

"巴 H 吊 ( 971 ) 3  6  2  1  

(¥1¥ 台 支 l汚

才z 占屋支 l汚

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 f

設計施工

換気・除塵設備

c: : : : : m哩胆コ

社

大阪市西区京町堀 1 丁 目 6 2  屯" 舌 (443) 8161 ( 大代公)

名古屋市中村区水主¥l ! T l の 1 2  官(t"，Ji ( 54 1  ) 0966( 551)  1655 

東京邸港区亦坂 2 丁目 3 - 1  2-

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神 戸市生l E l烹 北 長 狭 通 7 丁目 117) 1 泣 必 (341) 1778 .  4386 

A

Q

一

A
式ネ来業工田山

本 社

支 I?i

出怯所

東 洋 熱 工 業 織 式 会 極 大 阪 安 倍

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 福 岡

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

11i訴(681) 5  1  0  1  - 5  .  j支Hn専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 係 筋 1 - 37(天満怖北詰)

ｾｴｌ ｾｩ 舌 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大 沈 市 打 出 浜 13 - 15 包 括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i 宮 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

会 社⑨ 

各種送風機 ・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

桝土及京都支底

設計製作

ｾ＠

大. 11& 支 l苫

四 目 前 支 庖

大 津 営 業 所

津 営 業 所

*: ' 9. シ
株 式 盆 社

3舎四震房副d -
<<+'"&. 

関西焼房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目3 T  E  L  ( 672) 128l ( 大代 )

営業所 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 工場 和泉 ・名古屋

テレ ッ クス : 本社 No. 562一7688 和泉工場 No. 538 - 58. 98  

旧社名

ーーーーーーーー・ Ｔ 可 ＺｾＺｕＺＨＺｉ

ーｾ電ＧーＮＮＮＮＮ
③指語量制誹

73 



社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

昌司邑 ｾ＠ ム姐_ __..b， 

唱 ， 支L 本 木 エ '

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区 '1' 之島 3 の 3 朝日ビ J レ デ ィ ン グ

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 萄 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

Q

一

A

陽

キ土

本社営業所

朝

本

. - . 電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

ｾ､ 浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大阪市北区ｾ松田 ｔ 1 丁 目 2

7包 括 大 阪 ( 362) 8  

東 京 ・札 眺 ・名 古 hl ・福 岡

旭 川 ・神 戸 姫 路 ・高 松 ・広

苫 小 牧 ・ 浜 徐 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

キ土

支社・支庖

営 業 所

出 張 所

電 気 設 備 の 頁

本

ぬ

京都営襲所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区; r r ， oo僑J i T n二八爵I也 "h: ，活大阪 (202)0325- 9 需

本 社 東 京 部 千 代 m区 内 神 田 I T f l 4 帯} 也 5" ワー

支 社 札 眺 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・名 古 尿 稲 岡

市 銀 所 旭 川 ・ 内 河 ， l¥ll i兵， ，Ｇｩｾ＠ I羽 詰 山

会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注 社

A

S

A

 

式株業エ原栗

品 ー

央

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・九州|

信原莱取 締 役 社 長

設計・施工

喝'

気 株 式

電 気 工 事工情

興

敏

岡
山
又事工

程
司電

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 点 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

包 括 大 阪 (931 ) 代表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3丁目 11 m謡大阪 (931)7004

奈良県御所市御国通 3 6 0 電話御所 2

校方市山之上西町 l の 1 包括枚方 (43)8659 ・(44)9232

ふ
一

A

号医・

宅，本中

本

社

代表取締役 林

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 階)

屯 話 (361 ) 3  6  7  Ｑ “ｾ Ｉ＠

東 京 邸 中 央 区 日 本 陥 箱 崎 町 3 丁 目 2 1.11= .1也

屯 話 (671 ) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 柑 侠 原 ， ey ， 悩 山

失

一一
一

株 式 会 社

ヰ土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営業所

牧方営業所

出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京都品川 区 西 五 反 問 6丁目 25番 11号( 福 島 ビル)

電 話 東 京 (491) 1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

11[ 昔舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 言 宣 言 十 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締f支社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区紛S ' 1 : 1 1 1 T 五 O (立 ビ J レ三 |培)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 港 区 新 紙二 一一 六( ニュー新僑ビ J レ七| 滑)

電 話 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 ニ O 番 地

1t l 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・ 堺 ・千 葉 宇 都 宮 ・ 熊

社

キ土

1市

S与

本

支

営 業所

庖

ｾ＠

3ι  

君羊出号長戸斤

本神営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 栂 ケ 枝 問T 5  6 番 地

屯 話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 郎 ・ 草 津 - 的| 凋 ・水! : 占 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

宇 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中

大 阪 市 西 医 北 明 江 上 j邑1 J 日6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7! 48- 9  

東 京 ・名 占 lil ・!ぶ ，(，'j • t7 ; 岡

$  111 取締役社長

社本

ネ土本

支 庖

話業所 営業所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  1.11= 地

屯，15 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東 京 郎 港 区 新 矯 5 - 3 4 - 6  相 馬 ピ ル 5 階

［ｾｉￌ 結束京 ＨＴＳＴＩ 3848 ， (431) 例35

大阪市・札幌 ，f " lj 桜 ・凶f I 市 ・松 111 Ｇｊｾｉｉｉ＠

..0.. 

ｾ＠

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社 大本

社
ふ
一

A
事 株 式

郎四
ふ
小

J

喰

A
1

工

取 締 役 社 長

藤工太 陽

東 京 支 1，1;

大 阪 市 悩 lゐ 区 上 福 砧 北 1 一 2

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

所張r'l:'. 

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

設計施工室内装飾

図閥

二葉屋装備工業株式会社

( 創業大正 7 年)

• 家具造作

建設省認定の防火材料

ソリジッ卜スタイン基材同等 o  0  0  3号

エ " ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o0  0  4 号

エ パ テ ッ ク ス 基 材 同 等 o0  0  4号

本 社 大阪市東住吉区駒川 HI[ 3  - 54 .;tt 訴 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

1  奉 仕 感 謝 の 庖 |  庖の

タ イ ル 工 事 施 工|

Board&Sl ate 

大1 Z町n p零6 析5858

Standard 

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン ヱ ス

s s s  タイル新発売

ト守 1 ・ヒューム事

ベン手1，-9-. ミ)if;-;.レ

( カタログ進呈)

'11 ; 手業業高志

大阪市丙区制ノド町 2 丁目 98{在地( 靭本町バス停 i拘)

.tliJ "市 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路 lii 北 条口 126 岳地 ( 住友生命保険ピル3 F 皆)

屯 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

E

T

L

 

A

Z
守

』

・本

姫路営業所

物 … 桂

三 幸 商 曾

⑩ 

韓式

会 社⑪ 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 答 町1- 12 日 生 ピ ル 包 ( 943) 6571代 表

点京 ・ 被浜 ・ 雌岡 ・ ｾｭ 山 ・ 水戸 ・ 浜松 ・ 岡崎 ・ 名古屋 ・ 富山 ・ 大ｩｔ ｴ Ｎ 京ＮｲＮ ￟ Ｇ 堺 ・ 神戸 ・ 広島 ・ 福岡他全国主要都市

l| 
皆様の見本室年中見ていただける

A M. I0.00- P. M. 5. 00 

日曜・祝日は休 館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2054 

タイル

常 設 展 示 場
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カ ー テ ン ウ オ ー ル

ド ア ー ハ ン ガ ー

套22 三 高 製 作 所

電 話 大 阪 (499) 8  1  5  1 代 表

ド ア ー

タ ー

• ユノ

、y

、y

シヤ

サ

• 

間11

着目i

ス チ ー ル

35TK乏

'70年代を リー ドする

庖 舗 づ く り の パ イ オ ニア

| 庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・す べ て 工 場 渡 し で奉仕する

ぐ各種専門Ji5)

@37Z智子官会事品 J L

〒日6 大阪官官RTT021翠司;「-4

.  
( ネザミーマ寸ッめ

コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

任 施責由自色 彩物尺長

手重品

女然えない

オフ才L るご、、

傍 ら な い
W ジ ャ ン ボ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス 波V i皮S 大 波S ノj 、t皮波 板 規 格

途用

オリ工' ! J 'j ｊｾ＠ j. ヲル製造株式会粧

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4  

話

話

話

話

話

電

電

電

電

電

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2 中 経 ビ ル

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 1吉 及 工 場

名 古 屋 支1高 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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4 竺

S i  

--
つ

社

ｾ＠
-::z:t 

柏 原 漉

電 話 大 阪 (471) 1493- 4・8267

電 話 大 阪 (471) 0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

マ

ト

』

同

議

幼

九

五

s，ZP3・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品)

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業 一

d議

青 株 式

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 (538) 2951- 5・( 541) 5757- 9  

営 業 所 東京 ・高槻 ・明石 ・姫 路 ・四国 ・中 国

77 
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ユヲイドヲ， Ｍｊｾ
ｊｾ ・唱 ｩｪｬ ・唱 ｡ 圃 ｊｌ

Fコ・52ィJt:..ドF

ｾアウ六ー ｾｌ

建築計画・構造設計 一

中 習 者および見 習 急募 委細面談

事 務 所 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 4 - 1 - 2

分 室 大 阪 市 南 区 上 本 町3-21 ( 柴田ビル)

設 計 ・ 施 工

大 ＱＱ ＶＮ ヌヲずドヲ Ｎ｟ＮＮＭｾι 工業株式会ヨ尽き

. 所在地 大阪市北区太融寺町28番地 ・大善ビル 4 階

( 大阪合同ヒ、ル前)

・ 電 話 大阪 (06) 312- 6664 ・313- 2480  

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン

ιＮｾ ヨト
1" 

(標 準 型)

(早 強 型)
型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

! 60 ニ.:.1 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮ 

Jげ川…グ汁んん…ナ←一一一→づ一Jルレ

神 戸 枚j料F阿1株式歪笠ミ丞証t 福 刷 叫 … …山州峨吋出時叩叫 張蜘所什

it松部間:13t!iPI
れlfλ九

3(

九Iバ出i



ア ス フ ア ル ト 防 水 は 世 界 の 主 流

年限仕様・帯レボード仕様の

単価表が変わります:

アスフガレト防水

単 価 表

- 年限仕様

仕 様 番 号

東京 ・名古屋

大阪地区

G C - 3 10 1. 320 円 1m'

G C - 3 15  1，650  

G L - 320 1，720 

G L - 325 2 ，020 

仕 様 番 号

東京・名 古屋

大阪地区

S C  - 310 1. 500 円 1m'

S C  - 3 15  1，600 

S L  320 1，770 

S し 325 2 ，000 

仕 様 番 号

東京 ・名古屋

大阪地区

A C - 3 15  1. 630 円 / 附

A し- 320 1，950  

仕 様 番 号

東京 ・名古屋

大阪地区

P C  - 310 1，100 円 1m'

P C  - 312 1，180 

P C  - 315 1，420 

P L - 320 1，500 

P L  - 325 1，830 

イ士検番号

東京 ・名古屋

大阪地区

10 - 300 1，050 円 / 附

!O  - 30 1  1，450 

10L  - 302 1，490 

B  V  - 303 t  1，830 

その他 の地区

1，390 円 1m'

1，730 

1，810 

2 ，120 

その他の地区

1. 580 円 / 附

1，680 

1，860 

2 ， 100  

その他の地区

1，7 10 円 / 附

2 ，050 

その他の地区

1，160 円 1m'

1，240 

1，490 

1，580 

1，920 

その他の地区

1，100 円 1m'

1，520 

1，560 

1，920 

昭 和48年 3 月 改 訂

. ギルホード仕様

仕 機 番 号

東京 ・名古屋

その他の 地区

大阪地区

G C - 3 1  00ギルボード 2 ，450 円 1m' 2 ，570 円 / m' 

G C- 3 150ギルボード 2 ，790 2 ，930 

G L - 3200ギ ル ボード 2 ，870 3 ，0 10 

G L - 3250ギルボード 3 ，180 3 ，340 

仕 様 番 号

東京・名古屋

その他の地区

大阪地区

S C - 3 100ギルボート 2. 4 10 円 1m' 2. 530 円 1m'

S C - 3 150ギルボード 2 ，520 2 ，650 

S L - 3200ギルボード 2 ，700 2 ，840 

S L - 3250ギルボード 2 ，960 3 ，110 

仕 様 番 号

東京 ・名古屋

その他の地区

大阪地区

A C - 3 150ギルポー ト 2 ，550 円 1m' 2 ，680 円 1m'

A L - 3200ギルボード 2 ，880 3 ; 020 

仕 様 番 号
東京・名古屋 |  その他の地区

大阪地区

P C - 31 00ギルボード 2 ，220 円 1m' 2 ，330 円 1m'

P C - 3 120ギルボード 2 ，320 2 ，440 

P C - 3 150ギルボード 2 ，570 2 ，700 

P し- 3200ギルボード 2 ，660 2 ，790 

P L - 3250ギルボード 2 ，940 3 ，090 

③ 1 単価 は 500m'・以 上の場 合 を 示 す 。

500m' 未 満 の J品合 は l 古IJmしとな ります、なお 小 而 航 (200m' 未満)

の場 合 は ご相 談く だ さい。

2. ｉｾ ｟ ｬ ｬ ｾ 長 ｛Ｇ ｊ＾ の 場 合は 巡 ＱＱＮ 祥一 貨 を ｊｊ ｉｬＧｬ￯Ｎ のこと 。

3 ギ ルボ ー ドは 18mm♂z とする 。

4 ギ J レキ ャ ン トを伎 叫 する .1)，)合 は 300J .lJ I m.l 件。

5. 雨 fl :鋒 お よ び 目I也充.li i¥川 コ ー キ ン グ材 などはゆJ i 主とする 。

6. J:i1fL! 形 が複 雑 と生る 場 合 1;): 、lj i 価 が耳1].1押 しとなります。

⑬ 

東西アスフアルト事業協同組合

東京。東京都千代田区岩本町3-11-13 電話東京 (03)862 -8531 

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 綴 1- 74 電話大阪(06)441-5951
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= 星 ピ サ ロ ン は 、材 料 だ け の 販 売 は い た し ま せ ん。全く新しい床タイルです

定

価

四

百

円

(

送

料

共

)

責 任 施 工 の 出 来 る 協 組 員 が 入 念 な 仕 上 げ を し ま す。

これからはピサロンの時代です

ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町 の 超 高 層 世 界 貿 易

ノT ターンは、ニ 星 ピサロンの新しい色調、

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。 塩 ピ の他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 しい 共 重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く、

センタービルの 4 F以上の各階通路、 エ レベーター

ホールにも、使用されております。 と三 星ピサロシと

カ レ ン ダ 一 方 式 の 流れ模 様

と は 対 照 的 な 静 止 した 現 代 模 様。 ピ サ ロ ン の 持 つ

エ ラ ス チ ッ ク で 高 級 な 質 感 、 す ぐ れ た 歩 行 感 は 、

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画 家 ピ サ ロ の タ ッチ に 似
床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

9f文 / m'  

9t文 / m'  

名 付 け ら れ た も の で す。

* 規 約一 333. 3

333. 3 

青 色 数 = 22色

* 仙i桁 = 2 弘 j早川 1，700円/ m'  (300m' 以 仁)

3 切，J写，¥，'， 2，350円/ m'  (300m' 以 |ニ)

小 部屋書IJWI. 階段40 % 品百

大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 ( 06) 23 卜9648 ・9649 ・9640 振答口座大阪39975番

X 2 弘

X 3 弘

X 333. 3 

X 333. 3 
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. ご入会のお申込および「建築と社会 J のご購読は 社団法人 日本建築協会 干 541

協同組合員が責任をもって施工いたします
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